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特別な一日











　おはようのキスは危険だ。


　なぜってまだ理性が目を覚ましてなかったりするから。


「んっ……んん……は……あっ」


　酸素不足でますます頭の動きが鈍くなる……舌を絡ませ合い、暖かい唾液をむせながら飲み込み、合間に息をつく……そんな時には本能が先走って……。


「さ、つき……も、う……い、れて」


　言っちまった、と頭の隅を小さな後悔がかすめたが、もう遅い。


「いいの、浩司さん？　昨日もあんなにやったのに」


　囁かれて柴田はなんとか自分を取り戻す。


「や、やっぱ、やめる……つーか、なんだよ、これ」


　すでに下半身はすっぽんぽんでしかも腰は高く抱え上げられ、なおかつ足は広く開かれ、あの部分には熱い塊が押しつけられ……。


　要するに臨戦態勢だった。


「やめるって言ったじゃねーか！」


「もう遅いよ、男はすぐには止まれないもの。もっと前に言わなくっちゃ」


　それに、と江森は大きな掌で柴田のモノを包み込む。


「浩司さんだってもうこんなじゃないか」


「ああっ、そこっ」


　窪みに爪を立てられ、柴田は背を反らした。


「い、いいっ、入れて！」


………………





　おはようのキスは危険だ。


（だからやだったんだ……つか、よかったけど……）


　後悔の溜め息をつきながら、柴田は気怠げに上体を起こした。


「うっ、もう七時だ！」


　枕元の目覚まし時計で確認すると、腰をいたわりながらシャワー室へと直行する。


　バスタオルを腰に巻いて出てくると、キッチンから江森五月が顔を出した。


「浩司さん、トースト、もうじき焼けるよ」


「いい、時間がない」


「ええっ、身体に良くないよ、お医者さんなんだから、食べて行かなきゃ駄目だよ」


　お前のせいで時間がなくなった、とは言えない。自分から誘ったのだから。


　いい、ともう一度断ると、柴田は慌ててワードローブから服を取り出し、身につける。アタッシェケースをひっつかむと、玄関へと走る。江森も急いであとを追った。


「はい、靴べら」


「……ありがと」


「お昼は絶対食べるんだよ？　絶対だよ？」


「判ってるって」


　靴べらをもとへ戻すと、江森は柴田の顔を覗き込んだ。


「浩司さん、今日は遅くなりそう？」


　柴田浩司は私立Ｊ医大の第2外科に所属する若手外科医だ。サラリーマンと違って、定時に帰宅出来たためしはない。それでも今のところ受け持ち患者は落ち着いていて、緊急手術が入らなければ遅くなることはなさそうだ。


「んー……たぶん、だいじょうぶだけど、なんで？」


「だって今日は特別だもの」


　江森はにっこり笑う。


（へ？）


　なんだよ、と聞き返したかったが、柴田はそのままマンションを出た。


（特別？　五月の誕生日は十一月だし……なんか、お祭りとかあるのかな？）


　大事なことを忘れているのかも知れない……だったらなおさら聞き返せない。


（帰るまでに思い出そう）




　病棟の患者の診察を済ませ、ナースステーションに戻ると、大月医局長が顔を出した。


「柴田、ちょっと救急室の手伝い、頼む。重傷が続いて手が足りないそうだ」


「判りました」


　今月の救急室当番は第二外科で、柴田は大月と一緒に一階へと下りた。


　救急室はいつにも増して混んでいて、「吸　　引（サクション）！」「酸素飽和度（サット）を測れ！」などの指示が飛び交っている。こちらへ向かってくるストレッチャーを間一髪で避けると、柴田は救急室の看護師に「誰、診（み）るんだ？」と尋ねた。


「柴田先生、助かりますー」


　何人か軽い外傷の処置をしていると、再び大月に柴田は呼ばれた。


「柴田、オペに入ってくれ！　手こずってるようだ。ここは俺が引き受ける」


　急いで救急室を出ると手術部へと走り出す。廊下の角を曲がったところで、大きなスーツ姿の男に衝突してしまった。逞しい腕に抱えられ、なんとか転ぶのを免れる。


「し、しつれ……」


　見上げると至近距離に江森の顔があった。


「五月！」


「浩司さん、だいじょぶ？」


　慌てて柴田は腕を突っ張る。


「離れろ！　あっち、行ってろ！」


「ごめんね、浩司さん」


「院内では名前で呼ぶなって言ったろ！」


　真っ赤になって柴田は身体を離した。再び走って手術部へと向かう。手術部の扉を開けるとき、ちらりと来た方向を見ると、江森がちょっと悲しそうな顔で立っているのが見えた。


（怒鳴っちまった……悪かったな……ぶつかったのは俺のほうなのに）


　江森は倒れないように支えてくれたのに。それなのに、「離れろ」とか「名前で呼ぶな」とか言ってしまった……。


　反省しながらも、それでも今は患者に集中しなくては、と柴田は頭を振って気持ちを切り替えた。




　交通事故による腹部打撲で運ばれてきた患者は、肝動脈を損傷していて出血が止まらなかった。脾臓を摘出し、脾動脈の一部を肝動脈にグラフトするという難しい手技になった。なんとか一時間後には血圧も安定してきて、危機を乗り切ることに成功する。


　第一執刀医の古川はほっと安堵の溜め息をついた。


「柴田、お前が入ってくれて助かったよ。血管縫合はもうお前にはかなわないな」


「いえ……別に」


　ぼそぼそと答える柴田に古川はやれやれと首を振る。


（もう少し性格がはっきりすると、みんなに好かれるんだがな……）


　手術が終了すると柴田は三病棟へ患者とともに上がった。


　すでに時刻は三時を過ぎていて、ナースたちはそろそろ申し送りの準備に入っている。


　ナースステーションで術後の輸液や抗生物質の指示を出すと、検査データをチェックする。すると三病棟の近藤ナース長が近づいてきて、テーブルにハンカチーフでくるまれた箱を置いた。


「柴田先生、差し入れです」


　え？　と柴田は近藤ナース長を見上げる。


「誰から？」


　近藤ナース長は顔が綺麗で有能、かつ威張りくさらない柴田を気に入っていて、柴田ファンクラブの会長だ。当然のことながら、江森との関係を把握している。いつもはいかめしい細面の顔に笑みを浮かべて答える。


「江森さんに決まっているでしょう」


　柴田はうっとなったが、黙って箱を開けた。中はランチボックスで、食べやすいサイズのサンドイッチにフルーツが添えられている。


（五月……）


　そう言えば、出がけに「絶対お昼を食べるんだよ」と言っていたっけ……。


　近藤ナース長が中を覗き込み「まあ、美味しそうですね」と言った。


「しかも栄養バランスが摂れていて、さすが、江森さんですねー。柴田先生の身体を気遣っているんですね」


　それに、と付け足す。


「持ってきたとき、『緊急手術に入られたようなので、きっとお昼を食べる暇がないと思って』って、言ってましたよ」


　手術部の前でぶつかったとき、そこまで心配してくれたんだ……。


（それなのに、俺、ひどいこと、言っちゃった……）


　いくら恥ずかしかったからっていっても……。


　サンドイッチを一つ取ると、下にメモがあることに気づく。


　取り出すと江森の字だった。


「浩司さん、さっきはごめんね。病院内では気をつけて名前を呼ばないようにするからね」


　メモにはそう書いてあった。


（違う……謝るのは俺のほうだ……お前はいつだって優しいのに……）


　そうだ、帰ったらすぐ謝ろう。


　思いながら柴田はサンドイッチにかぶりついた。




「五月っ」


　マンションの扉を開けると柴田は大声を出した。


「なーに、浩司さん？」


　シャツにトラウザー姿の江森がニコニコしながらリビングからやってきた。


「五月っ、俺っ」


　今日はごめん、と言う前に柴田は江森の首に齧り付いていた。


「浩司さん？」


　眼を丸くする江森の唇に自分から吸い付く。


「さつき、さつきっ」


　ただいまのキスも危険かも知れない……。


　そう思いながら柴田は床に引き倒されていった。


……………





「浩司さん、だいじょぶ？」


　心配そうな江森の声にうっすらと眼を開ける。いつのまにかリビングのソファに柴田は運ばれていた。


「全然、大丈夫だよ。すっごくよかった」


　すぐ傍にある江森の顔に手を伸ばし、頬を触る。


「あのな……俺、今日はごめんな」


「え？　なにが？」


「お前のこと、怒鳴っちゃって……」


「いいんだよ、だって緊急手術に入るところだったんでしょう？」


　うん、と柴田はうなずくとまた口ごもりながら続ける。どうも江森の顔を間近に見ながらだと照れくさいのだ。


「あの……な、その、ありがとう。差し入れ、美味かった」


　すると江森はにっこりして柴田の手に自分の手を重ねる。


「よかった、お昼、食べてくれたんだね」


「うん。でもお前が差し入れてくれなかったら、きっとまた抜いてたかも」


　温かな手を感じながら柴田は江森の眼を見つめた。


「その……それから訊きたいことがある」


「なに？」


「その……今日が特別ってなんなんだ？」


「あー、あれ」


　笑いながら江森は顔を近づける。


「あのねえ、僕にとって浩司さんと一緒ならいつだって特別だよ。それにねえ、今朝、浩司さんから誘ってくれたでしょう？　それってすっごく特別だ」


「な、なんだ、そうだったのか」


　そうかもしれない。二人で過ごす日はいつだって特別なのだ。


　いや、それに加えて今日は江森の優しさがどれだけ自分にとって大事かを、身にしみて感じることが出来た。


　やっぱり特別の日だ。


（俺はお前がいないと……）


　熱い想いが奥から昇ってきて柴田は再び眼を閉じた。


「五月……」


　甘い声でねだる。


「いいの、浩司さん？　緊急手術もあったし、身体、疲れてない？」


「ううん、お前の顔、見たら、疲れなんか飛んじゃったよ」


　早く、と促され、江森は細い身体を抱きしめる。


「じゃあ、リクエストにお応えして……うんと特別なのをね？」


　ええっ、と柴田はちょっと引く。江森が特別なんて言ったら、どんな濃厚なことをされるか判らない。


「普通でいい、普通で！」


「はいはい、判りましたってば」


　笑いながら江森は柴田におおいかぶさっていった。












幸せ家族計画











１




　私立Ｊ医大第２外科・通称２外（ニゲ）では金曜の夕方から医局会議が行われることになっている。


　その週に行われたオペの総括・術後の推移・さらに今後のオペ症例の決定など、医療上重要なことを教授を中心にディスカッションするだけでなく、出張人事などの雑事も議題に昇る。五時半から始まる医局会が終了するのはたいがい九時過ぎだ。そのあと勉強会が開かれることもあるので、所属する若手医師・柴田浩司が何時に帰宅するかは予想が付かない。


　そんなわけで、江森五月は窮地に追い込まれていた。


　どうしても柴田に会わなくてはならない。


　江森は製薬会社の営業マン通称ＭＲであるから私用とはいえ柴田に面会するため２外の医局を訪れるのに何の問題もない。


　だが柴田は大学で江森と顔を合わせることをひどく嫌う。それは単に内向的な性格で人に知られるのが恥ずかしい、という理由からなのだが、柴田の嫌がりかたは尋常ではない。心が通じ合う前、江森は病院で柴田に遇うたびに顔を背けられ、嫌われているのではと悩んだくらいなのだ。


　ラブラブになってからもその態度は基本的には変わらない。そのため、常に江森は柴田のスケジュールを把握し、病院では遇わないようにと気を付けている。


　しかし今日はどうしても会って話さなければならないと江森は思い詰めている。


　身長１８５㎝の大柄な身体をすぼめるようにして、江森は医局の半開きになった扉から中をうかがっていた。額に落ちた栗色の前髪の間から同じ色の大きな眼をあちこちへと向ける。


（だって、いくら任されてるとは言え、やっぱ、浩司さんの大切な相沢センセと薫センセのお祝いだもんな……）


　江森と柴田は土曜日の午後、柴田の親友である相沢の家に招待されていた。同じ病院の内科医相沢（あいざわ）和彦（かずひこ）は柴田の幼馴染みにして初恋の相手だ。相沢は同期の眼科医・橋爪（はしづめ）薫（かおる）と結婚し、柴田は恋心を打ち明けられないまま失恋をした、という経緯がある。


　ハートブレイクでどん底にいた柴田をほとんど無理やり口説いて恋仲になった江森で、相沢には微妙な緊張感を感じていたのだが、いろいろなことが起こり、さらにそれを乗り越えて愛の絆は深まっていた。いまや妻・薫の出産と共にわだかまりは完全に消えている。


　そして薫と相沢は赤ちゃんのお披露目に二人を招いてくれたのだ。出産祝いは赤ちゃんの靴にしよう、というところまでは二人で決めていたが、実際の品物の選択は江森に任せられていた。


（けど、どんなの、ぐらいは訊いたほうがいいもんね……色、とかさあ）


　会社のテニス同好会に所属している江森は明日朝早く、練習に出かけなければならない。そしてその足で午前中デパートへ行き、品物を選ぶ予定だ。今日中に柴田に会いたい、と思い詰めた理由はそこにあった。


　もちろん相談は今夜遅くでもいいのだが、今日は江森のほうも接待に付き合わなければならない。接待の相手・産婦人科の森教授は酒の量が底なしだけでなく、カラオケ好きもあって、たいがい三次会はカラオケだ。となると柴田よりも帰りは遅くなる可能性は大である。


（だとすると……僕が帰ったときにもう寝ちゃってるかもしれないし……）


　柴田は眠いといい加減な受け答えをするのが癖だ。重要な約束をしてもあとで「浩司さん、言ったじゃないの」と江森が非難すると、「言ってねーよ！」などと逆ギレすることさえある。


　寝る間もないほど忙しい医者なのだから寝られるときには爆睡状態も仕方がない、と理解はしているものの、寝起きの悪さもかなりで、江森はいつも苦労をしていた。


　普段なら「任せる」と言われれば江森もそれ以上、柴田の意見を聞くことはない。だが今回は特別だ。孤独な柴田の少年時代を支えてくれた相沢と、妹のように思っている薫との赤ちゃんのお祝いなのだから、


（やっぱ、浩司さんの意見も出来たら今のうちにちゃんと訊いときたいよ……）


　そろそろ医師たちが外来や病棟から引き上げてきている。だが柴田の姿は見えない。


（奥の方にいるのかな……）


　髪に指を入れ、ぐいとかきあげると、決心して一歩前に出る。腕を伸ばして、とん、と軽くノックした。


「あのー……」


　扉近くのコピー機でコピーを取っていた卒後１年目の研修医が江森に気がついた。


「ああ、ええっと……冨士製薬さん、じゃなくって……」


　ＭＲたちは名前以外に会社名で呼ばれることも多い。江森の会社は元は冨士製薬という名だったが、この夏、ドイツ系の会社と合併し、「ホフマン＆フジ・ジャパン」となっている。まだ病院勤務の日の浅い研修医だが、目の前の背が高くてハンサムな男が「旧冨士製薬」のＭＲだということは知っていた。ちょうど自分の目線の高さにある名札で名字を確かめる。


「江森さん、ご用はなんですか」


　江森はぺこりと頭を下げた。


「あの、柴田先生はいらっしゃいますでしょうか」


「えっと……」


　研修医が辺りを見回していると、青山という柴田の一年下の医師が口を挟んだ。


「柴田先生なら、今日は用があるので遅れると言ってたよ」


「ええっ？」


　そんなこと聞いていなかった、と江森は青山を振り返った。医局にいないなら、別のところでなんとか会わなければならない。


「院内にいらっしゃいます？」


　青山はデスクでカルテ整理をしていたが、ペンを止めて柴田のデスクを見た。


「さっき病院の外へ行くって言ってたなー」


　ああ、そう言えば、と研修医も思い出す。自分より一年上の研修医・坂口（さかぐち）利之（としゆき）が医局にやってきたのだった。坂口は今、麻酔科で研修中だが、２外に入局すると聞いていた。そのために医局会に出席するのかと思っていたら、柴田と親しげに話し始め、やがて二人は連れだって外へ出たのだ。


「坂口先生と出かけたんじゃなかったかな？」


「え、ええーっ」


　坂口利之、江森の聞きたくない名前だ。江森は思わず大声を出してしまった。


「ほ、ほんとですかッ」


　血相を変える江森に研修医は不審顔でうなずく。


「ど、どこへ出かけたんですッ」


「さあ、それは聞いていないです。でも戻ってくるって言ってました。待っていれば会えるんじゃないかなあ？」


　そういったことが問題なのではない。坂口は研修医として指導を受けるあいだに柴田に惚れ込んでしまった。江森と柴田の関係を知っている数少ない人間の一人だけでなく、あろうことか江森に宣戦布告している。「柴田先生は僕と一緒のほうが幸せになれる」と。


　しかも悪いことに柴田は坂口の邪念に気づいていない。単に仕事上の後輩としてしか認識していない。それゆえ、江森が焼き餅を妬くたびに「あほか」と否定するだけだ。


　さらに重ねて心配すると、「俺はお前だけだって！　俺のことが信じられないのかよ！」とまた逆ギレするので、江森もあまり突っ込めないのだ。


　そんな柴田がどこへ連れだされたのだろうと江森は全身が冷たくなるように感じた。


（まさか、ちょっとそこのラブホとか……いや、そんなことはないと思うけど……）


　いくら他の男の恋心にトロい柴田でも、ほいほいと坂口についてラブホテルの門をくぐるとも思えない……。


（いや、一回だけあったっけ）と江森は心の中で舌打ちする。


　そう、江森の浮気を心配するあまり、柴田は酒にしたたか酔ったあげく、トレンディ俳優の朝比奈繁樹にお持ち帰りされるという事件があった。間一髪のところで、朝比奈が腹痛を起こしたために難を逃れたのだが……。


（でも、この時間でお酒を飲みにいくとは思えないし……それにあとで医局会に出るって言ってるみたいだし……）


　それでも仕事熱心の柴田が医局会に遅れてまで、坂口と出かけるなんて……。


　強張った表情の江森を研修医は悪気のない口調で「江森さんが探してたって、伝えておきましょうか？」と申し出る。


「い、いえっ、急用じゃありませんから、またそのうちに！」


　柴田にそんなことを伝えたら、きっと猛烈に怒るに違いない。固辞すると江森は慌てて戸口へと向かった。


　ちょうどそこへ医局長の大月講師が病棟から帰ってきた。江森と柴田は何の共通点もないのにどういうわけか親しい、と認識している。


「おう、江森君、なんの用だ？　今日は医局会だから柴田は遅くなるぞ？」


「いえっ、僕は別に柴田先生に用がある訳じゃなくて……」


　矛盾する言葉を口走りながら江森は足早に医局から離れた。


　柴田がいないのなら、ここで待っていても仕方がない。江森は一階に下りると医局棟と病院棟を繋ぐ渡り廊下を目指した。


「まったく……ＧＰＳ機能の付いた携帯でも持たせたいよ……」


　どうせ院内では電源をオフにしなくてはならないし、あとはマンションに帰るだけなのだから、と柴田は携帯も持っていない。一緒に棲んでいるとはいえ、常に柴田からの連絡を待つだけという、付き合いだしてすぐの頃と事態はあまり変わっていないのだと江森は初めて気づいた。


「僕って浩司さんの恋人で一緒に棲んでて、おんなじお墓に入ろうって約束もしてるけど……」


　それでもときどき自分は柴田のなんなのだろう、とふと不安になる江森であった。


「ってゆーか、発信器をあそこに埋め込んで、誰かが触ったら、警報が鳴るとかできたらなあ……」


　はあー、と大きく溜め息をつきながら歩いていると、前から見知った顔がやってくる。


「よう、江森クンじゃないか。なんだよ、しけたツラして」


　背の高い江森よりもさらに上背のある大柄な身体を半袖白衣に包んでいるのは、柴田の同期で放射線科の芝元（しばもと）一郎（いちろう）医師だ。柴田に対して邪（よこしま）な考えを持っている連中の一人、と江森は睨みつける。


（だいたい芝元先生はろくなことを浩司さんに吹き込まないんだから……）


　険悪な江森の表情に坂口は「その調子じゃ柴田においてかれたな」と角張った顎をしゃくる。九州男児らしいゲジゲジ眉を上げ下げし、三白眼をぎょろりと回した。


「なんか、ずいぶん急いでたからてっきりお前とランデブー、なんて思ってたけど」


「先生も古い言葉使いますねー」


　ちょっと呆れた江森だが「急いでたって？」と訊き返す。


「ああ、そこんとこに停まってた車に……」


　渡り廊下の辺りは病院の裏手で、防火用水や精神科入院患者の作業療法用の畑が広がっている。そこここに職員が車を停めるスペースもあった。


「乗ったんですか？」


　あとを引き取った江森に芝元はうなずいた。


「しかし、いい車だったぜ。真っ赤なＡＭＧ、しかもコンバーチブル。女をコマすにゃ最適だな」


「コマ……す！　センセって、ほんと、死語の宝庫ですね」


　江森はわざと軽く言い返すが内心では動揺していた。柴田は坂口と連れ立ってでかけたと聞いている。三段論法で行けば、乗った車は、


（坂口センセのに違いない……）


　まさかコマされてラブホに連れ込まれるのでは、と焦る。何しろステディな関係になる前、ラブホに突入も辞さず、と一大決心して柴田をドライブに誘ったこともある。それからも隙あらば、と考えていたのだ。


（でも坂口センセはそういうキャラじゃないしな……）


　坂口は「正々堂々と奪い取る」と宣言している。つまりは自信の現れで、それがまた江森の癪の種なのだが。


　それにしてもＡＭＧと聞いて江森はへこんでいた。


　ＡＭＧは高級車メルセデスベンツをカスタマイズした最高級車だ。軽く一千万はくだらない。ポルシェと同様、車好きなら誰でも一度は憧れる。


（だよね……坂口センセは病院のボンボンだもん。あ、浩司さんもホントはそうだっけ……）


　今乗っている車に不満はないが、なんといっても国産の大衆車だ。排気量１６００ＣＣでも足回りはよく、しかも会社から維持費を補助してもらっている。入社四年目で新車に買い換える余裕もないどころか、軽く一千万はするＡＭＧなどは江森の手の届く車ではなかった。


　しんみりとした江森に芝元は「どうしたんだよ？」と眼を剥く。


「いえ、やっぱ、外車っていいですよねー。浩司さんも好きなんだろうなって」


「なーにを言ってんだよ」


　芝元は毛深い腕を胸の前で組む。


「国産がいいんだって！　あいつを乗せるのはさー」


　ひょっとして味方か、と期待の目を向けた江森に芝元はガハハと笑いかける。


「ガイシャなんて燃費は悪いし、すぐバッテリーは上がるし。ニホンジンのアレが一番、ニホンジンには合ってるんだって。俺の上に乗せてやりたいよ」


　ぐいと上に向けられた親指に、江森は「まったくもう」と芝元を睨む。


（ホントにスケベなんだから！）


　自分のことをすっかり棚に上げている江森だった。











２




「６５００ＣＣってすげー無駄じゃないか？　しかも二人乗り！」


　柴田浩司の問いにＡＭＧの運転席で坂口利之は苦笑いをした。


「まあ、僕もそう思いますよ。ＣＯ２削減に逆行してるって」


「じゃあ、なんで乗ってるんだ？」


「これは兄貴の車なんです。僕はまだ自分のは持ってないんですよ。っていうか、あそこのマンションの駐車場は一つだし、これを売るなんてできないし」


　坂口は高級住宅街の成城に建つマンションに住んでいる。実家の病院を継いでいる兄の持ち物で、それは東京に出てきたときに便利だからと部屋を残しているためだった。東京で乗っていたＡＭＧはそのまま残し、実家では国産のハイブリッドカーとＢＭＷスポーツカータイプの二台を使っている。


「豪華マンションですけど、言うなれば僕は別荘の管理人ですよ」


　坂口自身は通勤にバスを使っている。成城までは15分ほどなので、燃費の悪い、しかもやたら目立つＡＭＧを使うつもりはさらさら無い。


　今回は柴田のたっての頼みで喜んで持ち出したというわけだ。


（それにしても柴田先生に頼まれるなんて……感激だな……）


　ちらちらと横目ですぐ隣にある繊細な美貌の横顔を眺める。細い眉に切れ長の眼は艶があり、いつ見ても綺麗だとうっとりした。


（久しぶりだな……隣に座ってる人にときめくなんて）


　学生時代から女の子を誘ってドライブに出かけたことは何度もある。端正な容貌の坂口はそこそこ女性にはもてていた。ただ、かえって真っ赤なＡＭＧに尻込みをする女性も多く、意外に使えない車だと悟ったものだ。


（その点、柴田先生はそういったことには無頓着だからいいな）


　さっき駐車場で初めて見たときの感想が「へえ、珍しいな」だ。


　そのあとが冒頭の「無駄」発言。


（なんか、柴田先生らしいっていうか……そういうところがまたいいんだよな……）


　ＡＭＧは甲州街道を府中へ向かって走っているところだった。


　十一月も終りに近づいて、夕方とはいえ、すでにとっぷり日は暮れている。


（秋の夜のドライブなんてロマンチックだな……）


　できればこのまま医局会をさぼって、どこか遠くへ行きたい、と坂口は思った。


　それにしても昨日、医局で会ったとき、いきなり「クルマ、買いたいんだけどどこへ行けばいい」と尋ねられたときには驚いた。


（そう言えば、いつも江森の奴の車に乗ってたっけ……自分の車、ないんだ）


「先生が買うんですか？」と訊き返すと「そうだ」との返事。


「誰に訊いたらいいか、わかんなくて……」


　柴田が江森ではなく自分を頼ってくれたのだと坂口は天にも昇る心地になった。


　それからは大変だった……。「国産車ではなくて外車」がいいと聞き出し、馴染みのディーラーに連絡を付け、明日行くと約束をし……。


　それにしても、と坂口は首を捻る。江森の車がしょぼい国産車だから外車を、というのは判るが、


「なんでボルボなんですか？　外車ならベンツでもＢＭでもいいじゃないですか？」


　ハンドルを操りながら坂口は尋ねてみる。


　坂口が案内しようとしているのは有名な外車の輸入元で、ベンツを始め、アウディ・ＢＭＷなどの高級車を専門に取り扱っている。坂口家はお得意先で、ＡＭＧを売りつけた営業マンは電話を受け、すぐさま希望の車種を用意すると返事をしたのだ。


　柴田の口から出たのは「ボルボ・エステート」だった。


「ほら、こないだボルボに乗せてもらったろ？　テニス、行くとき」


「ああ、平野先生のですね？」


　テニス部の先輩で第１外科の平野医師はボルボに乗っている。二人はその車に便乗したことがあった。


（そういえば、妙に柴田先生は褒めてたな……）


「それで気に入ったんですか？」


　そうならばもし自分用の車を買うときにはボルボにしよう、と坂口は思った。


「うん、それもあるけど……北原先生って知ってるだろ？」


　２外に所属する七年先輩の北原医師は、結婚と同時にボルボエステートを買ったのだ、と柴田は伝える。


「キタさんて、三人子持ちの年上の女医さんと結婚したんだよ。いきなり家族ができて、車はやっぱりボルボだって言ってた」


「確かにボルボは頑丈ですからね。それにエステートは荷物がたくさん載せられますしね。大家族にはぴったりですよ」


　その選択肢は間違っていない、と坂口も同意する。柴田がその車をなぜ買いたいと思ったまでは予測していなかった。


「荷物がたくさん載せられる」という言葉で柴田は得意になる。


「だろー？」


　フェラーリテスタロッサをぶっとばしていた北原医師はあっさりとボルボに乗り換えた。理由を問われた北原医師の「家族の安全を考えて」という言葉は柴田の頭に焼き付けられたのだ。


（家族、かあ……）


　情愛の薄い家庭で育った柴田にとっては魔法の言葉だ。


　そして「僕たちもう家族だよ」と囁いた江森……。


　脳の中でその二つが直結するのは当たり前で、柴田は即坂口に相談したというわけだった。


（ＭＲは荷物が多いもんな……あいつのミラージュ、後部座席なんて、荷物が突っ込んであってめちゃくちゃだし。やっぱ、エステートがいいんだ）


　もちろん柴田はボルボを江森の誕生日プレゼントにするつもりなのだ。


　やがて「ヤマセ」という大きな看板が見えてくる。


　甲州街道沿いにあり、かなり広い敷地に大きな七階建てのビルが建っている。高い欅が何本も植わり、葉を散らしていた。


「つきましたよ」


　坂口はハザードを点滅させながらＡＭＧを路肩に寄せる。真ん中分けの髪を指で掻き上げ、リムレスの眼鏡をかけ直す。理知的な眉を寄せ、柴田の方を向いた。


「さあ、先生」


　車の寄せられたビルの一階はガラス張りのショウルームになっていて、ベンツやＢＭＷなどが展示されている。ライトで照らされた広い屋外駐車場も完備していて、やはりアウディやフォルクスワーゲンなどの外車が並んでいる。


「お待ちしておりました！」


　大柄で胸板の厚い中年男性が大声と共に車道側の運転席の扉を開けた。上等なダークスーツを着込み、彫りの深い顔はセクシーな紳士だ。ちらほらと白髪の混じる髪はきちんと撫でつけられ清潔感がある。しかしノーネクタイにシャツのボタンを二つ開け、金鎖を見せているところなど、流行の「ちょい悪オヤジ」を目指しているようだ。


「坂口先生、いつもお世話になっております！」


「町塚さん、電話で話した通りだけど、今日は買い手はこちらの柴田先生ですからね」


「ははっ」


　如才なく男性は車道に飛び出し、助手席の扉を押さえて柴田が外に出るのに手を貸す。


　柴田の顔を覗き込んで「おおっ」という口の形になった。


　柴田はぺこんと頭を下げる。


「あ……っ、失礼致しました！　町塚と申します、ヤマセ府中店の販売課長です」


　機先を制され、町塚は慌てふためいて身体を二つ折りにした。それに構わず、柴田はすたすたとショウルームに向かう。


　町塚はハンカチを取りだして額に当て、坂口に駆け寄った。


「いやですねえ、坂口先生！　あんな綺麗な先生だなんて、最初から教えておいてくださいよ！　俳優かと思いましたよ」


　物腰が柔らかくダンディな町塚は、マダムキラーとして通っていた。ベンツやＢＭを奥様方に売りつけるだけではない、との噂は坂口にも聞こえている。


「町塚さん、まさか男もＯＫとか言わないで下さいよ」


「ご冗談を」


　ひくりと太い眉を上下させると、町塚はハンカチをもう一度額に当てた。


　坂口と町塚がショウルームに入ると、柴田は展示されているガルウィングの白いベンツを眺めている。


「柴田先生、いかがですか、ベンツなども？」


　町塚が揉み手で近づくと、柴田は「ボルボは」と身も蓋もなく言った。


「外の展示場に置いてあります」


　またすたすたと柴田が歩き出すので町塚は、こけつまろびつショウルームの自動ドアに突進した。


（うう、気の早い人だ……）


　屋外展示場の一角に真っ赤なボルボエステートが停めてあった。


　町塚は上着の内ポケットからキーを取り出す。


「もちろんキーレスエントリーですし、ライトなどもこれでつけることができます。完全オートで、近づくとロックが開く、というタイプもございます」


「ふーん……」


　ぶらぶらと車の周りを回る柴田に町塚は「うちにあるのはこの色ですが」と話しかける。


「お望みの色はございますか？　お時間をいただければ、カタログのどの色でもご用意出来ます」


「人気なのは何色なの？」と坂口が尋ねる。


「そうですね、やはり白でしょうか。シルバーも家族向けには多いようですね」


（色……）


　ボルボエステート、とは決めていたが、色のことはまるで考えていなかった。柴田は立ち止まってじっくり見る。すぐ後ろに付き従っていた町塚はぶつかりそうになって慌てて腰を引いた。


（ミラージュも赤だしな……いいか、これで）


　肩越しに「これください」と一言、言った。


「え、ええっ、宜しいんですか？」


「柴田先生、いいんですか、いきなり決めちゃって」


　坂口も町塚も慌てた。買って貰うのはいいが、あまりにも即断過ぎる、と町塚は持っていたキーを差し出す。


「そのまえにご試乗はいかがでしょうか？」


「そうですよ、先生、ちょっとその辺を一回りしてみたら？」


　坂口も口添えしたが、柴田は何を言うのか、という顔になった。


「できねーよ」


「そんなことはございません。いくらでもどうぞ。なんでしたら、中央高速にも。やはりボルボの足は高速で発揮されますし」


　じゃなくって、と柴田は首を振った


「俺、免許持ってない」


　ああ、と町塚は一人合点する。


「お持ちでない。ご自宅においていらっしゃるのでしたら、私が運転してご自宅へ……」


　じゃなくって、ともう一度柴田は首を振った。


「運転免許、持っていないんだ、俺」


　はあ？　と町塚は大きく口を開けたが坂口のほうはもっと大きな口だった。


「柴田先生……てことは……」


　柴田は坂口には構わず町塚に「じゃあ、これ」と話しかける。


「それとも運転免許持ってないと車って買えないんですか」


「いっいえ、そ、そんなことはございません！」


　じゃあこれ、ともう一度柴田は告げる。


「で、俺、なるべく早く欲しいんですけど」


　はっと町塚は気を取り直す。とにかく売れれば別に構わないのだ。


「はい、この色でしたらすぐに。車庫証明などの手続きは私どもが代行致しますから。それではただちに契約を」


　なんだかよく判らなかったがすぐ手に入るのならなんでもいい、と柴田はうなずく。揉み手で案内する町塚に従った。


　呆然としていた坂口は頭を振ると、柴田の後を追いかける。


「先生、じゃあ、この車はひょっとして江森さんが……」


「うん。あいつ、十一月が誕生日だから」


　簡単な言葉のうちに色々な意味を読み取って、坂口は目眩がしてきた。


（そ、そう言えば……）


　確かに柴田が運転しているのは見たことがない。きょうび、自動車運転免許を持っていないというのも驚きだったが、


（恋敵へのプレゼントを買う手伝いを僕は……）


　まるで当て馬だ、と落胆を隠しきれない。


　だが額を指で押さえていると、とある考えが脳の奥に閃く。はっと気づいて細い目をさらに細めた。


（てことは……ある意味、江森の奴はアッシー……）


　そうなのだ。運転免許を持たない柴田にとって、江森は使い勝手のいい男なのだ。江森の地位はそのためにあるに違いない。


　でなければあの程度の男が柴田に好かれる理由がない。


　医師になってからでは忙しいのでなかなか自動車教習所へは通えないだろう。運転免許を取りたくても取れないに違いない。だからこそのアッシーなのだ。


（柴田先生はトロイところがあるから……便利だから一緒にいるのを好きだからと勘違いしてるんだ）


　なーんだ、と胸の前で拳を握り締めてこっそりガッツポーズをする。坂口は何でも理屈で解決するのが好きなたちであった。






「ただいま」と柴田がマンションの扉を開けたときは、すでに土曜日になっていた。


　勉強会のあと、受け持ち患者の血圧が急激に下がったと病棟から呼び出しを受けたのだ。幸い、一時的なものですぐ回復したのだが、しばらくの間、傍で様子を見ていたために帰宅が遅くなってしまった。


　まだリビングの明かりは点いていて、「五月、寝てないのか？」と声をかけながら柴田はコートを脱いだ。


「うん、こっちだよ、浩司さん」


　江森の声が響く。なんだかちょっと怒っているようだと柴田は緊張した。


　リビングのソファでは江森のほうもまた緊張していた。寝間着に着替えてはいたものの、薫へのプレゼントのことを質問するため、という大義名分で待っていたのだ。もちろん本音は別のところにある。リモコンでＴＶのボリュームを下げると、柴田が入ってくるのを待つ。


（医局会の前に坂口センセとどこへ行ってたって、ホントは訊きたいけど……）


　嫉妬深いと思われるから絶対訊けない。でも訊きたい。


（浩司さんはウソが付けないから、訊けば絶対教えてくれるだろうけど……）


　大人の男は余裕がなくてはいけない。坂口ごときに嫉妬なんかしてはいけないのだ……。


　リビングに入ってきた柴田に必死で作った明るい声で話しかけた。


「浩司さん、あのね、プレゼントは明日、ちゃんと買ってくるけど、どんな色がいい？　僕一人で決めていいの？」


「色……」


　また色だ。うっと柴田は詰まって反射的に「赤」と答えてしまう。


「赤、かー。そうだよね、女の子の靴は赤がいいね！　浩司さん、解ってるんじゃない！」


「う、うん」


　内心柴田は動揺していた。


（こ、こんなんで納車するまで内緒にできるかな……）


　もちろん江森にキーを渡し、驚かせようとの計画なのだ。


（ぜってー驚かせたいのに……）


　焦って視線を逸らした。


「も、もう寝よう？　お前、明日、早いんだろ？」


　そう、日曜日に江森はテニスの試合がある。会社の先輩・藤谷瞳と混合ダブルスを組んでいて、市民大会にエントリーし、なんと三回戦進出をいう快挙を成し遂げたのだ。


　寝室に向かいながら「それよりごめんな」と柴田は江森を見上げる。


「日曜日、応援に行けなくってさ」


　市民大会レベルでは、二回戦までは日程が限られているので平日の夜に試合が行われるという強行スケジュールだ。だが三回戦ともなると、日曜の昼間という応援には絶好の時間帯である。それなのに日曜日、柴田は学会に出席する予定だった。自分の発表はないのだが、出席をすると、学会からポイントがもらえる。外科の認定医になるためには、一年間にある数のポイントが必要なのだ。


　すまなそうに謝る柴田に江森は「いいんですよ」とにっこりする。


「なんでも資格だものね、きょうびは……お医者さんになるのも大変だけど、専門医ってもっと大変なんでしょう？」


「ん、まーな」と答え、「お前だって」と柴田は真面目な顔つきになる。


「ＭＲ試験、そろそろ受けなきゃなんないんだろ？　ちゃんと試験勉強、やってんのか？」


「うわーっ」


　突然振られ、江森は慌てふためく。ＭＲも資格制になって、厚生労働省の試験を受けて認定されるのだ。このところ、テニスに夢中で勉強をさぼっているのは確かだ。


　風向きが変わり、江森は疑いの眼を柴田に向ける心境ではなくなってしまった。


（ま、いいか……浩司さんはこの通り真面目なんだもの。きっと学会のことで坂口センセと出かけたに違いないや）


　そう信じたい。


　ベッドに入ると、江森は柴田に背中を向け、毛布を頭から被る。


「お休みなさい！」と宣言した。


　一時坂口に激しく嫉妬した江森は、柴田の身体を苛んでしまったことがあった。


（今晩、ヤったら、きっとまた僕、カラダに訊いちゃう、とか言っちゃいそうだ……）


　そっと溜め息をつく。


（僕って結構、ケダモノなのかも……）


　小児科の小池先生が言ってたっけ。「男の八割五分はケダモノだ」って……。


（浩司さんや小池先生の旦那さんは残りの一割五分だけど、僕は八割五分に入るよ……）
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　土曜日の午後、柴田は浮き浮きした気分で病院を出た。


　マンションに戻ると、すでに江森は帰っていて、「お帰り、お祝い買ってきかたら」とテーブルの上に置かれたリボンのかかった箱を見せる。


「うわ、ありがとう！」


　柴田の輝くような笑顔を見ると、江森も昨夜のモヤモヤが一発で吹き飛んでしまった。


（浩司さんって、ほんとに相沢センセと薫センセが好きなんだねえ……）


　思わず引き寄せて抱きしめてしまう。


「な、なんだよ」


「ううん、なんでもない」


　愛の薄い育ち方をしていたこの恋人にとって、相沢と薫がどれほど大切な存在か江森にも察せられる。そしてどれほど二人を失ったと思ったときに傷ついたかも。


（僕が二人分、浩司さんを支えなきゃならないのに……もっとしっかりしなくちゃ！）


　坂口のことは気にかかってはいたが、


（浩司さんは真面目なんだから、学会とか、ぜったいそういうことだよ）


　決心すると、柴田を胸から離し、「さ、行こう？」と言う。


「車で行くの？」


　車、と振られて柴田はぎくりとする。


（う、こんなことでびくびくしてたら、ばれちゃう）


　慌てて「ううん」と否定する。


「大学を挟んで反対側だから、歩くと三十分ぐらいかかるんじゃない？」


「いいよ、散歩がてら歩いていこうよ」


　十二月は目の前だが日差しは暖かく、今年も暖冬だ。二人は落ち葉の舞う通りをぶらぶらと歩いた。花屋の前を通りかかり、江森は「お花も買っていこうよ」と提案する。


「う、花か……」


　女の子に花を買ったこともない柴田にはまたしても何を選べばいいか判らない。


「お前に任せる」


　江森はクスクス笑いながら店の前で止まった。最近街角でよく見かける一坪花屋だ。毛糸の帽子を被ったひょろりとした青年が忙しく働いている。


「赤ちゃんがいるから花粉が飛んだり、香りがきつかったりするのは駄目。あと、お母さんは忙しいから手入れをまめにしなくちゃいけないようなのもＮＧなんだよ。お姉ちゃんがそう言ってたんだ」


「そっかー」


　切り花の入ったバケツの向こう側にはシクラメンの鉢が並んでいる。


「そろそろシクラメンの季節だよね。ほんとは春の花なんだけど、やっぱ、十二月はポインセチアかシクラメンだなあ」


「ふーん、そうなのか」


　柴田はちらりと江森を睨む。


「ま、お前に任せれば大丈夫だな、女の扱いに関しては」


　慌てて江森は箱を持っていないほうの手をぶんぶんと振り、否定の仕草をする


「うわ、そんなことないってば！　お姉ちゃんに訊いたんですって！」


「へえ、そうなのか」


　納得する柴田に江森は『そうか』と思い付く。


（これからはなんでもお姉ちゃんに訊いたって言えばいいんだ）


　会話を聞いていた青年が遠慮がちに口を挟む。


「どちらも水やりは控えめでいいですし、とくにミニシクラメンは改良種で寒さにも強く、お奨めですよ」


　江森はシクラメンの鉢に近づいた。


「そうだね、色も選べるしね」


　結局お祝いの靴に合わせて赤いシクラメンを江森は選んだ。


　鉢のほうは柴田が持ち、再び相沢のマンションを目指す。相沢の住んでいるマンションは大通りから入った閑静な住宅街にあり、低層の三階建てだ。マンションというよりはタウンハウスに近い。感慨深げに柴田は建物を見上げた。よく一緒に勉強するために相沢のマンションを訪れていた柴田だが、ここに来るのはほんとうに久しぶりだ。


　相沢と薫が付き合っているのを知った日以来、ご無沙汰なのだ。二人の邪魔をしてはいけないと言う気持ちもあったが、部屋に足を踏み入れる勇気がなかったためだ。


（あの夜、俺は実験レポートのことで……）


　夜遅く、電話でアポイントも取らずにチャイムを鳴らした。今まではそれが二人の間では普通のことだったからだ。しかし出てきた相沢はなぜかひどく気まずそうで……ふと見ると、上がり口にハイヒールがきちんと揃えて脱いであるのに気づき、慌てて相沢の手にレポートを押しつけて飛び出したっけ……。


「いらっしゃい、よく来たね」


　扉を開けた相沢は笑みを浮かべ、二人を迎え入れる。はっと柴田は思い出から現実に帰った。相沢が手を忙しそうに動かし、ネクタイを締めていることに気づく。


「え、ネクタイなんかいいよ、俺らだけだし」


「違うんだ、とりあえずリビングへどうぞ」


　リビングに入ると雰囲気が全く変わったことに驚く。


「うわ、やっぱ新婚さんだなあ」


　以前はまじめな相沢の性格を表しているかのように、家具も最小限でこざっぱりしていた。本は多かったがリビングの壁面に棚が作られて、そこに並べられていた。


　いまや本は別の部屋に収納され、リビングには観葉植物や花が飾られている。本棚のあったところは壁面収納で、オーディオと一体化している。カーテンは花柄に変わっていた。


「実は病院から呼び出されちゃってね、今、薫が……」


　相沢はベッドルームとおぼしき部屋へ入っていく。入れ替わりにゆったりとしたベージュのワンピースを着た薫が現れた。


「赤ちゃんに挨拶をしてあげてね」


　にっこりと笑って二人をリビングの一画に置かれた揺りかごへと案内した。そして手を差し入れ、赤子を毛布ごと抱き上げる。


「うわー！　かっわいいー！」


　江森の感嘆の声に薫は思わず笑みを零す。


　抱え直すと、赤子はぎゅっと握っていた小さな手をいったん広げる。短くて細い指もピンクの爪も大人の何分の一、という大きさなのに一人前で、江森は感心した。


「ちっちゃな手ですねー！　もみじのようなって、ホントだー！」


　屈託のない感想に柴田もうなずく。


「薫ちゃん、お祝い、持ってきたよ」


「まあ、ありがとう」と薫はいったん赤子を揺りかごに戻し、シクラメンの鉢を受け取った。


「こっちは赤ちゃんのなんだ」


　リボンと包装紙を取り去ると、薫は「うわあ、可愛い」と歓声を上げる。


　赤い靴は造花の薔薇とともにプラスティックのケースに収められている。インテリアにもなるという気の利いた仕様だ。


「ありがとう、江森さん、居間の飾りにもなるし、素敵だわ！　シクラメンの隣に置くわね」


　喜ぶ薫に柴田もほっと息を吐く。


「ありがとな、五月」と江森に耳打ちをした。


「俺だけじゃ、ぜってー薫ちゃんの喜ぶよーなもん、選べねーよ」


　薫は二人をソファへと案内する。


「お茶を淹れるから待っていてね」


「いいよ、薫ちゃん、俺らすぐ帰るから……」


　慌てて言いかけた柴田の前に、コートに腕を通しながら相沢が現れた。眼鏡越しに優しげな眼差しをさっと揺りかごへと投げかける。振り返ると柴田へすまなそうな表情を見せた。


「ごめん、柴田！　いいからゆっくりしてってくれ。せっかく来てもらったんだし」


「いいんだ、医者はしょーがないよ」


　ばたばたとマンションの玄関へ向かう相沢とあとに着いていく薫を見送って、江森と柴田は顔を見合わせた。


「どうしようか、浩司さん……」


　薫と赤ちゃんだけのところに男二人で長居をするのはどうかと江森は柴田の顔をうかがう。と、揺りかごから赤子のぐずり声が上がった。


「うわっ」


　慌てる柴田を後目に江森はさっと近づき、すぐ傍に置いてあったガラガラをとりあげる。


「よーし、いい子、いい子」


　低い声で囁きながらガラガラを振って見せた。赤子はしばらくぐずっていたがやがてまたすやすやと眠り始める。


「すごいなー、五月！　お前、赤ちゃんＯＫなんだー！」


「僕、上の姉んとこの子守を学生時代、やってましたからねー」


「江森さんて、子供好きですよね」


　二人が振り向くと、薫がティーセットを掲げてリビングに入ってきたところだった。


「和彦さんもああ言っていたから、せめてお菓子だけでも食べていってね」


　せっかくだから、と二人はソファに戻ることにした。


　薫は二人のために紅茶のシフォンケーキを焼いていた。


「ええっ、薫ちゃん、ケーキなんて焼けるのか！」


　驚く柴田に「いやあねえ」と薫は口を尖らせた。


「実は最近、時間が余ってるからやってみただけなの」


「なーんだ」


　薫は紅茶を入れながらくすくすと笑う。


「赤ちゃんをあやすのが上手なんて、江森さんはいいお父さんになりそうね」


「そうですか？」


　ちょっと照れ気味の江森を薫は優しく見つめた。


「男親って、娘のこととなるともう夢中になっちゃうみたい。和彦さんも生まれたばかりだというのに、もう結婚相手のことを心配してるのよ？　いきなり男を連れてきて結婚する、なんて言ったら、相手の男を殴り倒してやる、なんて」


　ええっ、と柴田はお茶を噴きそうになってしまった。


「相沢が……なんか信じられねー……」


　それにね、と薫は楽しそうに続ける。


「結婚するなら柴田クンみたいな男じゃないとだめって言うのよ？」


　え？　と柴田は首を捻る。


（相沢は俺がホモってこと、知ってるのに……なんで俺なんだよ？）


　怪訝な顔になった柴田の隣から江森が「なんで柴田先生なんですか？」と代わりに尋ねる。


「真面目で誠実だからだって。男は誠実が一番なんですって。あたしもそう思うわ」


「相沢が……」


　熱いものが込み上げてきて柴田は急いで下を向く。持っていた紅茶のカップに口を付けてごまかした。


　微笑みながらも薫はうーんと首を傾げる。


「あ、でも料理が得意な男の人もいいかしら？」


　柴田はカップを置くと、勢いよく「だよな」と答える。


「やっぱ、女医さんは家庭も仕事もって大変だもんな」と賛同した。


「だったら坂口みたいな奴がいいかもな？」


　隣の江森が今度はうっとなって紅茶を噴きそうになった。


「え、柴田クン、誰、それ？」


「俺のネーベンだった奴でさ、すげー料理が上手いんだ。ボーイスカウトに入ってたって言ってた」


　得々と説明する柴田を江森は複雑な表情で見た。


（そっか……坂口先生は料理が上手なんだ……きっと家庭的なんだろうな……浩司さんは家庭って言葉に弱いからな…）


　そのうちしおれている江森に薫が気づく。急いでフォローに廻った。


「でも江森さんみたいな人がいいかな？　明るくて頼りがいがあるし」


「ですよねー」


　えへへ、と頭を掻く江森に薫も吹き出してしまう。


「江森さんて、ほんとに優しくていい人ね……」


　得意になる江森だったが、「だめだ、こいつは」という柴田のきつい声に驚いて隣を見た。


「え、なんで柴田先生、僕じゃだめなんですか？」


　むっとする江森に柴田は「とにかくだめだったらだめ！　浩子にはお前はだめ」と頑として譲らない。


「浩子」と呼ぶ柴田に薫は笑みを零す。


（柴田クン……）


　それでも『男親って同じなのね』との感想を強く持った。


「まあまあ、二人とも。浩子はまだ０歳なのよ？」


　だな、と柴田は頭を掻く。


　江森も一緒に照れ笑いをした。






「浩子が結婚するとか言ったら、やっぱショックだろーなー」


　我が娘の結婚という話題は相当こたえたようで、その夜ベッドの中で、もう一度柴田は口にした。


「けど、相沢みたいな奴だったらいいかもな。うん、相沢みたいな奴でなきゃ、ぜってー許さない！　医者じゃなくてもいいけどさ、あっ、医者だったらなかなか帰って来れなくて浩子が寂しがるだろうから、だめかな」


「浩司さんたら……気が早いんだから」


　呆れて江森は応じたが、ふと気になって尋ねてみる。


「ねえ、橋爪センセも言ってたけどさあ、僕じゃだめなの？」


　枕に頭を載せたまま柴田はきっと江森を睨む。


「お前はだめ！」


　相沢邸での会話が思い出され、江森はずきりと胸に痛みを感じた。


（坂口センセのことは褒めてたくせに……）


　昨日のことまでもが思い出され、むっとして上体を起こす。柴田の上に追い被さって、口を尖らせた。


「なんで坂口センセはいいのさ！　どーして僕はだめなの？」


「坂口？」


「言ったじゃないか、坂口センセだったらいいって」


「はあ？」


　首を捻ったあげく「ああ！」と柴田はうなずいた。


「ほらっ」


　ぷっと頬を膨らませる江森に「ちげーよ」と否定する。


「別に浩子に坂口なんて言ってねー。料理が上手いって言っただけだ」


「じゃあ、僕はどうしてだめなの？」


　重ねて尋ねる江森に柴田はふと頬を赤らめる。


「その……もちろん浩子とお前が結婚するわけねーけどさ……お前に似てる奴が女と結婚するのも見たくないっていうか……変かな、俺……」


　恥ずかしそうにする柴田に江森は胸が熱くなる。


（こんなに愛してくれてるのに、坂口センセのこと、気にするなんて……）


　一緒に出かけたのは、仕事のことに違いない。


　ほっとすると同時に熱いものが込み上がってくる。


　肩に手を掛け、耳に口を寄せて囁く。


「浩司さん……焼き餅妬きィ」


「るせー！」


　ぷいと横を向く柴田を抱きしめた。


「可愛いこと言ってくれるね、浩司さん」


　うなじに口づけると下腹をまさぐった。


「僕の精液、浩司さんの中に出させて」


「五月……」


　応じかけた柴田だが、はっと江森の胸を押し戻す。


「お前、明日大事な試合じゃないか！　体力温存しといた方がいいぞ」


「大丈夫、あっちは別な体力だもん。それにうんと出した方が身体が軽くなって動きやすいって」


　とんでもない答えに柴田は呆れる。


「もうっ」


　それでもパジャマのズボンを降ろそうと腰を捻る。すると江森の掌で自ら扱かれる動きになってしまい、


「うわー、浩司さん積極的！」


「バカッ、違う……」


　それでも先端を擦られて身体を弓なりに反らせる。


「浩司さん、もうサキッポ、濡れてるよ」


「バカッ……そういうこと、言うな」


「だってホントだもん、自分で触ってごらんよ」


　江森は笑いながら柴田の手を下へと無理やり持っていく。


　濡れて熱い自分のモノを握らされ、柴田は顔を真っ赤に染める。


「ほら、ここが好きでしょ？」


「バカッ、だめだって……」


　言葉とは裏腹に柴田は手を動かし始める。江森の手も一緒に動き、全体を暖かいものにくるまれて愉悦の溜め息が漏れる。


「ああ……」


「浩司さん、気持ちいい？」


　散々吐き出したあと、江森は柴田を胸に抱き、坂口のことを考えていた。


（料理上手、かあ……）


　柴田の頭の中にある坂口のカテゴリーは「料理上手」ということが解った。


　一般的に言うと男にとって料理上手の奥さんはすなわち「幸せな家庭」だ。


「お母さんもよく言ってたな……男は胃袋で釣るんだって」


　江森の母は専業主婦で、料理上手だった。父が過労死で早くに亡くなったため、保険の外交員として外に働きに出たが、それでも美味しい家庭料理を子供に食べさせていた。


　そのため娘たちは料理を覚えず、上の姉の葵は結婚したあと、慌てて家事を母親に習ったものだ。もっとも、葵も働いて江森が大学を出るまで家計を支えていたのだから仕方がないのだが。


　胸の中で爆睡している柴田を愛おしそうに見下ろす。


「浩司さんは幸せな家庭に憧れてるんだな、きっと……」


　それは江森が一番与えたいと思っているものだ。


　考えてみれば、と江森は思い付く。


（僕だってサカナを三枚に下ろすぐらいはできるんだ！）


　釣り好きの江森にとってそれぐらいは、朝飯前だ。


　それから一歩進んで料理を作ることもやろうと思えばできるのでは……。


「そうだ、料理ぐらい、作ってやる！　葵姉ちゃんだって結構ガサツだけど、今は料理上手だものな」


　柴田を抱きながら江森は心を決める。


（でもどうしたらいいんだ……初心者用の本を買ってくるとか？　ＤＶＤとか？）


　忙しいＭＲの身分で、花嫁修業の女性と同じに料理教室に通うわけにはいかない。


（待てよ……）


　とあるアイディアが閃いて、江森は拳を握った。


（そうだよ！　いい人材がいるじゃないか！）











４




　内視鏡学会は汐留に新装開店した高級ホテルの宴会場で行われていた。外資系のホテルチェーンで、48階建てビルの28階から上を占めていて、窓からは遙かレインボウブリッジも視界に入る。


　柴田が興味の引かれる議題を追って会場を渡り歩いていると、ふいに肩を叩く者がいる。


「坂口！」


「柴田先生、偶然ですね」


　もちろん坂口のほうは偶然ではない。情報を入手し、ちゃんと計画を立ててのことだ。


「先生、あっちに企業ブースがあって、バーチャルのトレーニングマシンが体験出来ますよ。見に行きませんか？」


　元々コンピュータ好きの柴田である。手もなく載せられて坂口に着いていく。


　宴会場にいくつかの企業が最新器機を展示している。その中にＶＲによる内視鏡シミュレーショントレーニングマシンがあった。大学や研修医を受け入れている病院向けである。人体模型にファイバースコープを挿入し、角度を変えるとそのままモニターにインタラクティブな映像が映るのだ。


「よく出来てるな」


　デモンストレーションを見て柴田は感心する。


　学術研究員が先端にＥＲＣＰ（内視鏡的逆行性膵胆管造影）用の鉗子を取付けると、モニター画像は十二指腸壁に変わる。


「そっか、ＶＡＲＴＥＲ氏乳頭に入れる練習ができるんだ！　ＥＲＣＰは難しいから、これで訓練するのはいいな！」


　真面目な柴田は夢中になってモニターを食い入るように見つめる。坂口はやったと心の中で快哉した。


　マシンをしばらく手に取らせてもらって、そのうち昼近くなると、坂口は柴田が時折腕時計に目をやることに気づく。


　計画の第２段階だ。さりげなく坂口は「そう言えば、江森さんは今日、試合があるんですってね」と切り出す。


「なんで知ってるんだ？」


　怪訝な顔の柴田に坂口はしらっとして「テニス部の先輩からです」と答える。


「すごいですよね、三回戦なんて。なかなか市民大会でもそこまで行くのは大変だそうですね」


「うん、そうなんだよ！」


　江森が褒められるのは嬉しくて、柴田はにっこりする。再びうまうまと坂口の作戦に乗ってしまう。


「でも残念ですね、応援出来なくて」


「ん、そうなんだ」


　坂口はさりげなく自分のパテック・フィリップを見た。


「先生、僕、車で来てますから、ちょっと抜け出して応援に行きませんか？　確か、狛江の市民公園でしょう？」


　でも、と口ごもる柴田にたたみかける。


「で、すぐ帰ってきて演題をまた聴けばいいじゃないですか。だいたい抄録はＣＤ—ＲＯＭに載ってるし」


「そうだな……」


　帰ってくるならいいかも、と柴田は思った。


「でも、お前はいいのか？　何か聴きたいの、あるんじゃないのか？」


「いいんですよ、ちょっとぐらい」


　じゃあ、と柴田はうなずく。


「ありがとう。江森の応援をしてくれて」


　ひどく嬉しそうに礼を言う柴田に坂口の心はちょっぴり痛む。


（ああ、なんてトロいんだ……柴田先生って）


　思いながらも坂口は順調に事が運んだことに笑みを浮かべる。


　そう、別に坂口は江森の応援に行きたいわけではない。


（江森の奴はアッシーなんだ）


　販売代理店で掴んだ衝撃の事実。


　だったら自分でもその役目が十分果たせる、ということを柴田に知らしめよう。


　それが目的であった。






　審判の笛が市民公園のテニスコートに鳴り響く。


　江森はサンバイザーを取るとネットへと歩み寄る。


「ありがとうございました！」


　お辞儀をして対戦相手と固い握手を交わす。


　藤谷も零れんばかりの笑み及びシャラポワなみの美脚と豊満な胸を惜しげもなく相手に見せた。


　混合ダブルス藤谷＆江森ペアは驚異的な追い上げを見せたが、あと一歩というところで敗退した。それでも相手は若い頃国体にも出たという四十代のペアで、肩で息をしている。


「いやあ、もうちょっとのところで若さに負けるところだったよ」


「いいえー」


　全力を尽くして満足している二人のもとへどっと会社の同僚が駆け寄る。もちろん江森の飲み友達も応援に来ていて、こちらは終ってからの飲み会が目当てだ。


「惜しかったな！　江森！」


　すでに缶ビールを開けている加藤が江森の背中を叩く。


「今日は奢ってやるぞ！」


　藤谷も大きな眼をきらきらと輝かせて江森を見上げる。


「それよりなんでもお願いを聞いてあげるわよ、エモちゃん」


「おおっ！」


　意味深な発言に回りがどよめく。


「やだなー、もー！」


　照れながらも江森はあることを考えていた。


　幸いなことに今日はおみその渡辺は来ていない。渡辺公平、ただいま江森の元で新人同行中なのだが、別の場所で座学の短期研修を受けている。


（公平がいると、なになに、ってすぐ首を突っ込むんだもんな……）


　どころかなぜか柴田に懐いている渡辺だ。なにかとご注進に及ぶので、渡辺がいないところでないと、秘密裏にことは運べそうになかった。


　タオルやらスポーツドリンクやらを入れたバスケットを抱えると、ギャラリーとともにテニスコートをあとにする。すぐ前を行く藤谷に話しかけた。


「藤谷さん、実は教えて欲しいことがあるんです」


　身体を屈め、耳元で囁く。


　藤谷は大きな眼をまん丸にすると「えー」という形に口を開ける。


　だがすぐに江森の肩に手を掛けた。


「なーんだ、そんなことなの！　あたしに任せなさい！」


　豊満な胸を江森に擦り寄せ、腕を組む。


「じゃあ、明日の朝から特訓よ、いいわね！」


　少し高いところの観覧席に座っていた柴田は、江森たちがコートを去っていくのをじっと目で追っていた。


「残念でしたね、江森さん」


　隣の坂口が話しかける言葉は耳に入っていない。


（あの女、ほんとに綺麗だよな……）


　初めて試合を応援に行ったときから、あの藤谷という女性は常に江森のパートナーだった。


　聞くところによると、大学時代からのつきあいらしい。もちろん「おつきあい」したことはないものの、大学のテニス部では一緒に合宿にも行っているはずだ。


　江森が藤谷の耳元に何か囁き、そしてその言葉に反応して藤谷がにっこり笑ったのも気になっている。


　もう人妻で、娘が二人もいるとは聞いているが……。


（新しい営業所長も人妻で、バツイチで、めちゃくちゃ綺麗な人だったっけ……）


　そう、奥脇百合枝という江森の上司は、大変な美人だ。


（芝元が言ってたっけ……）


　同期で放射線科医の芝元一郎、学生時代からの遊び人だ。その芝元は「遊ぶなら人妻だ」と得意げに宣言していた……。


「結婚を迫られることもないし、あっちのテクもバッチリだしな」と……。


　じわっと江森の後ろ姿を見ている柴田に坂口が声をかける。


「先生、いいんですか、行かなくて」


「あ、ああ」


　我に返って柴田は坂口を振り返った。


「いいんだ、会社の人たちとなんかあるんだろーし。帰ろーぜ」


　口調は明るかったが切れ長の眼には寂しさが滲んでいて、坂口はぐっと胸が詰まってしまう。


「先生……」


（僕だったらあなたに絶対寂しい思いはさせないのに！）


　柴田の肩に手を掛けて引き寄せる。


「柴田先生、午後のセッションを聴きに行きましょう」


「そうだな」と柴田は仕事モードに頭を切り換える。


（俺ってどうしてこうだめなんだよ……五月はテニスの試合に出ただけなんだ……別に浮気の現場を見つけたわけでもなんでもないのにさ）


　そう、夜、マンションに帰ったら「残念だったな、今日は。でもかっこよかったぞ」と言ってやろう！


　すっかり気分が良くなって、柴田は坂口とともにテニスコートをあとにする。


　だが柴田の予想を遙かに超える事態がその後、展開するのだった。






　その晩、学会が終ってマンションに帰ると、玄関には江森のナイキがあった。


（帰ってんだ……打ち上げで遅くなるかと思ってたけど……）


　あの綺麗な人妻は酒豪で、テニスのコンパというと、必ず江森の帰りは遅かった。嬉しくなってリビングへ急ぐ。


「ただいま、あのな、今日、俺さー……」


　リモコンでボリュームを下げると江森が振り向いた。そして柴田が驚愕する言葉が飛び出したのだった。


「浩司さん、僕たち、四回戦に進出が決まったから、明日からまた朝練なんだ」


「は？」


「だからさあ、勝ったんだよ。まだまだ練習しなくちゃいけなくて大変なんだけどね」


　江森の大きな眼に見つめられ、柴田は言うべき言葉を見失っていた。


（え……それって）


　負けちゃって残念だったな、でも応援してたんだぞ、とか。でもかっこよかった、とか。今度はがんばれよ、とか。言う言葉はたくさんあったのに。


「か、勝ったのか？」


　怪訝な声で訪ねると、江森はぷっと頬をふくらませる。


「なんだよ、負けて欲しかったのー？　やだなー、浩司さんたら」


「ん、んなこと、ねえよ、よ、よかったな」


　答えながらも柴田は内心首を傾げた。


（あれって、負けじゃない、なんてこと、あるのかな……）


　テニスの試合観戦は何度かしていたが、おおむね江森しか見ていない。審判の発する言葉は普通の人が医学用語を聞くときのようにちんぷんかんぷんだ。


（だいたいなんでいきなり十五点、入んだよ……）


　ゲームとセットがあるらしいが、ゲームとは試合のことではないのか。


　まだサッカーのほうがわかりやすい。相手のゴールにたくさんタマを入れたほうが勝ちだし。


（しかも一点ずつしか入んないし……バスケットだと一点と二点と三点って、誰が決めたんだよー）


　もしかしたらテニスには自分の知らない特別ルールがあるのかも知れない。


（そういえば、サッカーだって……）


　勝ち負けだけではない特別な方法で順位が決まるんだっけ……。


　スポーツ新聞は読まない柴田だが、ワールドカップが近づくと、医局でもにわかサッカーファンが増えるので、会話から察せられる。


　ベッドルームで着替えながら、柴田は考え続ける。


（そうだよ、五月になんであれで勝ちになるんだ、って聞けばいいじゃないか）


　でもそうしたら、「どうやって来たの」と訊かれるだろうから、坂口と見に行ったと言わねばならない。


「なんで声を掛けてくれなかったの？」とかも言いそうだし。


　坂口つながりで車のプレゼントのことがばれては困る……。


（こないだも、なんで坂口が浩子のお嫁さんにいいんだ、なんて訊かれちゃったし）


　そのことは説明したが、今度は突っ込まれたくない。


（誰か、ルールをよく知ってる奴に聞けばいいんだ）


　坂口つながりでいいことを思いついた。


（そうだよ、あいつだってテニスボーイじゃないか）






　やや殺風景な薄いグリーンの床や壁は、手術着が緑色であるのと同じ理由からだ。手術中は赤い血液の残像が網膜に焼き付くので、その補色が塗られているというわけだ。壁には１００％酸素や麻酔ガス、空気などを通す配管は壁に埋め込まれているが、そこから色の付いたホースが床のそここにとぐろを巻いている。それをまたぐと、坂口は麻酔機の傍へと歩いていった。持っていたステンレスの盆をカートに置く。


　ステンレス盆には挿管チューブ、マスク、喉頭鏡、筋弛緩薬などの薬剤を詰めたシリンジが並んでいる。


「これでよし、と」


　術前の用意を調え、坂口利之はほっと肩の力を抜く。


　坂口は第８オペルームで行われる整形外科のオペの麻酔を任されている。もちろん研修医であるから、麻酔科医の指導の元で行うのであるが、それでも緊張する。


「おう、よしよし、ちゃんとできたな」　


　指導医の布施がオペルームにやって来て、薬剤などの確認をする。


　麻酔の導入は８時半からだ。壁の時計は８時で、坂口は「ちょっと失礼します」と許可を取り、ロッカーを目指した。


　木曜日、第２外科の定例手術の日で、朝一番の症例の執刀医に柴田の名があることは確認している。


（柴田先生は手術器具も自分で確認するからな……絶対30分前には入室するはずだ）


　案の定、ロッカールームにはすでに柴田が術着に着替えている最中だった。


「柴田先生、町塚さんから連絡がありましたよ。ＥＴＣの取付けも完了したそうです。納車は日曜日になるって言ってましたよ、よかったですね！」


「ん……」


　坂口は町塚と柴田の連絡係をやらされる羽目になっていた。それはもちろん、柴田が江森に内緒で事を運ぼうとしているため、マンションへの連絡を禁じたからである。柴田が携帯電話も持っていないので、町塚は坂口に連絡して柴田への伝言を頼んでいた。はっきり言って坂口はいつの間にか「つくしんぼ」になっているのだが、これも柴田のフェロモンのなせるわざなのであった。


　坂口は柴田に会えた嬉しさからさらに付け足す。


「すぐ高速が利用出来るよう、僕のカードをしばらく貸しましょうか？　僕、兄貴のカードも預かってるから」


　自覚のないまま、どころか喜々として自ら「つくしんぼ」を買って出る、というところが柴田フェロモンの魔力とも言える。


「ん……」


　柴田は下を向いたままＹシャツのボタンを外す。いつものように下着を着ていないので、小麦色の滑らかな肌が現れ、坂口はどぎまぎした。


　それでも目を逸らせず、視線を貼付けていると、ふいに柴田が顔を上げた。


（うわっ）


　慌てて顔を横へ向けようとした瞬間、柴田の表情がどんよりと暗いことに気づく。


「え？　どこか具合でも悪いんですか？」


「……ちがう」


　観察力と頭脳に優れている坂口である。すでに柴田の反応は熟知していた。


（ということは……）


「なにか悪いことでもあったんですか？」


「うう……」


　見抜かれて柴田はうろたえる。それでも仕事は最優先で、「その……あとで話せないか」と小さな声で言う。


「ちょっと……訊きたいことがあるんだ。いいかな？」


　柴田に頼られるなんて、と、坂口は有頂天になった。


「なんでも訊いてください！　夕方医局にお邪魔しますよ！」


　どんどん「つくしんぼ」にハマっていく坂口であった。






「その……テニスの試合って、どーなってるんだ？」


「はあー？」


　質問の内容に坂口は絶句した。ほとんど空になったイノシシの赤葡萄酒煮込み（ド　ー　ブ　・　ド　・　マ　ル　カッ　サ　ン）のキャセロールから目を上げた。


　夕方、医局に柴田を訪ねたが、肝心の柴田は仕事が忙しいのかなかなか病棟から戻ってこない。


　やっと八時過ぎに坂口の前に姿を現した。


　いつものように昼御飯も抜いていると聞き出し、食事に誘って、それとなく話を振ってみる。


　なかなか話を切り出さない柴田が前菜（ホワイトアスパラガスのパート・フレッシュ仕立てヴィネグレットソースあえ、これはアスパラガスを薄く切ってきしめん状にしてパスタに見立て、それにソースを絡めたもの）が済み、スープ（海の幸のピストー、つまりブイヤベース）を飲み終わり、メインディッシュ（坂口は前にあるイノシシの煮込み、柴田は鹿のロースト。ジビエと称する野生の獣をメインに据えた本格的フレンチ。つまりここは坂口の勝負レストランなのである）が終了する直前に口にしたのがそれだった。


（いったいどんな悩みなのかと思ったら……）


　穴の空くほど、目の前の綺麗な顔を見つめてしまう。


　フレンチレストランで男二人、目を見つめ合っているというのもなんだか意味深な構図だが、そんなことにかまってはいられない。


「どういう意味です？」


「その……俺、ＴＶ見ないし」


「それは解ってますよ」


「だからウィンブルドンとか知らないし」


「それも承知してます」


　なにが知りたいのかまったく見当が付かない。坂口はワインのボトルを掴むと、柴田のグラスに注いでやった。


「柴田先生、僕、別にバカにしたりしないから、言って下さいよ」


　はあー、と柴田は溜め息をつく。


「その……つまり、江森の奴は試合に負けたんだろ？」


「はあーっ？」


　がぶりとワインを一口飲むと、柴田は「あのな」と話し始めた。


「あいつが言うんだ……四回戦に出るって」


　昨夜の江森との会話をかいつまんで話す。


「その、負けたら四回戦ってこと、ないんだろ？　だから勝ったわけか？　それとも、敗者復活戦に廻ったとか？　でなけりゃ、特別ルールがあるとか？」


　柴田はじっと坂口を見上げた。


「テニスのこと、良く知ってるのって、お前ぐらいかいないし……」


　うう、と坂口は唸った。


（僕のことを頼ってくれたんじゃなくて……単にテニス繋がりだったのか！）


　それでもとにかく、訊いてくれたことは嬉しい。


　つくしんぼと化している坂口ならではの反応であった。


　それにしても、と首を捻る。


（まあ、勝った相手が怪我をして棄権し、繰り上がるというのはあるかも……それだったら四回戦の相手が不戦勝ってことだけど、市民大会レベルではあるかな……）


　でもそれなら恋人の活躍が嬉しいはずだ。なぜ柴田は悩んでいるのだろう、と坂口は疑問に思った。


「でもなんでそれが問題なんです？」


「いや、問題というわけじゃないんだ。それならそうなのかなって。ここんとこすごく朝早くて夜遅いから……」


　なにやら坂口はぴんとくるものがあった。


「ねえ先生」と身を乗り出す。


「江森さんて混合ダブルスでしたよね」


「うん」


「パートナーってこないだのものすごく巨乳の美人ですか？」


　柴田の眼に動揺を認め、また坂口は『ああ、なんてトロいんだ』と思った。


（そういうことだったのか！）


　要するに柴田は嫉妬で疑心暗鬼になっているのだ。


　これは千載一遇のチャンスだ！


　これが芝元なら「絶対浮気してるって、男ってな、そうなんだよ、間違いない！」などと発言し、かえって反発を買ったろうが、さすが坂口はもう少しセンスが良かった。


　脇に置いてあったダンヒルの鞄に手を伸ばす。


「市役所のウェブサイトを見てみましょう。たいてい市民スポーツ大会の結果なんかは載ってますよ」


　モバイルパソを取りだし、ウェブサイトを検索する。


「ここです」


　坂口はクリックして柴田に画面を見せる。


「ほら、やっぱり江森さんのペアは三回戦敗退ですよ」


「え……」


　食い入るように見ている柴田に坂口はさりげなく戦闘の口火を切った。


「おかしいなあ……なんで江森さんは嘘をつくんだろう」


「う、嘘……」


　飲んだワインのせいもあって、柴田は周囲の景色が回転し始めたのを感じた。


　ここぞとばかり、坂口はたたみかける。


「だいたいテニスの朝練なら、今までもやってるんだから、嘘をついてまでやる必要ないでしょうに。あ、ひょっとして朝練自体が嘘とか」


「うう……」


　柴田は頭を抱えそうになった。


　江森が嘘をついたのはショックだったが、それが何のためなのかまるで見当が付かない。


（仕事なら仕事って言うし……）


　一時、同じように朝から晩まで家を空け、仕事の鬼になって働いていたことがあったが、あれは会社の合併も絡んだ忙しい時期だったのだから仕方がなかった。その時だって、仕事だからとちゃんと柴田には理由を告げていた。


（そりゃ、嘘をついたって謝ったことはあったけど）


　その時は内緒でお金を稼ごうとしていたからで……。


　今回の嘘の理由が柴田にはまるで解らない。


「練習じゃないなら、なぜ練習なんて言うんだろう」


　柴田の疑問に坂口は軽く答える。


「それは多分、もし一緒のところを見られてもそう言い訳出来るからじゃありませんか？」


「い、一緒って誰と？」


「もちろんあの美女ですよ」


　あ、と坂口は付け足す。


「だからといって、すぐ江森さんが浮気をしているなんて思っちゃ可哀想ですよ？　何か深いわけがあるのかもしれませんから」


　これは作戦で、いきなり恋人の悪口を吹き込むのはかえって反感を買うからなのだ。坂口の灰色の脳細胞は高速で働き始めた。ほとんど名探偵なみである。


「そ、そうだよな……」


　手もなく騙されて、柴田は自分を戒める。


（だいたい、俺ってネクラで、自信がないから……江森のことを疑うなんて、それってひどいよな）


　うんうんとうなずき、坂口を見た。


「深いわけって？」


　ですから、と坂口はにっこりする。


「それが問題なんじゃないですか」


　坂口は再び身を乗り出す。


「ねえ、先生、江森さんに試合を見に行ったって言いましたか？」


　ううん、と柴田は首を横に振る。


「言おーと思ったんだけど、勝ったって言われて、そーか良かったなって、そのまま言うの忘れちゃって」


　カタコトの言葉に苦笑しながらも、坂口は心の中でやったとガッツポーズをする。


　パソを片付けながら柴田の顔をじっと見た。


「柴田先生、僕にいいアイディアがあります」






　金曜日の夜、柴田はベッドの中でさりげなく「五月、日曜日の試合は？」と切り出した。


「俺、応援に行けそうだけど……」


　柴田のパジャマの前を開けようとしていた江森はぎくりとして手を止める。


「あ、あのね、いいですよぉ。浩司さん、確か、また学会でしょ？　どうせ四回戦なんて、すっごく強い相手だから、ボロ負けしちゃうのわかってるしぃ」


「お前、でも特訓、一週間、してたんだろ？」


　そう言えと坂口から知恵を付けられている。


「そ、そうだけど」


「負けると決まってて、じゃーなぜ、朝練したんだよ？」


　不審顔の柴田に江森は慌てて言葉を繋ぐ。


「あんまりカッコ悪い負け方、したくないからですよぉ」


「ふーん、そんなもんなのかあ？」


　これ以上尋ねられてはかなわない。


　慌てて江森は話題を変えようと試みる。


「それより、僕、六時には帰るけど、浩司さんは何時に終るの？」


「え、えっと……」


　いきなり訊かれて柴田は目を逸らす。


　もちろん学会参加は嘘で、江森がどこへ行くのか突き止めるための坂口の計画だ。


「それって騙すのか？」と初めは抵抗した柴田だったが、「騙すなんて人聞きの悪い。ちょっと探るだけですよ。江森さんのことを信じてないんですか？」と逆に返された。否もおうもなく承知したというわけだった。


　さらにもう一つの計画があった。


（えっと……ボルボが来るのって何時だっけ……）


　ディーラーの町塚が販売店から運転してくることになっている。当然江森のいない時間を見計らって納車してもらう予定だ。


「う、お、俺も多分そのぐらいには帰ると思う」


「ふーん」


　大きな眼に見つめられ、柴田はもぞもぞと身体を捩った。


（ま、まずい……）


　坂口からは江森がボロを出すように質問せよと指令を受けていた。もちろんやんわりとオブラートに包まれた表現ではあったが。


　だがこの調子では先にこちらがボロを出しそうだ。先手を打とうと口を開く。


「え、えと、お前はまたあの先輩の女と一緒に行くのか？　ほかに会社の同僚は応援とか行かないのか？」


　う、と江森は唾を飲み込む。


（まさか加藤さんや佐々木さんと浩司さんが話をするってことないけど……口裏を合わせとけば良かったかな……）


　でももう遅い。


「ええと、あのね、他の人はその日にならないと誰が来るか分かんないんですよぉ」


「そうなのか。渡辺は？」


　げーっと江森は青くなった。渡辺公平はただいま同行中だ。この前の試合の時は別の場所で研修していたが……。


（あいつと浩司さんを会わせたら絶対だめだ！）


　だがこっちはなんとかなるだろう。なぜか渡辺は柴田に心酔している。


　いや、実は抱かれたいと思っているのだが、そこまでは江森も本気で取っていない。


（浩司さんのため、って言えば、絶対口裏、合わせてくれるだろう……）


　こっそりあとでメールを打っておけばいい。


「わ、渡辺君は行かないから。あのね、また研修だから」


「そっか、新人は大変だなあ」


　冷や汗をそっと手で拭いながら、江森のほうが尋ねる。


「こ、浩司さんのほうは？　大月センセなんかも行くの？」


　逆に返され深く考える間もなく「行かない」と答えてしまう。


「じゃあ、誰と？」


「さ……さかぐち」


「ええっ、坂口センセ？」


　江森の眉が吊り上がったのを見て慌てて「こ、こないだ会ったから」と繋げる。


「こないだって？」


「せ、先週」


（まずい……）


　どんどん墓穴を掘っている。このままでは計画のことまで話しかねない。


　急いで横を向いた柴田を江森はじっと見つめる。


（なんか、変だなー）


　そうは思っても江森にもそれ以上突っ込めない事情があった。


（ま、いいや）


　口を開くと変なことを言いそうだ。黙って柴田に覆い被さる。そのまま行為を始めた。


「う……く……ッ」


　手慣れた愛撫に柴田はすぐさま背中を反らせる。


「あ……さつ……き……」


　恋人の名前を呼びかけて慌てて手で口を塞いだ。


（な、なんかまずいことを言いそうだ……）


　そう、ホントはどこで誰と何をしてるんだ、とか。


（浩司さん？）


　江森の怪訝な表情に両手で顔を覆った。指の間からそっとうかがう。視線があった途端にぎゅっと眼を瞑る。


　いつもと違う反応に江森の胸はきゅんと高鳴った。両手で顔を覆い、眼を閉じていると、まるで初夜の床で処女が恥じらっているようだ……。というか、今時ありえないシチュなので、そんな気がするだけだが、とにかく恥ずかしくてたまらない、という風に見える。


（な、なに、それー？　うう、めちゃくちゃ可愛い……）


　もし今、「明日、ホントはどこ、行くんだ？」などと訊かれたら……。


（ぜったい、嘘なんて言えない！）


　ぎゅっと口を結ぶと、大きな掌を柴田の手に重ねる。柴田から質問されたくないための封じ手だ。


「うっ、ぐ……」


　柴田は呻くが、振り払おうとはしない。


（え、なんか、興奮するー）


　なんだかいやがるのを無理矢理やっているようだ。レイププレイが好きというわけではないが、


（ほら、いやよいやよも好きのうち、とかいう川柳、あったかなー。あ、川柳じゃなくてことわざだったかな）


　心の中の言葉では「間違ってるぞ」と柴田の突っ込みもない。そのまま江森は突き上げを開始した。


　聞こえるのはお互いの荒い息とぎしぎしとベッドの軋む音だけだ。沈黙のうちの交合に江森はえらく興奮してきた。


（うっわーっ、なんか見ず知らずの人同士でやってるみたい！）


　そう、いつだったか、朝比奈や花村と一緒に出かけたゲイの溜まり場……。


（あそこってこんな感じなのかな？）


　もちろん柴田以外の男とやるなんてことは考えたこともなかったが、


（今度、あそこで他人同士プレイってやってみてもいいかも……）


「ん……っ」


　漏れそうになる声を必死で柴田は飲み込む。ぎゅっと瞑った目尻からは涙がこぼれる。


（くーっ、たまんないよー）


　喘ぎをこらえている柴田は可愛い……。江森は柴田を抱き起こすと、身体を入れ替えて膝の上に乗せた。大きな片手で柴田の口をふさいだまま、突き上げる。


「んん、くうっ」


　苦しげに漏れる声がまた欲情をかき立てる。しかも声を殺していると、おなかに力が入るのか、いつもより締まりがいいと江森は思った。


「く……くううう……っ」


　柴田の喉が小さく鳴って、びくんと身体が踊る。後ろがきゅうっと締まり、江森は危うく声を出しそうになった。代わりに柴田の頭をぎゅっと自分に引き寄せる。自分もぐっと声をこらえる。すると中でモノがびくびくと踊る。


「んんんーッ」


　声なき悲鳴が上がり、ぐったりと柴田は脱力した。


（え、イッちゃったのかな？）


　時々感じすぎると、柴田は意識をとばしてしまうのだ。


　あわてて江森がモノを引き抜くと、柴田は瞼を閉じたままだがひくりとあそこをケイレンさせる。


（よかった、意識はあるんだ）


　自分も柴田の隣に横たわる。目を閉じたままの柴田にそっと口づけすると、柴田は黙って舌を絡めてくる。言葉はないが、満足しているのがお互いに解った。


（なんか、すっごくよかったー）


　二人は満ち足りて無言のまま眠りに落ちた。











５




「柴田先生、ミラージュが出てきましたよ！」


　ＡＭＧの運転席にいた坂口は柴田の脇腹を小突いた。


　日曜日の昼下がりのこと。


　マンションの駐車場の出口にＡＭＧは隠れるように停まっていた。


　その前を滑るように江森のミラージュが出ていく。


「追跡開始です！」


　ひどく嬉しそうな坂口とは反対に、柴田は不安げな表情を正面に向ける。


（な、なんか……いいのかな……）


　これではまるで浮気をした奥さんを探偵に探らせている夫みたいだ……。


（俺、あいつを信じてるのに……）


　あんな充実したセックスができるのは信じ合っているからなのに……。


（やっぱり、やめたほうが……）


　それでもＡＭＧは走り出し、もはや選択肢はなかった。


　赤いミラージュは府中方向へと走り続ける。


　やがてとあるマンションの前に停まる。ファミリータイプのマンションで、乳母車を押した母親がエントランスのあたりで誰かと話をしていた。やがてエントランスから襟に毛皮の付いたジャケットを着たスラックスの女性が出てきた。ミラージュのほうへと歩いていく。遠目で見ても細い足首に金色のミュールは人目を引く。


「柴田先生、あの女性ですよ！」


　確かにミラージュに乗り込んだのは、江森のパートナーの美女・藤谷瞳だった。


「やっぱりあやしいですよ、先生！」


　鼻息も荒く坂口はいう。


「けど、練習とか試合だったら、あの女を乗せると思うけど……」


　思わず江森の弁護をする柴田だったが「何を言うんですか」と軽くいなされてしまう。


「だいたいテニスのラケットを彼女、持ってませんでしたよ」


　それは確かだった。ずきりと胸が痛んで柴田は俯く。


　ミラージュはすぐ発進し、そのまま国立府中インターから中央高速を新宿方面へと向かう。首都高に入ると、湾岸線へと進路を取った。


　日曜の午後、車線は空いていて、ドライブにはもってこいだ。だが柴田の頭には江森のことしかもちろんない。


　坂口のほうはカノジョとドライブ、という気分だ。しかも恋敵を追い落とすチャンスだ。張り切って尾行を続ける。


　ミラージュは安全運転で６５００ＣＣのＡＭＧの敵ではない。


「それにしても一体どこへ行くんでしょうね……」


　ハンドルを操りながら坂口は首を傾げる。


（浮気でホテルとかいうんだったら、府中インターの周辺に沢山あるしな……）


　いっそ、ホテルへ入っていく現場を柴田に見せられればいいのだが。


（そこで僕が慰めれば……）


　だが坂口の思惑とは外れ、ミラージュは走り続けて東関東自動車道に入った。やがて道路の周囲はビルから郊外の風景に変わる。冬枯れの木立や草地は弱い日差しの元でオレンジ色に輝き、のんびりとした雰囲気だ。トラックや乗用車の間に成田空港へと向かうリムジンバスが目立ち始めた。


　浮気をするのにこんな遠出をする必要があるのだろうか、と坂口は首を捻る。


（なんか、ほかの目的があるのかな？）


　だが日曜日にこっそりと出かける男女の目的など、ほかには思い浮かばない。


「まさか成田空港から海外不倫旅行なんてこともないだろうし……」


「ふ、不倫……」


　柴田は青くなった。江森のことしか考えていなかったが、相手の女性の立場もあるのだ。


（そ、そうか、向こうは人妻……）


　しかも幼い子供がいると江森は言っていた……。


　江森のことは信じてはいる。それでも「不倫」という言葉は幼い日の哀しみに繋がっていて、柴田の胸はきりきりと痛み始めた。


「さ、坂口、もう帰ろう」


　弱々しい声に坂口は驚いて柴田を見る。


「大丈夫ですか、柴田先生！」


　なにも柴田を苦しめたくてやっているのではない。坂口の頭は再びめまぐるしく回転を始める。道路沿いに「成田インターまで２㎞」の標識を認め、坂口は時計を見た。


「先生、そろそろ町塚さんが納車に来る時刻です。追跡はここまでとしましょう」


　とにかく試合があると嘘をついて女と出かけたことは事実である。それを柴田に見せつけたことで坂口はとりあえず満足していた。


「そ、そうだな……」


　柴田も江森がどこへ行くのか突き止める勇気はなかった。


　ＡＭＧは成田インターへと進路を変更する。一方ミラージュはそのまま直進する模様だ。


「本当にどこへ行くんだろう……」


　呟く柴田の表情があまりにも暗いので、逆に坂口は慌てた。


（これじゃまるで僕が苛めたみたいだ）


　急いで「きっと何か事情があるんですよ」と取りなす。


「ね、帰ってきたら訊いてみるといいですよ？　いきなり浮気とか言わないで」


「う、うわき……」


　あっ、と坂口は言葉を繋ぐ。


「そうじゃなくて、もちろん江森さんがそんなことするはずないですから」


　言いながら坂口は首を捻っていた。


（なんで僕が江森の奴のフォローしてるんだ？）


　所詮は人が良い坂口であった。






　五時過ぎに江森は大きな発泡スチロールの箱を抱え、マンションの扉を開けた。


　エントランスで見上げたときには明かりが点いていなかった。


（良かった、まだ帰ってないんだー）


　これで驚かせることができると、小躍りしてリビングに箱を運び込む。すると暗い部屋に柴田がぽつねんと座り込んでいることに気づいた。


「うわーっ、驚いた！　浩司さんどうしたの、電気も点けないで！」


　スイッチをＯＮにするとロウテーブルに箱をおき、柴田の顔を覗き込む。


　独り落ち込みのポーズだが、なんでそうなったか解るはずもない。


「やだなー、浩司さん」と明るい声をだしたそのとき。


「五月……お前……」


　暗い眼がこちらに向けられた。


「どこ、行ってたんだよ」


「ええ？」


「なんで成田の先まで出かけたんだ」


　続いた柴田の言葉に江森は仰天した。


「浩司さん、なんでそれ知ってんの？」


「あと、つけたんだよ」


「だって浩司さん、免許、持ってないじゃない！　どうやって？」


「俺、坂口と一緒に……」


　柴田は説明を始め、その内容に江森はさらに眼を剥いた。


「うっそー！」


　坂口の謀略に腹も立ったが、今はそれどころではない。


「俺は信じてる……けど……不倫は……」


　泣きそうな顔に江森は柴田が自分の子供時代を思い出したのだと悟った。


　柴田の母は夫の浮気に耐えかねて、自分を力づけてくれていた幼馴染みと恋に落ち、家を出た……言うなればダブル不倫だった。


　がばっと床に額を着け「ごめんなさい！」と怒鳴る。


「僕、嘘、ついてました！」


「そーか……やっぱり……」


　泣きそうな柴田の声に慌てて顔を上げると「違うんだ、これを見て！」と箱の蓋を開けた。


「これは……」


　中には氷の塊と主に新鮮な魚が沢山入っている。


「いったい……どこに行ったんだ？」


「潮来（いたこ）です」


「いたこぉ？」


　はーっと溜め息をつくと江森は柴田の隣に胡座を掻いて座り込んだ。


「あのね……僕、今週ずっと朝早く起きてたのは……藤谷さんと会うためでした」


　やっぱり、と眉をひそめる柴田に「あ、でもそれは料理を習ってたんですよ」と急いで続ける。


「料理い？」


　うんと江森はうなずく。


「藤谷さんて、スーパー主婦なんだよぉ」


　経理課で名の通った女王様キャラの藤谷は実は主婦としても有能だった。


「毎朝、５時起きで娘さん二人と旦那さんの分も合わせて四つ、お弁当を作ってるんだ。それだけじゃなく、夕飯の下ごしらえもして……だから僕、朝、藤谷さんのマンションにお邪魔して、料理を教えてもらってたんだ」


「ま、またなんで……」


　眼を丸くする柴田に江森は「だって」と口を尖らせる。


「坂口センセは料理が上手いって言ったじゃないの。僕だってそれぐらいできるようになりたかったんだ」


「坂口が料理が上手いのと、お前ができるようになるのとなんか関係あるのか？」


　江森が嫉妬しているなどと思い付かない柴田である。


　やれやれ、と江森は溜め息をつく。別の説明をすることにした。


「やっぱ、料理って家庭の基本でしょう？　僕、浩司さんに幸せな家庭生活を送って欲しいと思ったから。それで料理ができるようになりたかったんだよ」


「五月……」


　箱の中から江森は黒っぽい魚を取り出す。


「潮来から銚子のほうへ行ったんだ。毎日曜日に観光客相手の大きな市場が立つんだよ。藤谷さんの旦那さんて、よくあっちへゴルフに行くんで、お土産に買ってくるんだって。僕、それで今日、藤谷さんに買い物を付き合ってもらったんだ。藤谷さんて、おさかなの目利きもできるんだよ」


　ちょっとギョロ目の魚を柴田はまじまじと見る。


「なんだ、これ？」


「ムツだよ、今が旬なんだ。卵も持ってて、煮付けにすると最高なんだよ？　今日の夕ご飯はこれだからね？」


　えっ、と柴田は江森を見上げる。


「丸ごと買ってきて大丈夫なのか？」


「僕、三枚に下ろすのは得意なんだ。釣った魚をしょっちゅうやってたから。ヒラメも買ってきたから、明日はフレンチでヒラメのムニエルだよ。出刃包丁も鱗かきも全部揃えたんだから」


「へえ……」


　江森はもう一度「ごめんね」と頭を下げる。


「内緒にしてたのは、あなたを驚かせようと思ってたから」


　その言葉で柴田もぴょんと飛び上がる。


「おッ、俺も、お前を驚かせること、あるんだ！」


「な、何だよー？」


　戸惑う江森の腕を引いて柴田は部屋からあたふたと飛び出す。エレベーターの前へと飛んでいった。


　パネルのＢの字に触れる。


　数十秒後、地下の駐車場に二人は並んで立った。


「こっちだ」


　来客用のスペースに停まった赤いボルボの前に柴田は江森を導く。


「これ」


「え？　なあに？」


　まだぴんと来ない江森に柴田はズボンのポケットからキーを取りだした。


「お前に乗って欲しい」


「はあ？」


「だから、俺、買ったんだ。誕生日プレゼントだからな！」


「えーっ！」


「あのな、北原先生って……」


「は？　誰よ、それ？」


「だからー」


　柴田は一から説明を始める。


　長い長い話の果てに江森はめまいを覚え、額を手で抑えた。


「そーか……あの日、坂口センセと内緒で出かけたのは……」


　そもそもの嫉妬の原因がこの車だったとは……。


　江森は絶句して高価な車を眺めた。はっと気を取り直す。


「浩司さん……だめだよ、そんなの！　こんな高価なもの、貰えるわけないじゃない！」


「だってもう買っちゃったし。それにこれは俺ので、自由に使ってくれって言ってるだけなんだから。俺は免許持ってねーから運転できないし、お前が運転しなくちゃ、返すわけにはいかないんだから無駄になる」


　それでも渋る江森に柴田は一番の理由を告げる。


「俺、お前には頑丈な車に乗ってて欲しいんだ。だって大切な家族だから……」


「家族……」


　柴田のもっとも望んでいる言葉だ……。柴田がどんな気持ちでこの車を買ったかは江森にもよく判った。


「浩司さん……」


　江森は柴田を胸の中に引き寄せる。


「なんか、僕たち、一所懸命ずれたことしてたみたいだねー」


「……そーかもな」


　ふと江森は思い出す。


「なんか、中学の英語の教科書に載ってた話みたいだねー。ほら、すっごく愛し合ってる若い夫婦がさー」


「はあ？」


「旦那さんが奥さんの櫛かなんか買って、でも奥さんが髪の毛、切っちゃうの」


　あまりにもアバウトな説明だったが、幸い柴田には見当が付いた。


「あー、Ｏ・ヘンリーだな」


　ちょっと違うという気もしたが、


（ま、いっか……愛し合ってるのはおんなじだもんな）






　部屋に戻ると江森はエプロンをつけ、いそいそとキッチンで働き始める。


「浩司さんはソファにいてよ」


　それでもトントンとまな板を包丁の叩く音、コトコトと鍋の煮える音、そしてたまらない香ばしい匂いに誘われて柴田はキッチンに顔を出す。


「な、なんか手伝うことは？」


「ないよー、あっちで座っててよ」


　でも、と柴田はそのまま江森の背を見続ける。台所に立っていた母を思いだし、なんだか胸が熱くなってきた。


「ここで見てていいか？」


　江森は振り返ってにっこりする。


「いいよ、あ、味見、するー？」


　小皿によそられた汁を柴田は一口啜る。


「すげー美味い！」


「だって昆布と鰹と煮干しで出汁を取ったんだものー。煮干しはねえ、実は昨日の夜から仕込んどいたの。忙しい働くお母さんのマル秘テクでね、お水に入れて冷蔵庫で一日寝かせれば煮出さずに出汁が取れるんだよ」


　夕食のおかずはムツの煮付けにヒラメの刺身、それにワカメの味噌汁という家庭の味だった。ワカメも市場で買ってきたもので、生ワカメはこの時期貴重だと藤谷が薦めたのだ。


「いっぱいあって使い切れないから、藤谷さんと分けたんだ。やっぱ、生ワカメは美味しいよね」


　江森は得々として言う。


「ワカメのしゃぶしゃぶってのもあるんだって。味噌汁が飽きたらそうしろって、藤谷さんが言ってたよ。それでも余ったら、マンションのベランダで洗濯ばさみにつるして干しワカメにするんだって。ちょっとここでは無理だけどね」


「さすが、スーパー主婦だな」


　味噌汁を一口飲むと、柴田は「美味い」と感心する。


「藤谷さん直伝ですからね」


　柴田はいったん箸を置くと、向かい側に座っている江森を見た。


「五月……なんか、すっげー嬉しい」


「え、そう？　だったら頑張って特訓した甲斐があったよ」


　江森も笑みを返す。だが続いた柴田の言葉に胸がきゅんとなった。


「一家団欒ってさ、俺、やってみたかったんだ。けど、一人じゃできないもんな」


「浩司さん……これからいっつも一家団欒だよ。ウィークデイは夕飯作るの、ちょっと大変だけど、土日ならＯＫだからね」


　あ、でも、と明るく笑ってみせる。


「浩司さん、もう少し仕事中毒を直して欲しいなあ。患者さんが具合悪くなったのならしょうがないけど、なるべくがんばって早く帰ってきてね。僕、新妻みたいに、冷めたご飯の前でずっと待ってるの、いやだもん」


「……そうだな」






　ベッドに入ると、江森は柴田を組み敷きながらずっと考えていたことを口に出した。


「ねえ、浩司さん、今度あのファイトクラブにまた行かない？」


「え、ええー？」


　ゲイが一夜の相手を見つけるといういささかとんでもない場所だ。とある理由から二人は二丁目のそのクラブへ行ったことがあった。


「ど、どういう意味だよッ、あんなとこがいいのか？」


　腰を引いて柴田は江森を睨む。


「違うよ、あそこでさあ、初めて遇ったふりをしてさー。『君、素敵だね、僕と二階に行かない？』とか言ってさあ」


「お前……いきなりなんでそんなこと言うんだよ！」


「だって、昨日さー、なにも喋らないでやったの、結構興奮しちゃった！　知らない同士みたいじゃない？」


　呆れて柴田は首を振った。


「なんか、前もそんなこと、言ってなかったか？　宅配ピザ屋とか……」


「そーゆープレイって結構燃えない？」


「あほか！　俺は嫌だよ！」


　柴田は冷たい眼で睨む。


「俺はさあ、ホモってとこ以外は普通なの！　そんな変なプレイ、したかねーよ」


「ええっ、普通の男は結構好きだよ？」


「ありえねーな、ぜってー相沢は薫ちゃんとしないと思う！」


　ちぇー、と落胆しつつも江森は柴田の肌に愛撫を施していく。


「あ……っ、あっ、はあっ」


「やっぱ、浩司さんの喘ぎを聴くと燃えちゃうなー、いい声！」


「バ、バカッ」


「もっとあんあん言ってよー」


　江森は笑いながら柴田の乳首を摘む。


「ああ……ん、だめ、あ……んんっ」


「いい声、もっとっ」


　やがて到達した二人は抱き合ってベッドに沈んだ。


　爆睡する柴田の背中を撫でながら、江森はふと思い付いてにんまりした。


（そっか、今度、サルグツワとかしてみたらいいかな……で、途中で取ったりしたら二重に美味しいかも……）






　その翌日。


　坂口は足取りも軽く２外の医局を訪ねた。


　カルテ整理をしている柴田を見つけ、傍に寄る。


「柴田先生、いかがでした？」


「あ、坂口！」


　柴田は明るい表情で振り返った。


「ありがとうな、色々と」


「それより江森さんのことはどうなったんです？」


　それが聞きたいのだ。


　柴田はにっこりと笑みを浮かべる。


「あのな、江森は料理を習ってたんだって。それもお前を見習ってだって」


「は？」


「だからさ、江森はお前を尊敬してるらしいぞ？　お前が料理が上手いって聞いて、お前みたいになりたかったんだと。朝早く、あの藤谷って女の家で習ってたんだ」


「そ、それは……」


　柴田は坂口の表情の変化に気づかず、得々と続ける。


「お前の言った通りだった。江森が変なことするわけないって。俺って自信なくって……もっとちゃんとしなくっちゃって思ったよ」


「そ、そんな……」


「俺って駄目だから、江森みたいにちゃんとしたのがいいんだろうな」


（僕は……何をしたんだろう……）


　江森の奴を追い出そうと努力したことは意味が無いどころか裏目に出たのだ。


　だが「お前も今度、江森の料理を食べに来るか？」との柴田の言葉にはっと気を取り直す。


（そういうことか……）


　江森は坂口に対抗心を燃やしているのだ。それはつまり、


（僕がかなり柴田先生の心を捕らえている証拠では）


　そう、柴田先生は手料理に弱い。そのことも坂口の方が先に知った。


（ふん、料理の腕なら負けるもんか！　あっちは初心者なんだから）


　自信を取り戻すと坂口は柴田に微笑む。


「それより、僕のところでパーティでも開きませんか？　江森さんと一緒にご馳走を作りますよ」


「そうだな、それもいいかもな」


　柴田は輝くような笑みを浮かべる。


　坂口の闘志にめらめらと火が点いた。


（江森の奴に格の違いを見せつけてやる！）


　アッシーとメッシーの道をまっしぐらに進む坂口だった。




ＥＮＤ　　











恋のエビデンス











１




　同棲生活ほぼ半年を経たある日、柴田浩司と江森五月は初めて喧嘩をした。


　私立Ｊ医大付属病院の外科医である柴田と、製薬会社のＭＲ江森との恋は波瀾万丈、しかも同性同士という大きな障害を乗り越えてのことで、恋愛の過程で気持ちの行き違いや根拠のない嫉妬から諍うことはこれまでにもあった。


　だが本格的な喧嘩はこれが初めてである。


　きっかけはごくごくつまらないことだったのだが。






「浩司さんとこにだよ。宅配のメール便だけど」


　リビングの扉を開けると、江森がソファから振り返って一通の封書をひらひらと振る。江森はマンションのエントランスにある郵便受けから溜まっていた郵便物を持ち帰り、仕分けをしていたのだった。


「そこ、置いといてくれよ。あとで見るから」


　柴田はコートを脱ぐと当直明けの疲れた身体を引きずりながらベッドルームを目指す。


　学会関係の知らせは医局に届く。自分を嫌っていた父や異母兄が葉書や手紙をよこすことはない。マンションに来るのはほとんど公共料金の支払いやクレジットカードの明細書だけだ。でなければ、ダイレクトメールの広告か。


　気にも留めずにバスルームへ行くとゆっくりシャワーを浴びる。艶々の濡れた黒髪をバスタオルでごしごしと拭く。パジャマに着替えると、リビングに戻った。


　江森のほうは友人やら実家やらからの手紙がたくさん届く。郵便受けにまだ名前は貼っていないが、前の住所からの転送が届く。マンションの管理人もまめなので、配達員にきちんと対応してくれていた。今もパジャマ姿で「へえ、結婚して引っ越したのかー」などと独り言を言いながら、葉書を読んでいるところだった。


「お前んとこにはいっつもいっぱい来るよなー」


　少しばかり妬みの色を滲ませながら、柴田は自分宛の封書を開いた。


　だが次の瞬間「なんだよ、これ」と描いたような細い眉をへの字にする。いつも冷たいと評される切れ長の眼はさらに険悪な光を宿す。


「どーいうとこから名簿が漏れんだろーなー、人バカにしてるよな、クソっ」


　疲れているので余計怒りっぽくなっている柴田である。


「なに、どうしたの？　なに、怒ってるのさ？」


　テーブルに投げ出した便箋を江森は手にした。


「見てもいい？」


「いいよ」


　江森は文面を読んで大きな眼をさらに見開いた。


「うそ、これって振り込めサギ？　まだこんなのやってるんだー。っていうか、ほんとに来るんだねー」


　それはインターネットの出会い系サイトへの登録料が未払いで、すぐさま振り込まないと法的手段に訴える、という文面で、振り込めサギとしてはごくありふれた手口だった。


　だがそのサイト名は、


「まったくもー、こんな恥ずかしいサイトがあるんだねー。『濡れ濡れ人妻いらっしゃーい』なんてさー」


　柴田はぎゅっと眉根を寄せる。


「俺はホモなんだからさ！　見に行くわけ、ねーだろ！」


「そ、そうだよね」


　にしても、と柴田はソファに背をもたせると、ぷっと口を尖らせた。


「数撃ちゃ当たる、だろーけど、むかつくよな、ちっとは調べろっつーんだよ！　携帯だって持ってないのにっ」


　いや、世間にはカミングアウトしていないし、「ホモ」と名簿に書いているわけではないのだから、と江森は苦笑する。


「うーん、まあ……だよねー」


　ひらひらと便せんを降った。


「浩司さん宛ってのが、確かに笑えるなあ。これが僕宛だったらまだしもさあ」


　え？　と柴田は隣の江森を見上げた。


「お前宛だったら、ってどーゆーこと？」


　まさかここに地雷が埋まっているとは気づかず、江森はニコニコしながら答えた。


「だってさ、携帯やＰＣからいくらでもそーいうサイトに繋がるしい」


「繋がるとかそーゆー問題じゃねえよ！」


　上体を起こすと、柴田は険悪な表情になった。


「つまり、お前はそーゆーサイト、見てんのか？」


「うん、ときどきね」


「それって『濡れ濡れ人妻いらっしゃーい』なのか？」


「え、いろいろだよ、女子大生・ＯＬ、何でもあるよ」


　便箋から顔を上げ、柴田に目を移した江森は初めて表情に気づき、「どうしたの？」と尋ねた。


「……ふーん、お前はそういうエッチなのを見てるわけか……で、ムラムラしたりするわけか」


　冷たい声音に江森はげっとなる。久々の地雷だ。


「え、だ、だって僕、普通の男だしっ、男って普通そうじゃないの？　僕だけがいやらしいわけじゃないよ、浩司さんだって、見に行くことないの？」


「だから、俺はホモだって！」


　慌てて江森は「ホモとかのサイトは？」と言ってしまった。


「見に行ってムラムラしたりしないの？」


「しねーよっ、つーか、見にいかねーよっ！　俺はホモだけど、相沢とお前しか好きにならなかったんだから、ほかの男の裸なんかに興味はねえ！」


　ガバと立ち上がると、柴田は江森を睨め付けた。


「じゃあ、そーゆーとこにいってムラムラしたりするんだな、お前は。で、女とやりたくなるのか？」


（そうだったっけ……）


　江森はほぞを噛む。


　だが今さら思い出しても遅い。もともとノンケだった江森から、柴田は常に「やっぱり女のほうがいい」と言われないかと危惧を抱いているのだ。


　柴田の不安を払拭したい一念で言い訳にかかる。


「違うよ、そりゃえっちなのを見ればムラムラするけど、でもそうすると浩司さんとしたくなるんだよ」


　それは本当のことなのだが、いかにもまずかった。


「あー、そーゆーことか。で、俺を身代わりにすんだな」


　ぷいと柴田は後ろを向く。


「ち、違うってっ、そんなの、今さら判ってるじゃないか、僕は浩司さんだけだって。浩司さんとしかやりたくないって」


　江森は手を伸ばしたが、すでに柴田は歩き出しており、その手は空を切った。


「俺はもう寝る！　お前はエッチなサイトでも覗いてろ！」


　江森の愛を疑っているわけではない。だが裸の女性を見て欲情したあと、自分を抱くと言ったことに、柴田は傷ついていた。


　普通の男だったら当たり前かも知れない。アダルトビデオを見たあと、恋人とエッチをすることもあるだろう。


（けど、俺は女じゃないもの……）


　どんなに柴田を愛していると言ってくれても、どんなにあそこがいいと言ってくれても。


（女の人みたいに、柔らかい胸やくびれた胴なんかねーし）


　ゆさゆさ揺れる大きな胸やむちむちの太腿に男たちの眼が釘付けになるのは知っている。会社のテニス同好会に入っている江森は、スコート姿の美女たちにいつも取り巻かれているのだ。柴田は江森の応援に行くといつもその光景を目の当たりにし、傷つくのが常だった。


（そりゃ、女のハダカを見てムラムラするよな、五月は普通の男なんだもんな……）


　ホモである自分は決して普通の男ではないのだ……。


　ベッドルームへと歩きながら、柴田はいつものぐるぐる回るネクラ回路に落ち込んでいた。


　明かりを消して毛布にくるまり、不幸のどん底感をじっくりと味わっていると、やがて江森が隣に滑り込んでくる。


「……ね、いい？」


　優しい声にもう少しで「うん」と言いそうになったが、今夜はやはり気持ちが乗らなかった。


「えっちサイト、見て、ムラムラしたのか？　だからやりたいのか？」


　冷たい声で応じる。


「違うよ、浩司さん、だって二日ぶりじゃないか」


「当たり前だろ、二晩続けて泊まりだったんだから。疲れてるからもう寝る！」


　きっぱり拒絶され、江森は溜め息をついて寝返りを打ち、「お休みなさい」と柴田に背を向けた。


　結論から言えばここで無理やり仲直りえっちにもつれ込んだほうがよかったのだが、「疲れてる」という言葉に江森は断念する。一時、際限なくやりすぎて柴田の体調を悪くしたことがこちらはトラウマになっていたのだった。






「江森先輩、どうしたんす？　なんか、今日は朝から変すよ？」


　駅前の回転寿司店で、渡辺公平は六皿目に手を伸ばしつつ、隣の江森を見上げた。


　いつもなら軽く十五皿はぺろりなのに、江森の前にはなぜかまだ五枚ほどしか空の皿は積み上がっていないのだ。


「腹でも痛いとか？」


「い、いや、そんなんじゃないんだ」


　無理やり江森は笑顔を作り、目の前を通過中だった皿を掴む。だが皿の上のものを確認すると後悔した。


「げっ……」


　生クリームとサクランボで飾られたプリンを戻すわけにいかず、江森は渋々スプーンを取り上げる。


「まあ、いいや……甘いものも好きだから……」


　ハマチを二貫呑み込むと、渡辺は「午後からはＪ医大ですからね、先輩、柴田先生に会えますよ」と慰める。


「まあ、アツアツ新婚だから半日も会えないと力が出ないのは解りますけどー」


「渡辺君」


　プリンを食べる手を止め、江森は渡辺を睨む。


「院内では絶対、そんなこと、喋っちゃ駄目だよ」


「解ってますって、職場結婚みたいなもんすからね。あ、というより得意先に手をつけた、かあ」


　新人同行で連れ歩いている後輩の渡辺公平は、小柄でジャニ系の可愛い風貌、そこそこ気の利く性格で、最近は得意先でも受け入れられるようになっている。だが最初は今どきの若者にありがちな常識レス＆礼儀知らずに加え、妙な天然で、江森は苦労したのだ。それだけでなく、江森と柴田が恋人関係にあると知ると、二人をさんざん掻き回したあげく、最終的には柴田を「抱かれたい男ＮＯ・１」として慕っている。


　この思考回路には江森も柴田もついていけず、いつのまにかいわば「おみそ」といった認識で存在を受け入れていた。


「だから……」


　言いかけて江森は諦め、代わりに「あのね、柴田先生は午後、出張でいないからね」と告げた。


「だから院内でどこにいるか捜さないようにね」


「えー、残念ー。ボク的にも会いたかったのになあ。出張？　どこっすか？」


「消化器病の研究会だよ。今朝、そう言っていた」


　あのあと、二人は気まずい思いのまま、眠りについた。モヤモヤとしたものを抱えながら、江森はなかなか寝付けず、かたや柴田は二晩も病院に泊まりだったことから、ぐっすりと寝ていたようだった。


　今朝、江森が目を覚ますと、すでに柴田はマンションを出たあとで、置き手紙には「消化器病研究会に出る。遅くなる」とだけあったのだ。


（うわー、誤解を解いておけばよかった）


　そう思ったのだがもう後の祭りだった。


（浩司さん、携帯、なんで持たないのかな……そしたらメールで謝れるのに）


　病院内では医療機器に影響を与えるため、携帯は原則禁止だ。院内の連絡はポケベルになっている。しかしもうそろそろ、そのポケベルサービスも廃止になるので、電磁波の弱いＰＨＳに切り替える話が出ていた。


（ちょうどいいから、持てばって言ったのに……）


　だが柴田の答えは「いらない」だった。


「ロビーにたくさん公衆電話があるじゃないか。俺はそっからかけるから」と。


（僕からは連絡するなってことなのかな……）


　午前中、Ｊ医大近辺の診療所を周りながら、携帯をチェックしたが、もちろん柴田からの連絡はなかった。


　溜め息をつきながら柴田専用の携帯を取りだし、伝言がないか確かめる。


「ふーん、消化器病研究会ってどこでやってんでしたっけ？」


　渡辺は足下に置いてあったブリーフケースを取り上げ、中から手帳を出した。


「新宿じゃないすか。そうそう、確か、佐々木先輩が手伝いに行くって言ってませんでした？」


　製薬会社のＭＲの仕事は製品の宣伝だけではない。医師の接待など太鼓持ちも無論だが、学会や研究会での手伝いも重要な仕事だ。江森の所属するホフマン＆フジジャパン社は本社がドイツなので、お堅い国柄も手伝って学会や研究会の支援に特に重点を置いている。消化器病研究会は内科系・外科系両方の医師が多く集まるので、江森の営業所からは三人のＭＲが派遣されていた。江森が特に親しくしている先輩ＭＲの佐々木もその一員だった。


「そういえばそうだったね」


「じゃーさー、ボクらも行きません？　で、あっちで柴田先生に会って、ついでにザ・接待、とかいって、ゴハン、食べましょうよ、ね？」


　渡辺はいいことを思い付いたと意気込んで言う。


「渡辺君、それを公私混同って言うんだよ、だめだって」


「いいじゃないすか、Ｊ医大を五時に出れば。で、佐々木さんの手伝いをするってことにして」


　渡辺は自分の携帯を取り出すと、即効で佐々木の携帯番号を呼び出す。


「佐々木先輩？　今、江森先輩といるんすけど、ボクら、五時から手が空いてんすよ。手伝いに行きましょうか？」


「ちょっと、渡辺君！」


　だが渡辺は人指し指と親指で丸を作ると、「はいっ、じゃあ、あとで」と携帯を切った。


　満面の笑みを江森に見せる。


「ねっ、これでいいでしょう？」


　やれやれ、と江森は首を振る。だがそれでもよこしまな考えが頭にちらつき始めていた。


　お邪魔虫の渡辺と一緒では、食事など落ち着いて出来ない。だが、


（いざとなったら……また佐々木さんに……）


　以前、学術研究会で佐々木に渡辺を押しつけ、柴田と二人で先に帰ったことがあったのだ。


（ゆっくり二人きりで、どっかでお酒でも飲んで……）


　そうすれば柴田も機嫌を直してくれるだろう。


　となれば次にやることは決まっている。江森は目の前を通過する皿を一度に二枚、掴んだ。


「手伝いをするんなら夕飯は遅くなるだろうから、がっつり食べておこうね」


「はい、先輩っ」






　消化器病研究会の受付で登録を済ませると、柴田は抄録集を開いて、目的の発表の行われるホールを調べた。


「Ｂ会場……って、十二階かあ」


　ホテルとオフィスの複合ビルで、中二階は広いテラスに面して結婚式場があった。


　受付もこの階にあり、普段は結婚式の披露宴が行われる場所なのだが今日に限ってはまったく色気のないスーツ姿の男性で占められている。女医さんもちらほらいるのだが、こちらも職場から直行してきた戦闘服スタイルなので、ひらひらのドレス姿は望むべくもない。


　参加費を払い、名札に名前を書き込むと、かさばるカシミヤのハーフコートをクロークに預けることにした。今年も暖冬で、カシミヤを着ていると汗をかくのだ。


　受付の前にあるエレベータへと歩き出すと、後ろからぽんと肩を叩かれた。振り返ると、相沢和彦がやはりスーツ姿でアタッシェケースを抱えて立っている。


「相沢、お前も来たのか！」


　内科医の相沢は「うん」とうなずいて柴田の開いている抄録集を覗き込んだ。


「早期胃ガンの内視鏡治療適応だね、僕も聞こうと思ってたんだ」


「ああ、最近はもう外科的切除じゃなくて内科医による内視鏡的粘膜切除法(ＥＭＲ)が一般的、っていうしね」


　柴田の開いていたページには「エビデンスに基づく早期胃ガン治療」とあった。


「最近は何でもかんでもＥＢＭだね」と相沢は自分の持っていた抄録集を開く。


　Ebidense based medicine、略してＥＢＭと言われている。直訳すれば証拠に基づく医療だが、要するに五年生存率の比較や治療成績の比較など、科学的根拠に基づいた医療という意味だ。


「まあ、患者さんに治療法を説明するとき、これこれこういったエビデンスに基づいています、というと、わかりやすいからかな」


　柴田の言葉に相沢はため息をつく。


「今の医療は信頼をなくしているからね……医者を信じられなくなったからこそのエビデンスなんだろうなあ」


「だろうね。信じられないから科学的根拠を示せ、って言われちゃうんだな」


　相沢は先に立ってエレベータに乗り込むと、「そう言えばこないだはごめんね」と言った。


「せっかく浩子に会いに来てくれたのに、仕事で出かけちゃって……今度、夕食にでも来てくれないか？　もちろん江森君と一緒に。すき焼きでもしようよ、ね？　明日なんかどう？」


「う……うん」


　江森と喧嘩中であるなどとは言えず、柴田はごくりとつばを呑む。


「え、だめかい？　やっぱり薫に知られたくない？　単なる友達を言っておけば大丈夫だよ」


　相沢は心配そうな表情で柴田の顔を覗き込んだ。


「ち、ちげーんだ……その」


「ひょっとしてなにか感づかれるようなこと、僕、薫に言った？　だとしたらごめん！」


　真剣に謝る相沢に柴田は慌てた。


「そーじゃなくて……」


　相沢を困らせたくない。柴田は「そうじゃないんだ」と首を振った。


「その……俺さあ、今、あいつと絶交してんの」


「あいつって誰？」


「えもり」


　ぷーっと相沢が吹き出した。


「柴田あ、それって夫婦喧嘩ってこと？　なんか、可愛いなあ、お前たちー」


「な、なんだよ」


　柴田は真っ赤になったが、相沢は長身を二つに折って笑い続ける。


「そんなに笑うことかよ！」


　相沢は「ごめんごめん」と眼鏡をずらして目尻を拭く。ちょうど扉が開いたので、柴田はむくれて先に外に出た。


「いやあ、いいなあ、初々しくて。仲がいい証拠だね」


　眼鏡をかけ直すと、また相沢は喉の奥で笑いを漏らす。


「なんだよ、それ」


　恋愛経験はないと言っていい柴田である。おそるおそる相沢を見上げた。


「仲がいいって？」


「だってよく言うだろう、喧嘩するほど仲がいいって。だいたい、お互いに遠慮し合ってたら喧嘩なんかできないよ」


　相沢は苦笑しながら柴田を見た。この親友がこれまで父や異母兄に遠慮しながら生きてきたことはよく知っている。謂われのないいじめにあっても我慢して絶対言い返すことはなかったのだ。ゲイとカミングアウトされた時には驚いたが、相手の江森五月はとても優しく頼りになる男で、柴田の幸せを確信したものだった。


（その江森君と喧嘩するなんて……）


　それは自分自身をさらけ出せる相手に巡り会った証拠なのだ。


「喧嘩の原因はなんだい？」と優しく尋ねる。


　うっと柴田は詰まった。


（言えねー……えっちサイトのことだなんて）


　相沢も普通の男だから見るかも知れないが、そのことで薫と喧嘩になることはあり得ない……。赤くなって「たいしたことじゃねーんだ」とごまかす。


「ほらね、たいしたことじゃないのに喧嘩するっていうのが仲がいい証拠なんだよ」


「そーなのか？」


　柴田はほーっと息を漏らした。


「相沢、お前も薫ちゃんと喧嘩なんかすんのか？」


「それはしょっちゅうだよ」


　笑いながら答える。


「ど、どんなことで？」


　目を丸くする柴田を相沢は微笑ましい気持ちで見守る。


「そうだなあ、僕は普通の男だから、薫にいろんなことを要求しちゃうんだ。うんと世話してくれ、とか、美味しいご飯を作れ、とか。共働きなんだから、もっと薫を手伝ってあげなくちゃいけないんだけどね。反省してもつい……男って駄目だな」


「そーだな」と柴田は同意する。


「そりゃ、薫ちゃんは怒るよな」


　うん、と相沢もうなずく。


「それから最近は浩子の教育問題かな？　というか、僕がお稽古ごとを習わせたいというのを、薫がまだ早すぎるって反対するんだよ」


「へーっ、そうなのか」


「うん」と相沢は眼を細める。


「僕はねえ、ピアノにバレエ、それからお茶にお花だろう？　あと、フィギュアスケートもいいんじゃないかって言ってるんだけど、薫は足が太くなるからだめだって」


「そーなのか？　綺麗ですげーいいじゃないか。俺、ぜってーやらせたい！」


「だろう？　な？」


　すっかり父親気分になっている二人である。


　会場に入ろうとしたとき、ふと、柴田は視線を感じて振り向いた。


　どこかで見た顔の男が立っていて、柴田に頭を下げる。痩身の二枚目で眼鏡をかけ、スーツ姿でトレンチコートを手に持っている。眼鏡をかけ、お堅い銀行マンといった雰囲気だ。


（確か……医療コーディネーターで……五月の）


　思い出した。水迫（みずさこ）といって、江森の同期だったＭＲだ。転職して医療コーディネーターになったと聞いていた。Ｊ医大でも、とある患者のセカンドオピニオンを求めてきたので、大月医局長とともに面談に応じたことがある。


　その水迫は柴田に歩み寄り、さらに深く頭を下げた。


「柴田先生ですね、宜しかったら少しお時間をいただきたいのですが……」


　講演まではまだ十五分ほどあった。だが柴田はちらりと相沢をうかがう。相沢は「ああ」といった目つきになる。


「じゃあ、先に行ってるね」


「うん、じゃあな」


　やりとりに再び水迫はお辞儀をした。


「申し訳ありません、では一階のラウンジで」


「いいですよ、もうじき講演も始まるし」


「とんでもない、お茶でも差し上げないと、お時間をわざわざいただくのですから」


　こういった儀礼が苦手な柴田である。「いいです」と言って自分から壁際に置かれているソファへと歩いていく。


　水迫は一瞬鼻白んだが、「それでは」と柴田のあとをついていった。


　だがソファに腰を下ろすと、いったん眼鏡を外し、ハンカチーフで拭く。


　拭く手を止めずに「実は江森君のことでお願いがあるのですが」と切り出した。


「え、えもり……」


　いきなり切り出され、柴田は絶句する。


「な……」


　水迫は眼鏡をかけ直し、じっと柴田を見る。


「先生、あなたは江森君とたいへん親しいと考えてもよろしいですよね？　一緒に住んでいらっしゃるのですから。以前、江森君に書類を渡しに行ったとき、教えてもらったマンションの部屋番号には先生のお名前があったと記憶しているのですが」


　水迫にそう指摘され、柴田はぐっと詰まった。ここで否定すればよかったのだが、そんな瞬時には頭が回らなかった。それに否定すれば「じゃあ、なぜあの部屋番号に江森君宛の郵便が来るのですか」などと訊かれるだろうからさらに理由を作り上げねばならない。


　仕方なしに柴田は小さくうなずいた。


「それでしたら、お願いがあるのですよ。実は私どもの会社は、いろいろな事業を展開しておりまして、優秀な人材を求めております。同期である江森君に私は大変信頼を置いておりまして、彼のような優秀な人材をぜひ私どもの社に、と先だって、お願いにあがったのですが……」


（それって、転職のことだ）


　江森の話では、水迫の会社はネットを通じて薬品情報を提供したり、マーケティングリサーチを行ったりしているのだそうだ。だがそれだけでなく、医療行政の変化についていけず倒産する病院が出てくることを見越し、病院買収にも乗り出しているということだった。そう、企業のＭ＆Ａのように、これからは医療業界も再編成になる、と江森は言っていた。そして病院の買収にあたって、ＭＲの知識が求められている、と。


　そして江森は目の前の男に転職を勧められたのだが、断ったのだった、と柴田は思いだした。


「でも、江森が断ったのなら俺がなにか言っても……」


　言いかけた柴田を水迫はいらいらした口調で遮った。


「先生もお医者さんですからご存じでしょう、ＭＲと言っても学術担当でなければ単なる下働きに過ぎません。ほら、今日だって研究会のためにかり集められていいように使われているじゃありませんか。その点、うちの会社のＭ＆Ａ部門では、ＭＢＡやホスピタルマネージメントの資格を取らせる計画もあります。ステップアップも可能なんですよ」


　言いながらやや軽蔑的な光をたたえた眼を周りに立っているＭＲたちに投げかけた。


「実は私も薬剤師の資格を持っていますが、日本企業のＭＲなどは単に外回りの仕事をするだけで資格は何の役にも立ちませんでした」


　水迫の口調になんとなく反感を覚え、柴田は「俺に言ってもしょうがないのでは」と口を挟んでしまった。


「でも先生なら、資格の大事さを江森君に説くことができますから。医師の資格さえ持っていれば、取りあえずは食いっぱぐれがないでしょう？」


　どういう奴なんだ、と柴田は首を捻った。まさか水迫が医師に反感を持っているとまでは知らない。


「俺は別に、資格が欲しくて医者になったんじゃないし、それに五月は結構頑固だから、こうと決めたら変えないと思う」


　それだけ言うと、ソファから立ち上がる。


「すみませんが、もう講演が始まるから」


　すると水迫は再び眼鏡に手をかけ、じっと柴田を見た。


「私は彼をとても必要としているんですよ。伝えてくれませんかね」


　こちらを睨み付ける眼には冷たい光が宿り、柴田は胸がどきりと高鳴った。


「それぐらいならいいけど」


　では、と水迫は立ち上がり、丁寧にお辞儀をするがそのまま柴田から眼をそらさない。挑戦的な態度にどうしたらいいか迷ったが、やがて柴田はくるりと背を向け、ホールへと入っていった。






「えーっ、もう帰っちゃったんですか」


　江森のがっかりした声に、佐々木は苦笑しながらも「しっ」と唇に指を当てる。


　大学の医局訪問が終わったのは七時近くなっていて、それから慌てて江森と渡辺は京王線の駅から特急に飛び乗り、新宿の会場へ駆けつけた。だがすでに柴田も相沢も帰ったあとだった。


　ロビーにはまだ聴衆がたくさん残っており、これから始まる懇親会、つまり立食パーティ会場へと移動している最中だ。


「まあ、お目当てはそんなことだとは思ったが、あんまり露骨に恋人に会いに来るもんじゃないぞ」


　がっちりとした体格で、顔も四角く顎が張り、太い黒縁の眼鏡をかけた佐々木は、なかなかの強面上司と言った雰囲気だ。実際には江森より数年先輩に過ぎないが、落ち着いた雰囲気と管理職風の容貌で周囲の信頼を勝ち得ている。


　懇親会へと向かう医師たちの間に柴田の姿を探してきょろきょろする江森に、「柴田先生は大学から呼び出しを受けて帰ったぞ」と告げたところだった。


「残念だったな、行き違いだ。Ｊ医大に残っていれば会えたかもな」


「やだなあ、佐々木さん」


　照れ隠しに頭へと手をやる江森を佐々木は眼を細めがら見つめる。人のいい後輩を佐々木は可愛がっているのだった。


「せっかく来てくれたから、かたづけのあとは懇親会にでも出ていきなさい。ちゃんと得意先にはお酌をするんだぞ」


「ヤッター」とガッツポーズをしたのはもちろん傍に控えていた渡辺だった。


「柴田先生に会えないのは残念だけど、これで晩飯代が浮くっすね！」


「会場の後かたづけをしてからだよ」


　慌てて江森は渡辺の腕を取る。先輩の佐々木には「使えるようになった」とアピールしておいたほうがいい。


「わかってますって、まかしといてください」


　二人のやりとりを佐々木は苦笑しながら見ていた。


「じゃあ、ＰＣを回収するか」


　きょうびのプレゼンはスライドではなく、ＯＳのパワーポイントが使われている。目の前のホールに入ろうとする江森を誰かが呼び止めた。


「え？」


　振り返った江森はそこに水迫の姿を発見し、目を丸くした。


「水迫君じゃない、どうしたの！」


「うちのメディブレスもウェブで行ったアンケートを集計して発表したんだよ」


　水迫は近づくと佐々木に愛想のよい顔を見せた。


「お久しぶりです、水迫といって、旧富士製薬にお世話になっておりました」


「佐々木さん、彼、僕と同期入社なんです」


　江森は佐々木に紹介する。


「メディブレスっていう医療情報の会社に転職したんですよ」


　水迫は佐々木に名刺を差し出し、「ちょっと江森君をお借りしてよろしいですか？」と尋ねる。


　わかった、と佐々木はうなずく。


「そうか、同期ならつもる話もあるだろう、懇親会で会おうな」


　江森について行きそうになった渡辺の腕を取ると、佐々木はホールへ引きずっていく。


「君はお仕事だ」


「ちぇーっ」


　だが、ＰＣを箱に入れながら、佐々木はふと思い当たる。


「あの男、どっかで見たな……」


　初めて見る顔のはずだが、と佐々木は首を捻る。


「さっきロビーのソファで確か柴田先生と話をしていたような……」


　柴田という単語に渡辺が即座に反応する。


「なんです、佐々木先輩？」






　一階のコーヒーラウンジに移動すると、水迫は早速切り出す。


「この前の話だけど、もう一度考え直す気はないかな？　うちのお得意で、いくつも病院を持っている企業なんだけど、今度、研修医を受け入れることになってね。まあ、もちろん行政にしっぽを振るだけでなく、安い労働力を確保できるからだけど。でも厚生労働省の規定で、研修は全科が必要になっただろう？　だから精神病院の買収を考えているんだよ。いくつか候補に挙がっているんだが、買いたたくには医療業界をよく知っている奴が担当したほうがいいし」


　江森は「ちょっと待ってよ」と水迫を遮る。


「断ったのはよく考えてのことだから、そのことについての話はもう終わりだよ」


　水迫は眼鏡を取ると、ハンカチーフで拭き始める。


「いい話だと思うんだけどなあ。ＭＲなんて、所詮、下働きじゃないか。今日だって外回りが終わったのに学会のほうを手伝わされてるんだろう？」


　それはちょっと違う、と江森は赤くなった。手伝いに来たのではなく、柴田に会いに来たのだ。


「まあ……でも僕がやりたくて来たんだし」


　水迫は呆れたという表情で眼鏡をかけ直す。


「前から人の仕事まで手伝うような男だったよな」


「そうかな？」


　ふと、水迫は眼を細める。


「信頼できる男が欲しいんだよ。江森、お前は僕がただ一人、信頼する男だよ。企業の買収なんて、信頼が第一なんだからさ」


「信頼してくれるのは嬉しいけれど、僕はそういった仕事には向かないんだ」


　きっぱりと言う江森に水迫は鼻白んだ顔になった。


「ふーん、なるほど、柴田って医者が言ったとおりなんだ」


　え、と江森は目を見開く。


「なんだい、水迫君、それ？」


「一緒に住んでるって医者だろ？」


　逆に聞き返され、江森はぐっと詰まった。確かにマンションの郵便受けには柴田の名前が書いてあるし、水迫にも部屋番号は教えていた。


「親友なのか？」とたたみかけられ、江森は「うん」と答える。


「ふうん……」


　水迫はじっくりと江森の顔を見る。「まあいい、また出直すよ」とレシートを持って立ち上がった。


「江森、僕はお前をあきらめないよ。お前が欲しいんだ」











２




　見られている、と思った。


　小学校の頃から苛められていた柴田は、背後からこそこそ悪口を言われたり、指で指されたりする行為に慣れていたと言ってもいい。


　なんとなく感じる視線に振り返ると、慌てて目を逸らす子や、逆に嘲りの笑いを浮かべる子がそこにはいた。やがて突き刺さるような視線を無視し、背中を丸めて歩くようになった……。


　その感覚が蘇っている。帰る道すがら何度か振り向いたが、誰もいない。街路樹の陰には落ち葉が舞うだけだ。


　さすがに何度目かには自分が被害妄想なのではと思い始める。


（なんだよ……五月と喧嘩してノイローゼにでもなったかな……）


　まさか、と首を振りつつ、マンションのエントランスに入った。


　喧嘩して以来、実は江森とほとんど言葉を交わしていない。


　柴田は大学病院に泊まりが続き、やっと患者の容態が安定したときには江森のほうが仙台へ四泊五日の長期出張で見事にすれ違いとなった。


（なんか、間が悪い……）


　郵便物を手にすると、部屋に入った。


（また五月宛のばっかだ……）


　ロウテーブルに放り出すと、コートを脱いでソファにどんと腰掛ける。


　ぼーっと目の前の液晶ＴＶを見た。自分の受け持ち患者だった二枚目俳優・朝比奈繁樹から贈られたものだ。十一時を過ぎているのでニュースでも見ようかとリモコンを手にしたが、やっぱりまたロウテーブルに戻した。


（だいたい、俺、ＴＶなんてあんまり見る習慣、ないからな……）


　今ごろ江森は仙台で何をしているのだろうか……。ホテルの部屋でＴＶを見ているかも知れない。


　それとも、ホテルに完備してあるケーブルＴＶのえっちチャンネルかも。


　また喧嘩の原因を思い出して、柴田は頭を抱えた。


「どーしてこういうこと、考えちゃうんだろうな、俺って……」


　新人同行している渡辺公平にもこのところ会っていない。一緒に仙台へ行ったのだろうか……。


　なんとなく渡辺と江森の間は気にならなくなっていた。だが、渡辺と一緒にえっちチャンネルを見ているかも、とまた思い付いた。


「二人一緒にムラムラしたらどうするんだよ！」


　思わず声に出してソファから上体を跳ね起こす。


　と、玄関のチャイムが鳴った。


「え？　今ごろ……」


　扉を開けると、そこにはなんと渡辺が立っていた。相変わらず元気な声で「先生、こんばんはーっす」と言う。


「差し入れっすよ！」


　大声が廊下に響き、柴田は焦って辺りを見回すと扉を広く開ける。


「とりあえず、入ってくれ」


「はーい」


　天然の渡辺は元気よく返事をし、柴田の脇を擦り抜けてさっさとリビングへ歩いていく。柴田は慌ててあとを追った。


「ま、たいしたもんじゃないっすけど、ちょっとジョージに出たんで、美味いって評判の焼き鳥、買って来たっす」


「え？　じょうじ？」


　渡辺はブリーフケースをローテーブルの横に置くと、下げていた紙包みを今度はキッチンへと運んでいく。


「吉祥寺のことっすよ、知らないんすか？　ま、実はこれって、昔、ブーブー言わしてた奴の言葉らしいんすけどね」


　渡辺の言語感覚は柴田にとって謎だ。


「その、じょうじが吉祥寺の略号ってことは判ったけど……仙台にもあるのかい、吉祥寺って地名？」


　勝手知ったるキッチンで渡辺は忙しく働きながら「なに、言ってんすか？」と呆れ声を出した。


「ああ、そっか、ボクは仙台には行かないんすよ。新人に出張手当、出ませんからね。ボク、江森先輩が留守の間は佐々木先輩に預けられて、この二日は三鷹の辺りを回ってたんですよー」


　少なくとも渡辺が江森と一緒にえっちチャンネルを見る機会はなかったのだ、と柴田はほっとした。


　渡辺は焼き鳥を皿に並べて、ラップをかけると電子レンジに入れる。


「三十秒なら硬くならないんすよー」


　今度はまめまめしくお茶を淹れる用意をする。


　柴田は所在なげにキッチンとソファの間を往復する羽目になった。


「先生はいいから、座ってて！」


　チンという音がすると、やがて渡辺がお盆を持ってリビングに戻ってきた。


「どうです、美味いでしょう？」


　言いながら渡辺は自分も櫛を掴んで頬張る。


「どうせ、メシ、食ってなかったんしょ？」


「う、うん……」


　柴田の答えに渡辺は「やっぱ、来てよかったー」とガッツポーズをした。


「江森先輩、仙台に行く前、なんか、元気なくって。柴田先生のこと心配してたんじゃないすかね」


　それは喧嘩のせいだったのだが、と柴田はちょっと反省した。と、同時にあることに思い当る。


「その……渡辺君、君、五月に頼まれたの？」


　手羽焼きを歯で引きちぎりながら渡辺は「へ？」と柴田を見る。


「やだなあ、この差し入れはボクの愛の証拠ですよぉ。先輩に頼まれたんじゃありませんって」


「い、いや、そうじゃなくて……」


　言葉を探す柴田に渡辺はまず手羽焼きをしっかり平らげる。それから「どうしたんすか？」と覗き込んだ。


「先輩が留守のときにはボクを頼ってくださいよ」


　童顔で小柄、性格も軽い渡辺を頼りに出来るとは思えなかったが、それでも渡辺なりに自分を大事にしてくれていることは判っている。まさかとんでもない願望を柴田に対して抱いている、とまではいつものトロさで気づいていない。


「その……この二日ばかり……なんか、誰かが見ているような気がしてたんで……それで君がって思ったんだ」


「へ？」と渡辺は眼を再びきょときょとさせる。


「やだなあ、ボク、ストーカーじゃありませんって。つか、柴田先生にだったら、ストーカーしたいっすけどね」


　屈託なく笑う渡辺に柴田もつられて笑ってしまった。


「先生、ボクでよければいつでも来ますからねー。てゆーか、ボクにしませんかあ？」


　元気な声を残して渡辺が去ったあとは、ふたたびマンションは寂しげな気配を漂わせる。


（やっぱ、五月がいなくて寂しいせいかな……）


　携帯での連絡は定期的にある。だが喧嘩をしているので双方とも緊張気味で、素っ気ない会話をしているのだ。


（だめだな、俺って……素直じゃないんだ……）


　今度顔を見たら自分から謝ろう、そう柴田は思った。






「お土産ですよー」


「うわー、ありがと、エモちゃん、すぐお茶を入れるわね、ちょうど三時だし」


　営業部の女子社員がはしゃいで江森から箱を受け取る。すぐにデスクを離れて給湯所へと駆けていった。


「きゃー、ずんだ餅よー」


「これって美味しいのよねー」


「色も綺麗だしさあ」


　はしゃいだ声が上がり、江森は首を捻る。


　仙台土産なら楽天イーグルスにちなんだものを、と思ったのだが、女性はそんなにプロ野球を見ないと気がつき、定番のずんだ餅を買い求めていた。


「女の人はずんだ餅が好きなんだあ……」


　感心しながら江森は自分のデスクへと向かう。できれば直帰したかったが、報告書を仕上げねばならない。いつもより出張が長かったのは、仙台に営業所を開くための予備調査だったからだ。旧冨士製薬の時代には仙台に営業所があったのだが、営業成績が伸び悩み、撤退したという歴史がある。


　合併と共に、業績の拡大を目指し仙台営業所を立ち上げよとドイツ本社からの勅命が下っていた。本社から派遣された奥脇百合絵は東京にある十数カ所の営業所を総括する営業部長という地位にあり、以前、江森は奥脇の鞄持ちをしていた。その縁で江森は名指しで仙台に派遣されたのである。いわば「特命」を受けたようなものだった。


「特命係長ならいいけど、特命ヒラ社員なんだよね……」


　そもそも製薬会社は自分で医者や病院に製品を売るわけではない。卸問屋を経由するのだ。というわけで、ＭＲから直接医師が薬を注文することはない。医薬品の販売はつまりは卸問屋との共同作業だ。仙台から旧富士製薬が撤退したのもそこに理由があり、今回は大学病院などの医療機関だけでなく、卸をする会社への根回しもかねていたので、出張が長期に渡っていた。


　デスクトップのＰＣにメモリースティックを差し込んでいると、目の前の社内電話が鳴った。


「はい、江森です」と答えた相手は八代営業課長だった。


「あっ、八代課長、ただいま、報告にあがろうと思っていたところです、申し訳ありません」


　慌てて答える江森の耳に「すぐ所長室に来てくれ」という低い声が到達した。


（え、なんか、失態をやらかしたかな、僕……）


　慌ててモバイルＰＣをひっつむと、所長室へと向かった。


　江森を迎えたのは八代課長と所長の松本営業部長だった。松本所長は江森の所属する営業所の最高責任者である。ホフマン＆フジジャパンでは、その上は統括営業所長の奥脇部長になり、その上が新宿本社に所属する宮本営業本部長となる。江森は緊張して松本部長の前に立った。


「あー、あの、そんな緊張しなくてもいいよ」


　松本部長は体格が大きく、のっぺりとした四角い顔で、いいお父さんという雰囲気だ。八代課長のほうはまだ三十代後半なのだがメタボリックシンドローム体型でやや額が広くなりつつあり、歳よりも老けた印象なので、二人が並ぶとほぼ同年代に見える。


　八代はハンカチーフで太い首を拭きつつ、江森に顔を向けた。


「その、江森君、これからする話はこの部屋でのみにしておいてくれ」


「ええっ」


　どんな機密事項だ、とますます江森は緊張する。


　すると松本部長が「八代課長、そういう言い方では緊張しちゃうじゃないか」といなした。


「江森君、プライベートな話題なんだ。君、なにかトラブルに巻き込まれているとか、誰かから恨みを買っているとか、心当たりはないかね？」


　いきなり言われ、江森はまったく心構えが出来ていなかったので、絶句した。


「ああ、すまん、ちょっと唐突すぎたかな。君を悪く思って言っているんじゃない。実はこれを見てもらいたいんだ」


　松本部長はデスクの上に置いてあった白紙を表に返した。


「こんなものが人事課に届いたんだよ。まあ、出張先へ連絡するほどのこともないと思って、帰ってきてから見せようと思ってね」


　それはＦＡＸ用紙だった。


「これは……」


　文面を読ん江森はぐっと唾を飲む。一気に血が引いていくのを感じ、頭のてっぺんが冷たくなった。それなのに、身体の奧は怒りでかっと熱くなってくる。


　ＦＡＸ用紙にはワープロの文字で江森の名前が書かれ、ゲイであるという暴露文に取引先と肉体関係を持って営業している、という誹謗中傷が続いていた。


　松本部長は腕組みをすると、椅子の背に寄りかかった。


「それが事実かどうか知りたいわけじゃない。なぜそんなものが、というほうが重要だね」


　八代課長が「どこかほかにも流されているかも知れません、そっちも重要ですよ」と口を挟む。


「まあ、その点はどうだろうね、ゆっくり調べることとして……とりあえず江森君、しばらく内勤をやっていてもらおうか。このことが大事件に発展しても困るしね。営業所内で知っているのは、人事課の数名とこの部屋にいる人間だけだから、安心してくれ」


　引いてきた血がやっと頭に戻ってきて、江森はＦＡＸ用紙から顔を上げた。


　それでもまだ目の前には文字がちらついている。


「所長、その、恨みを買っている覚えもトラブルも思い当りません」


　なんとかまずそれを口に出す。


「それからこの……」


　言いかける江森を部長は手を振って遮る。


「ああ、それだけ聞けば充分だ」


　しかし八代課長が「いや、どうなんだね」と食い下がった。


「これがもし本当だとすると、君、困ったことになるよ」


「八代課長、もういい」


　再び松本部長がいなす。


「とにかく今重要なのは、仙台営業所立ち上げの仕事なんだからね。内勤はちょうどいいかもしれないな。君の外回り先は佐々木君に頼もう」


「そうですね、とりあえず」と八代課長も納得する。


「渡辺君は引き続き佐々木君に同行させるから」


　頭の中が真っ白のまま、江森は後ろを向く。


　部屋を出るとためていた息を吐いた。


（いったい全体、誰が何の目的で……）


　ゲイとカミングアウトすれば、まだ日本の社会では不利益が多いことは解っている。柴田との関係を内緒にしているのはそれもあるが、なんと言っても柴田自身がゲイであることにコンプレックスを感じているからだ。それは愛情の薄い家庭で育ったことにも起因しているので、江森はそのまま見守ろうと思っていた。


（僕は僕自身を恥じてはいないけど……）


　心配なのは自分ではなくて柴田だ。


（さっき、八代課長が言ってたっけ……）


　そう、どこかほかにも同文のＦＡＸが流されているかも知れない、と……。


　階段室へ行くと、内ポケットから携帯を掴み出した。


　だがＪ医大へと発進する直前で江森は手を止める。


（内勤って言われたけど、いわば謹慎状態ってことなんだ）


　となると、やはり頼れるのは……。


〈江森先輩、なんすか？〉


「渡辺君、プライベートなことなんだけれど、頼みがあるんだ」


　続いて江森はＪ医大の番号を呼び出した。


　何度かかけ直した末に、「なんだよ」とひどく不機嫌な声が聞こえた。


「ごめんね、浩司さん、仕事中なのは解っているんだけど……急用なんだ」


　電話の向こうでは、柴田がナースたちの目を気にしながら応対していた。


（な、なんでこんなとこにかけてくんだよ）


　自分から謝ろうと思っていた決心は一気に吹っ飛ぶ。しかし病院内では目も合わせるなと厳しく言い渡している江森が、無理を承知で連絡をつけてくるなら、たぶん重要なことなのだ、とは予測する。不機嫌さを押し殺してもう一度「なんだよ」と言った。


〈その、なにか変わったこと、ない？〉


　江森の問いに柴田は目を剥いた。


「はあ？　なんだよ、それ？」


〈えーと、だから……〉


　はっきりと言うのもためらわれ、江森は迷った末、こう表現することにした。


〈その、なんか、僕たちのことで変な噂が立っている、とか？〉


「バッカじゃねーの、んなこと、ありえねーだろ。なんにもねーよ。じゃあ」


　電話を切った柴田はむっとしていた。


〈あいつと喧嘩してることがそんな噂になってるはず、ねーよ〉


　ちょうど３病棟のナースステーションに回診から帰ってきたところ、近藤ナース長に「江森さんから電話がありましたよ。至急、コールバックして欲しいそうです」と言われたのだ。二人の仲をもちろん知っているので、ふふっと含み笑いされ、赤い顔で江森の携帯にかけ直したというわけだった。


〈たくもう……よりにもよって、近藤さんに伝言を頼むなんて……〉


　変な噂？　ひょっとして江森は近藤ナース長に二人が喧嘩しているなどと言いつけたのかも知れない。前にも近藤ナース長が仲を取り持ったことがあったし……。


　ちらりと近藤ナース長のほうをうかがうと、柴田は離れたところでカルテを書き始める。急ピッチで仕事を終わらせ、ナースステーションをあとにした。喧嘩の原因が原因だけに、いろいろと詮索されたくない。


　ところが医局に帰ると、書類を書いていた大月医局長が「柴田、ＭＲから伝言だ」と声をかけてきた。


「え……」


　大月は散らかったデスクの上をかき回し、眼鏡をずり落ちさせながらやっと目的のメモを探し出す。


「ええと、ホフマン＆フジジャパンの渡辺公平、だそうだ。いつもの江森君じゃないんだな。急用なので、遅くなるけど医局で待っていてくれってさ。一応、携帯の番号、訊いといたから」


「う……」


　ただでさえ、天然で妙に人なつこい渡辺の言動は、人前で誤解を生じるのに……。


〈なんか、みんなの前でまずいこととか言われそうだ……〉


「恋人と仲直りしましたかあ？」ぐらいは言いそうだ、と柴田は青くなった。


〈さっき、五月も変なことを言っていたっけ……〉


　まさか橋渡しを渡辺に頼んだとか？


　用があるならマンションに来てもらおう、と柴田はメモを受け取って決心する。


〈早く帰って、うちから電話しよう〉


　重症患者もおらず、診断書書きやら学会申込書の記入やらの雑用が片づくと、柴田は早々に病院を退出する。


　外へ出るともう夜が訪れていた。


「うわ……ずいぶん暗くなるのが早くなったな……」


　今年も暖冬で気温はまだコートが必要なほどではないが、暦の上ではとうに冬なのだ。


　Ｊ医大からマンションへ帰る道の街路樹もクリスマスのイルミネーションで飾られている。


「そうだ、五月へのプレゼント、なににしようかな……」


　この前の誕生日プレゼントを思い出し、柴田は口元が緩むのを感じる。


〈あいつ、驚いてたなあ……すごく喜んで……あいつが喜ぶと俺も嬉しい……〉


　プレゼントのことを考えていると気分が軽くなってきた。喧嘩をしていたのはもはや遠い過去のことだ。


〈うん、相沢の言ったとおりだ、喧嘩は仲がいい証拠だよ……〉


　そう、異母兄や父と喧嘩をしたことはない。決して自分を主張することはなかったのだから、衝突するはずもないのだ。


　気分良くマンションに帰り着いたところで、エントランスに見知った人を認め、柴田は緊張した。それはなんとなく苦手だと感じている水迫だった。


　水迫は丁寧にお辞儀をし、柴田へと近寄る。


「柴田先生、お話があるのですが」


「江森のことだったら、前に……」


　柴田はうつむき加減になって眼を合わさないように応じる。だが水迫は引き下がらなかった。


「いいえ、今日は江森君のことではなく、先生、あなたに関係ある話なのです」


「俺に……」


　意外なことで、思わず視線を上げると、水迫の端正だが冷ややかな顔が待っていた。


「どこかでお話ができますか？　近所の喫茶店でも……」


　部屋に上げたくはなかったが、今日は江森も帰ってくる。


〈水迫と話している間に帰ってくるかも知れないし……〉


　一刻も早く江森に会いたい、という気持ちになっている。


〈喫茶店に行ってたら、会うのが遅くなるかも〉


　水迫はとりあえず江森の同期なのだ。仲良くしていたとも聞いている。


〈上げても大丈夫だろう……〉


　迷ったあげく、柴田はエントランスから中へ入る。「どうぞ」と肩越しに言った。


「ではおじゃまします」
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　リビングのソファに腰を下ろすと、水迫はゆっくりと眼鏡を降ろし、ハンカチーフで拭く。


「その、俺の話って……」


　ためらいがちに話しかけると、水迫は眼鏡を拭きながら柴田を見た。


「あなたはゲイなんでしょう？」


「え……」


　いきなり切り出され、柴田はごくりと唾を呑む。


　自分の下についていた研修医の坂口から同様の非難を受けたときのことを思い出す。


　ゲイであることにコンプレックスを持っていることは事実。相沢に知られたくないと、必死で隠していたことも事実だ。だがそのことでそしりを受ける謂われはない。ましてやほとんど面識のないこの男に。


　顔を上げ、水迫を睨んだ。


「そんな話だったら、帰ってください」


「もちろん、そんな話をしに来たわけではありませんよ、落ち着いてくれないかなあ」


　水迫はまるで動じていない風で、眼鏡をかけ直した。


「僕は知らなかったんですよ、長年の友人がゲイだなんて。しかもまさか男と同棲していようとは」


　水迫は身を乗り出した。


「ねえ、柴田先生、今の日本の社会でゲイであることはハンディになるんじゃありませんか？　まあ、あなたのようにちゃんと医師の資格を持っていればさほど問題はないでしょうけど。単なる組織の一員である江森君はどうなのかなあ」


「江森はカミングアウトしてるわけじゃないし、今のところ、会社には知られていない」


　いつまで隠し通せるか、そのことには不安はあった。だが二人の仲を知っているＭＲ仲間はみな、気のいい男たちで、彼らに差別を受けていると聞いたことはない。


　きっぱりと告げる柴田に、水迫は薄い唇をつり上げて笑った。


「そうですか？　江森君は言ってないのかな、あなたとのことが営業所に知られてたいへんだそうですよ」


　えっ、と柴田は声を上げそうになった。


（そんなこと、聞いていない……）


　だが次の瞬間、江森から妙な電話があったことを思い出した。


「変な噂、流れていない？」


（そう五月は言っていたっけ……）


　あれがそうだったのか。はっきり言わなかったのはなぜだろう……。


　柴田は黙って水迫の目を見続ける。


「一度いやな噂が流れたら、出世コースからは外れるんじゃないかな？　その点、うちの会社ならＩＴ産業ですからね、旧態然とした日本型の会社組織ではありません。成果主義ですからゲイはマイナス査定されませんよ」


　そういうことか、と、なんとなく柴田は理解してきた。


　江森に断られたこの男は、攻略法を変えて転職を薦めているのだ。


「つまり江森はあなたの会社に移ったほうがいいって言いたいのか？」


　水迫は大きくうなずいた。


「一度は断られましたけれど、状況は変わったんじゃないですか？　転職したほうが彼のためですよ。あなたから言ってもらえませんかね。だいたい彼はあなたのために転職を断念したんですよ」


　え、と柴田はまた息を呑む。


（俺のためって……）


　水迫にマンションのエントランスで会い、履歴書を江森に渡すよう預けられたことを思い出す。


（あのあと、江森はずーっと内緒にしてた……）


　江森が転職を考えている、知らされたのは渡辺の口からだった。実は渡辺の早とちりだったのだが、柴田は自分が江森から信頼されていないのではと一時はひどく悩んだ。


（俺が訊いたら五月は……きっぱり否定したけれど……）


　もしかしたら怪我をした柴田を気遣ってのことかも知れない。


　肩関節の亜脱臼を整復するために静脈麻酔をかけられたあとで、実際にどんな会話をしたのかほぼ覚えていないことに気づいた。江森の答えに安心して眠りにつき、その後は話題にのぼることもなかったのだ。


　このまま転職しないでいたら。


（営業所での立場が悪くなって……）


　出世から遠のくのだろうか……。


「まるで他人事みたいですね、返事もしないなんて。どう考えていらっしゃるんです、彼のことは？」


　水迫の冷たい言葉に柴田ははっと我に返る。


「どうって……」


　口ごもる柴田にますます水迫は攻撃に出る。きつい口調で言い放った。


「束縛するのもいい加減にしたらどうですか？」


　転職をしないでくれなどと頼んだことはない。傍にはいて欲しいが、それと仕事とは別だ。転職の話が出たときに傷ついたのは、内緒にされていたからと思っただけで……。


　ぐいと顔を上げる。


「俺は別に束縛してなんかいない。あいつの好きにすればいい」


　へえ、と水迫は皮肉な笑いを浮かべる。両手を組み、膝の上に置いた。


「意外にあっさりと引くんですね。僕だったら絶対に渡しませんけどね」


　挑戦的な言葉をどうとらえたらいいか判らない。柴田は水迫の顔をじっと見る。


「どういう意味ですか」


　ふっと水迫は鼻で嗤った。


「あなたと江森さんは付き合っているんでしょう。でもあなたは江森さんを利用しているだけでは？」


　いきなり決めつけられ、柴田は水迫が何を意図しているのか判らなくなった。


「本当は彼のことを強く求めていないんだ」


（なんでこの人はそんなことを言うんだろう……）


　理解できないまま、水迫の顔から視線を外す。


　水迫は組んだ手を頭の後ろへと持っていくと、わざとのんびりした口調になった。


「あっさり引くってことは、そんなに彼を大事にしていないんじゃないのかな。その点、僕は彼を強く求めていますよ。仕事のパートナーとして、友人として、僕の力になって欲しいし、能力を発揮して成功して欲しい。彼だって強く求めている人の元にいるほうが幸せなんじゃありませんか？　あなたは彼に何を求めているんですか？」


（求める……）


　何も答えない柴田に水迫はたたみかける。


「ほら、答えられないんでしょう。僕はもっと彼を大切にします。彼を高く評価していますからね」


（え……）


　柴田は唖然として再び水迫へと視線を戻す。するとそこには勝利を確信した顔があった。


「僕は彼を必要としているんですよ。譲ってください。あなたと一緒にいると、彼は出世できないし、社会で負け組になりますよ」


　水迫は言い終るとゆっくり立ち上がった。


「まあ、ここまでにしておきましょう。いずれまた、近いうちに江森君に会いに来ますから」


　水迫が意気揚々と去ったあと、柴田は一人、目の前のロウテーブルを眺め続けた。といっても、もちろんテーブルに興味があったわけではない。頭の中ではいろいろな思いがぐるぐると回っている。


（強く求めるって……俺だってそうだ……五月を）


　あの男のように口に出さないだけで。


（そう、言いたくても言えなかったときだってあった……）


　傷つくのが怖くて相沢には心の内を告げられなかった。


　それは強く求めていなかったからなのだろうか。


（違う）


　強く求めていたからこそ、相沢を諦めた……。求めたあげく、拒絶されたら、そのあとどうやって生きていけばいいんだろう、と思ったから。


（どうせ手に入らないからと、欲しがらないようにしてたんだ）


　強く求めても手に入らないものがあるのだ。


　父の愛もそうだった。異母兄には近づくことすらできなかった。


（でも江森は……）


　本当に欲しいと思った。もう少しのところで誤解から失いそうになったこともあったけれど……。ずっと一緒にいる、と言ってくれたが、ひょっとするとそれが江森を縛っているのだとしたら……。


（俺が縛っている？）


「僕は彼を必要としているんです。譲ってください」


　水迫の言葉がよみがえる。


　江森になにかをして欲しいと思ったことはない。ただそばにいてくれればいいだけだ。


（でも普通の男は、女の人にいろんなことを要求するって相沢が言ってた……）


　だったら、ただ一つのこと以外求めない自分は愛が薄いのだろうか……。


　愛情溢れる家庭に育ってこなかった自分は、気持ちを表現することが下手なのだと思っていた。


　ではなくて、元々情が薄いのかも知れない。


（五月は俺のこと、うんとたくさん愛してくれて……俺もうんと愛してるって思ってたけど……）


　自分のほうが持っている愛の量が少ないのだとしたら……。


　初めての思いつきに柴田はびくりと身体を震わせた。


（そしたら、強く求めてる人のほうが五月にとってもいいってことなのか？）


　愛を多く注いでくれる人のほうが……。






　ドアノブに手をかける寸前で江森は深呼吸を一つする。


（浩司さんに心配かけちゃだめだ）


　さっきの電話のやりとりでは、中傷のＦＡＸはまだＪ医大には届いていないようだ。だが柴田の耳に入っていないだけかもしれない、と渡辺に調査を頼んである。それも今のところ、連絡はなかった。


（なにかあったら連絡してくるだろうから……とりあえず営業所にだけだったら、なるべく僕の胸にとどめておいたほうがいいものね）


　決意も固く、江森は「ただいまー」と大声を出して中に入った。リビングの電灯が消えているのは確認済みだが、柴田の靴はちゃんとある。


（お風呂かな？　浩司さん、お風呂好きだからな）


　スリッパに足を突っ込むと、大きな出張鞄をとりあえず床に置いた。


「浩司さん、長いこと留守にしてごめんね。お土産買ってきたよ。仙台名物タンシチュー、レトルトパックだから温めてすぐ食べようね？」


　バスルームに聞こえるようにとさらに声を張り上げる。


　そして返事を期待して耳を澄ました。だが柴田の声も水の音も聞こえてこない。


（あれ？　まさか、寝ちゃったとか……ひょっとして昨日、病院に泊まりだったのかな？　そういや携帯で電話したら昨日も留守電になってたっけ）


　首を捻りながら暗いリビングをのぞいてみた。すると、ソファで柴田が身じろぎもせずに目の前のテーブルを見ている。ジャケットもまだ着たままだ。


「どうしたの！」


　スイッチを入れると、柴田は瞼をぱちぱちとさせながら江森を見上げた。


「……五月か」


　どんよりとした眼に両手の指を顎の下で組み、声は低く掠れている。


（ゲーッ）


　いつもの「独り落ち込み」のポーズだ。江森は自分も問題を抱えているのが一気に吹っ飛び、あわてて柴田の傍へ行った。


「どうしたの、なんかあったの？」


「……じゃなくて、お前じゃねーのか、なんかあったのは」


　柴田は指をほどくと、ぐいと目をこする。


「さっきの電話も……」


　江森はぶんぶんと首を振ると、カーペットにひざまずいて柴田の顔を覗き込んだ。


「やだなー、僕、なんにもないですってば。っていうか、喧嘩のことは気になってたけどね？　浩司さんと早く仲直りしたいと思ってたよ」


「五月……」


　柴田はもう一度目をこすると、江森の首に腕を巻き付ける。


（うわー、これってお誘い？）


　胸を高鳴らせながら柴田の背中に手を回すと、再びどんよりと暗い声が耳に届いた。


「俺のせいで出世コースから外れんなら……遠慮しないで別の会社にでも転職したほうがいいと思う」


「は？」


　江森は柴田の肩に手を置いて自分から引きはがすと、顔を正面からとらえる。


「なんなの、それ、いきなり」


「聞いたんだ……俺とのことが、会社に知られたって」


　ええっ、と江森は目を丸くした。


「知ってたんだ、浩司さん！」


「そうか、やっぱ、本当なんだな……水迫ってのがさっき、来て、お前はあいつの会社に移ったほうがいいって……そう伝えろって」


　江森は首を傾げる。


（水迫君はなんで浩司さんにそんなことを言ったんだろう……もう断ったのに）


　大きくため息をつくと、立ち上がって柴田の隣に座った。


「あのねえ、浩司さん、営業所でトラブルがあったのは事実だけど、それと転職は全く別問題だ」


「そうなのか？」


　柴田は江森を不安そうに見上げる。


「水迫の会社に行ったほうが、いろんな資格も取れるし、有利だって……ＭＲよりいいから。こないだ、会社を辞めないって言ってたけど、お前、本当は……俺に遠慮していかないんじゃないか？」


　江森はやれやれと首を振った。


（水迫君ったらいったい……）


「前にも言ったでしょう？　僕にとってＭＲは天職だって」


　でも、と言いかける柴田を遮る。


「確かに医者みたいに国家資格じゃないけれど、ＭＲの経験は僕にとって大切なものだよ。言ったじゃないか、人と関わるほうが僕は好きだって」


「うん……言った」


「浩司さんに遠慮してるわけじゃない、僕だってきちんとした社会人だもんね。今の職業には誇りを持っているんだよ。安心してよ」


　きっぱりとした口調に胸の支えが少しずつ取れていく。やっと柴田は首を縦に振った。


「……うん」


　心配の一つは解消したが、まだ一つ、肝心なことが残っている。柴田は江森から視線を逸らした。


「でも……水迫って奴はお前を大事にするからって言った……俺なんかよりって」


「は？」


　もう一度同じ言葉を発し、江森は眼を丸くする。


「それっていったい、なに？」


「だから……その」


　柴田は江森に視線を戻すと「俺はお前を大事にしないし」と口の中で言った。


「うーん……そうだなあ、ものすごーく大事にしてもらってるって実感は確かにないけどね」


　かなり当たっている、と思いながら江森は応じる。


「でもいいじゃない、代わりに僕が浩司さんのこと、うんと大事にしてるしさあ。それがなにか不都合でもある？」


「その、俺はお前に比べて、愛情が薄いんじゃないかって思うんだ……俺はお前に色んなことを要求しないし、それって期待してないってことだろ？」


　うーむ、と江森はその言葉をかみしめる。


「期待してない、ねえ……いやあ、そうはっきり言われるとその通りなんだけど、でもそれと愛情が薄いとは関係ないんじゃない？」


　どういう論理だ、と江森は首を捻った。これが落ち込みの原因なのだとしたら、相当ずれていると思わざるを得ない。


（久しぶりだな、このずれかたは……）


　落ち込みを解消しようとフォローの言葉をひねり出す。


「あのさあ、確かに僕は浩司さんからあんまり期待されてないけど、でも期待が大きくても重荷になるから、僕は今のままで満足だよ」


「でも……水迫はお前に期待してるって。俺はお前のことを利用してるだけだって。期待してくれる人の傍がいいって」


　はあ、と溜め息をつくと、江森は柴田の手を握った。


「水迫君の話はもういいよ。僕たち二人にはなんの関係もないもの。他の人がどう思うと、そんなこと、基準にならない」


「そう思うけど……」


　それでもまだおどおどと視線を外す柴田の手を自分に引き寄せる。


「それにね、すでに彼の話には論理破綻があるよ。浩司さんが僕を利用してるなら、それは僕に色んなことを要求しての結果でしょう？　要求することが多いのが愛の証拠だったら、浩司さんの僕への愛情が薄いなんてことはないじゃないか」


「そ、そーか……その通りだよな」


　ちょっと安心する柴田を江森は呆れて見守った。


（ほんとにこの人ったら……恋愛に関しては小学生みたいだよ……でもそこまで含めて好きなんだ）


　駆け引きのようなものもまったく経験がないのだろう、と江森は思った。


「あのね、水迫君は浩司さんの自信をなくさせようとして色んな事を言ってるだけに過ぎないんだから。それにね……」


　くすりと笑いをもらす。


「浩司さん、あのときにはいっぱい要求してるよ、ちゃんと。もっと、とか、深く、とか、そこじゃない、とかさ」


「バ、バカッ」


　赤くなって柴田は自分の手を江森の手から引き抜いた。


（そっか……別に俺の愛が少ないってことはないのかな……）


　まだ不安のすべてが解消されたわけではなかったけれど、「好きにしていいんだ」と水迫に言った言葉を口に出す。


（お前の好きにしてくれれば……）


　もし水迫の会社がいいと思えば江森は転職するだろうが、望んでのことなら受け入れようと思った。


（愛が薄いから好きにしていいって思ってるわけじゃない）


　江森が望んでいることならなんでも好きにしてもらいたいのだ……。


　もう一度、「お前の好きにしていいんだぞ」と江森を見上げて言った。


「えっ、本当？　それじゃあ……」


　江森はぐいと柴田を抱き寄せ、ソファに押し倒す。


「バッ、バカ、なに、すんだよ！」


　すでにベルトの金具が外れかけていた。


「え？　そういうことじゃないの？」


「違うっ、仕事のことだ！」


　江森の胸を押し戻すと、柴田はなんとか下から這い出る。


「えーっ、しようよー。喧嘩以来、ご無沙汰じゃないかー」


　不満顔で接近してくる江森をまた押し戻す。


「だめっ、まだシャワー、浴びてないしっ、腹も減ってるっ」


　ここで江森に許したら、久しぶりとかなんとかいって食事抜きで付き合う羽目になるに決まっていた。


「ちぇー、じゃあ、どっか食べに行って、で、帰ってきたらすぐしよう？」


　言い終ると江森は「そう言えば」と急に立ち上がる。


「お土産、買ってきたんだっけ！　じゃあ、タンシチュー、食べようよ！」


　そうすれば出かける時間を省ける。食べ終わってすぐベッドへ直行できる。


「すぐ用意するから、浩司さん、その間にシャワー浴びてればいいじゃない」


　元気な声を出してキッチンに入っていく江森の背を見ながら、柴田はほっと胸を撫で下ろした。






　仙台名物牛タンをじっくり煮込んだタンシチューはお土産の人気商品で、江森が買ってきたのはその中でも元祖といわれる店のものだ。レトルトになっているので、湯煎で七分、炊きたてのご飯の上に封を切って駆ければすぐ食べられるという優れものだ。


　渡辺が先だっての日曜日、家事を手伝うと言って持ち込んだＩＨの電気釜には「早炊き」メニューがあり、柴田が入浴している間に炊きあがっていた。


　ダイニングキッチンのテーブルで江森は深皿にご飯を山盛りし、スプーンを添えた。


　大きな鍋からレトルトを引き上げると、皿に中身をあける。


「うわー、美味しそうだな」


「でしょう？」


　湯気の上がる焦げ茶色のデミグラスソースからはなんとも言えない甘い香りがする。


「いっただっきまーす」と大声を上げ、江森はスプーンを口に運んだ。


「美味しい！　やっぱ、ここのお店のにしてよかったー」


　スプーンで掬って食べる味は高級レストランにも負けない、と江森は自画自賛する。


「すっごい、大きな肉の塊が入ってるねー。うわ、ジャガイモやニンジンも柔らかい！」


　ジャガイモもニンジンも形は煮くずれしていないのに舌で押しつぶせるぐらい柔らかいのだ。じっくりと煮込んだタンは口に入れると繊維が解け、モモ肉やスネ肉などとは比べものにならない。


「タンって舌でしょう？　すっごく柔らかいんだねえ」


「まーな、舌は筋肉のかたまりだしな」


　柴田はくすりと笑いを漏らす。


「思い出すなあ、筋肉の『起始』部と『付着』部、それから『神経支配』。解剖の試験の定番でさあ」


　Ｊ医大の解剖学の教授は学問に厳しく、口頭試問はとくに難しいので、常に半分以上が追試を何度も受ける羽目になった。実際は学生には優しい名物教授で、繰り返す追試は落ちこぼれを救う手段でもあったのだが。


「ボーンクイズ、略してボンクイ、って言ってさ。なんか、聞いたこともない筋肉の起始（アンザッツ）はどこだ、神経支配（インネルバチオン）はなんだ、ってすごく責められてなー」


　で？　と江森はスプーンを口に入れながら首を傾げる。


「なんでタンと関係があるの？」


「舌の筋肉って『内舌筋（ないぜつきん）』と『外舌筋（がいぜつきん）』に別れてて、内舌筋のほうは骨にくっついてないんだ。人間の身体の筋でそんなのはここだけなんだよ。よく引っかかって、間違えた答えを言っちゃったもんだよ」


「そうか、引っかけ問題なんだね、なるほど、ボンクイかあ。でも変わった筋肉なんだね」


　うん、と柴田はうなずく。


「まあ、だから縦横無尽に動けるんだけどね」


　なるほど、と江森は片目を瞑る。


「そっかあ、だからいろんなことができるんだねえ……浩司さんのアレを舐め回したり、ね？」


「バカッ、お前はいっつもそっちばかり……」


「いいじゃない、あとでたっぷり縦横無尽に舐めてあげるよ」






「さつ……き、も、う……」


　焦らされていた。熱いうねりが自分の中心を舐（ねぶ）っているが、なかなか先端の一番気持ちいいところにはやってこない。もちろん根元の部分を指で締め付けられて、息を吹きかけられたりくわえられたりするのも大好きだけれど……。


「んん……っ」


　なかなか昇ってこない液体を促すように腰を振ると、「駄目」というように歯をたてられる。


「い、た……っ」


　でもその痛みも懐かしく、「もっと」と言ってしまう。


「浩司さん、ちょいＭだよね」


　江森のからかうような言葉に、柴田は首を持ち上げて下腹部を睨んだ。だが自分のモノを呑んでいる江森の嬉しそうな顔を見ると、どくんと液が昇ってきて、思わず喘いでしまう。


　だいたい、初体験の時以来、口での責めには弱く、いつも含まれて二三度扱かれると、あっと言う間に達してしまうのだ。それが今夜は……。


「久しぶりだもの、うんと時間を掛けてやらなくちゃ」


　ぐっと根元を締められての行為は初めてで、ほとんど生殺し状態だ。昇ってきた液はまた引いていった。


「さ……つき、た、のむ……」


「どうして欲しいの？」


「さ、さき……を」


「舐めて欲しい？　ちゃんと言ってよ、どこを舐めて欲しいの？　サキッポの頭んとこ？　それともカワ？」


「う……」


　柴田は真っ赤になってまた瞼を閉じた。


「浩司さん、解剖学用語だとどんなとこでも平気で言えるのになあ、なんで恥ずかしいの？」


　江森は首を捻る。


「ふつー、恥ずかしいだろう！」


「じゃあ、解剖学用語で言ってよお、ここ、なんて言うの？　ここの可愛い丸いとこ」


　言葉で辱められるのにも弱い。柴田は「お願い、五月」と泣き声を出した。


「しょうがないなあ、じゃあ、特別だよ」


　可愛らしい先端を江森は舌でつつく。悲鳴のような声が上がるが、まだ江森は許さない。


「可愛いんだよね、ココ……」


　いつもだったらぐっしょりと濡れて光るあの部分は、その液も昇ってこられないほど締め付けられているので、乾ききっている。江森は大きく一舐めして唾液で湿らせてやった。


「ああっ、いいっ、もっと……」


「しょうがないなあ、浩司さん」


　笑いながら江森はぺろぺろと先端に舌を這わせる。


「そこっ、そこ……ああっ」


　ようやくもっとも好きなところに与えられ、柴田は歓喜の声を上げた。


　包皮から少しだけ見える小さな丸い頭がぴくぴくと震える。もう限界だと江森は踏んで、少しだけ指の締め付けを緩めてやる。


「あーっ、ああっ、五月っ」


　びくびくと律動する肉の柱を江森は深く呑んだ。


「でるっ」と言う叫びと共に熱い液が放出される。


「五月ッ、五月ッ」


　江森は液を飲み下しながらも、急速に萎んでいくモノをしばらくしゃぶり続ける。いわば後戯で、これを柴田はとても喜ぶのだ。


　口を離すと、江森は起きあがって自分の胸に柴田を抱き寄せる。


「浩司さんの愛が濃い証拠だね。だって、すっごく濃かったよ。ずっと出してなかったんでしょう？」


　柴田は到達の余韻でぼーっとしながらも「当たり前だろ」と呟いて江森の胸に頬をつける。


「あのねえ、僕、ちょっと浩司さんの気持ち、解ったんだ」


　優しいがまじめな声が降ってきて、柴田はうっすらと目を開ける。


「え？」


　顔を上げると江森がじっとこちらを見ていた。


「仙台でさあ、考えたんだよ……僕が出張の間、浩司さんがホモのえっちサイトを見に行って、で、そこでえっちな絡みを見てむらむらして、独りでやってたらどうなんだろうって。僕以外の男の身体にむらむらしてって。そうしたら、なんか、すっごくいやな気分になったんだ。で、安心しちゃった、そんなこと、しなかったって解って」


「お前なー、それで今、濃いとかなんとか……」


　少し呆れる柴田に江森は「まあ、それもあるけど」と応じる。


「だからさ、僕がえっちサイト見に行ったの、浩司さんが怒るのも当然だなって。ごめんね」


　自分のほうから謝ろうと思っていたので、江森がぺこりと頭を下げるのを柴田は慌てて「いいんだ」と答える。


「そりゃ、ちょっといやな気持ちになったけど……でも男はしょーがないよ……ただ、内緒でやってくれよな」


「浩司さん、オトナー」


　笑いながら江森は柴田を抱きしめる。柴田も江森の背中に腕を回した。


「その……相沢に言われちゃったんだ、くだんないことで喧嘩するのは仲がいい証拠だってさ。そうなのかなって思った。お前とオレは仲がいいんだって。そしたらえっちサイトのことなんかすっごくくだんないって感じて……」


「そっか……」


　江森は柴田の顎に手をかけ、あおのかせる。二人の唇が同時に近づいた。


　長い口づけのあと、江森はもう一度柴田を仰向けに横たえる。


「じゃあ、今度は僕の番だよ。うんと濃い愛の証拠をあげるね」






　翌日のこと。


　内勤と申しつかったので、江森は朝早くからデスクのＰＣで報告書作成に励んでいた。


（浩司さん、可愛かったなあ……あのあとも積極的で……声も大きくてさあ）


　ベッドの中のことを思い出すと思わず頬が緩んでしまう。


（内勤の欠点ってこれだなあ）


　デスクでにやにやしているところを女子社員に見られないよう、気を配らねばならない。


　誤魔化そうと下を向いて腕時計を見るとそろそろＭＲたちが外回りに出かける時間だ。


「先輩、どういうことですかっ」


　叫び声とともにばたばたと渡辺が営業部に駆け込んでくる。


「なんだよ、渡辺君」


「だって、ボク、今週は佐々木さんと同行って言われたんす。先輩、帰ってきたのに……」


　渡辺はひどく落ち込んだ表情で江森の前に立った。


「今週は内勤なんだ」


「じゃあ、来週からはまた一緒っすね？」


　中傷ＦＡＸを見ての所長命令だが、それが撤回されるかどうかは江森には解らない。しかしそう説明するのも面倒なので、「たぶんね」と笑って見せた。しかし渡辺はなかなか鋭い洞察力を見せる。


「え……もしかしてあのキョウハクジョウと関係あるんすか？」


「しっ、渡辺君、それに脅迫状は大げさだよ」


　すると渡辺は声を潜めた。


「先輩、ボク、心当たりがあるんですよ」


「え？　なんの？」


「あのねえ、こないだ行った、消化器病の講演会で……佐々木さんが言ってたのを耳にしたんす」


　佐々木は柴田と水迫がソファで話をしていたところを目撃していた。


「でね、そのあと、柴田先生は誰かにストーカーされたって。それって、水迫さんてのが先輩と柴田先生のこと、探ったんじゃないすか？　柴田先生ってモテモテっすからね、危ないっすよ。先輩と柴田先生との仲を裂こうとした、とか？」


「うーん……水迫はそんな陰険な男じゃないと思うんだけど」


　腕を組んで首を捻った江森は、ふと、思い出して「それより」と渡辺を睨んだ。


「だめじゃないか、浩司さんに心配かけないようにって言ったのに」


「へ？　なんすか？」


「だからー、僕の代わりにＪ医大に行って、変なＦＡＸとか届いてないか調べてって頼んだでしょう？　浩司さん、そのこと知って、すごく悩んだんだよ？」


　渡辺はきょとんとして掌を振った。


「え、そんな、ボク、柴田先生には会ってないすよ？　医局に待っててくださいって伝言は残しときましたけど」


「それじゃあ……」


　なぜ柴田は誹謗・中傷で江森が困っている、などと知っていたのだろう……。


　江森は直接話してはいない。


　昨夜の会話を反芻し、江森はやっと真実に突き当たった。


（そっか……あのあと、さんざんエッチしちゃったから、ゆっくり考える暇、なかったけど……）


　柴田は水迫から聞いたに違いない。そして外部の水迫がなぜそれを知っていたかと言えば。


（ＦＡＸを送った本人だからだよ……はあ……もう、なんて奴だよ……）


　水迫が自分の会社に転職させたいと思っていたことは解っている。「あきらめない」と言ったことも覚えている。だがそれにしてもこれほどまでに手段を選ばないとは思わなかった……。


　かつての友人に激しい怒りはかき立てられなかったが、それでも静かに沸々と湧き上がるものを感じ、江森は顔をこわばらせる。


「どうしたんです、先輩？」


　渡辺に声をかけられ、はっと江森は我に返る。


（とにかく僕がしっかりしていれば大丈夫。そして浩司さんに迷惑がかからないのが一番だ）


　目の前の渡辺に、「ありがとう、君のおかげでわかったよ」と頭を下げる。


「へ？　なんすか？」


「また浩司さんのこと、頼むよ。時々僕の代わりにＪ医大に行ってくれないか」


　お墨付きをもらい、渡辺は有頂天になった。


「もちろんっすよ！　柴田先生に会えるんなら、どこにでも行くっす！　くーっ、先輩のＯＫが出たんなら、がんがん行っちゃいますよー！　一気に攻めますからね、ボク」


　拳を握りしめてガッツポーズをする渡辺に江森は慌てた。


「ちょっと、誤解しないでよ！」


　立ち上がる江森を後目に渡辺は敬礼をすると後ろを向く。


「じゃっ、行ってきまーす」


　やれやれ、と江森は再び腰を下ろした。するとデスクの電話のコールが鳴る。


「はい、営業部江森です」


「すまないが、ちょっと来てくれ」


　所長の松本部長だった。


　所長室に入ると、来客用のソファに真っ白なカシミヤのジャケットを目の覚めるようなオレンジ色のワンピースに羽織った女性が座っていた。


「奥脇部長！」


　統括営業部長の奥脇百合恵だった。ショートヘアに切れ長の眼、色っぽい唇の爆乳美女で、ワインにたとえればフルボディだとオジサマ社員の評判を取っている。元々はドイツでの生活が長く、ホフマン製薬ドイツ本社の役員は奥脇の元の夫なのだった。


　奥脇は組んでいた長い足をほどくと、江森ににっこりと笑いかける。


「エモちゃん、仙台支社についてのレポート、よろしく頼むわよ」


　はい、とお辞儀をすると、江森はちらりと松本部長のほうを窺う。デスクの脇にはなんと人事課長と八代営業課長もいた。


「ところで今日はその話ではないの。実はこんなＦＡＸが届いたと人事課から報告を受けたのよ」


　あっ、と江森は奥脇の手にしている紙を見て青くなった。


「それは……」


　説明しようと口を開きかけると、待った、と奥脇は手を掲げる。


「この内容が真実かどうか、その前にもっと重要なことがあります。送った相手の目的について、あなたに思い当たることがある？　恨みやトラブルなら警察に相談することも考えています。まずそっちを聞きたいわ」


　江森は一瞬迷ったが、包み隠さず離そうと決心した。


「さきごろ、知り合いに自分の会社に転職しないかと誘われ、断りました。その相手が、たぶん、僕がこの会社に居づらくなれば受諾するのではと考えたんだと思います」


「なるほど……で、あなたは今後どうするの？」


　奥脇は温かな目で江森を見守る。


「別になにもしません。僕に転職の希望はありませんから。この件を非難するために連絡を取ることもしないつもりです」


「そうね、放置が一番ね」


　奥脇は人事課長を人差し指で招く。目の前に来た人事課長にきっぱりと言い渡した。


「先ほども言いましたが、内容の真偽についてはどうでもいいこと。ゲイだろうがバツイチだろうがウマヅメだろうがドーテイだろうがハゲだろうがデブだろうが、そういったことを仕事に持ち込むのはやめてもらいましょう。ただしナチ党員だった人は申し出ること。これが本社の方針です。以上、この件については終わりとします」


　さすが、本社がドイツだけのことはある、と皆が納得した。






　その夜、内勤だった江森は定時に営業所を出ると、柴田に連絡を取った。


　マンションの近くのおでん屋で食事を摂りながら、江森はＦＡＸ事件の顛末を話した。


「そっか、ＦＡＸが送られたのか……」


　ちくわをほうばっていた江森は首の動きで「うん」と伝える。


「ナチかあ、ドイツではそうなんだろうなあ……何年か前だけど、確か、オーストリアだったか、国連関係の人もナチだって判って、大変だったような気がする。えーと、最近だとドイツのノーベル賞作家もそんなこと、告白してたな」


「浩司さんて、ほんと、物知りだよね。やっぱ、ＴＶ見ないでいっぱい新聞読んでたからだね」


　もぐもぐと噛みながら江森は感心して柴田を見る。


「ま……まあ」


　実家ではＴＶがリビングにしかなかった。小さい頃からあまりＴＶを見る習慣がなかったのは、自分を疎ましく思っている異母兄や父の眼から遠ざかるために自室に閉じこもって本を読んだり、新聞を読んだりして時間を潰していたからなのだった。


　口の中のものを飲み込むと、江森は大根に芥子を塗る。


「でねえ、ＦＡＸを送ったのは僕の推理では水迫君だと思う。確かめたわけじゃないけど」


「え……」


　いつも利用するおでん屋は、カウンターと小さな座敷の店で、お持ち帰りもやっている。通りに面した窓口で、女性客と応対していた女将が戻ってきた。放漫な身体を割烹着で包み、この寒さでも腕まくりをしている。カウンターの江森と柴田に「新作ですよ」と小鉢を出した。


「最近、トマトのおでんって流行なんですよ」


　小鉢には皮を剥いたプチトマトが幾つも盛ってある。お汁もたっぷりで、可愛い木の杓子が添えてある。


　一個掬って口に入れ、江森は「美味しい！」と眼を丸くした。


「浩司さん、食べてみてよ！」


　汁と一緒に口に入れた柴田も眼を丸くする。今まで知らない味だ。


「……旨い」


　女将は「でしょう？」と豊かな胸を張る。


「皮を剥いたほうが口当たりがいいけど、とろけちゃうんで、別の仕切で時間を短くして煮込むことにしたのよ」


　トマトをもう一つ食べながら江森は「水迫ってあんな奴じゃなかったんだけどね」と顔をしかめる。


「ごめんね、浩司さんにも迷惑かけちゃって」


「いや、俺は別に……」


　誹謗ＦＡＸにも驚いたし、マンションでの水迫とのやりとりも十分衝撃的だった。だがＦＡＸを水迫本人が送ったという江森の発言にもっと柴田は衝撃を受けていた。


　水迫との会話を思い出す。


「意外にあっさりと引くんですね。僕だったら絶対に渡しませんけどね」


「その点、僕は彼を強く求めていますよ」


（強く……）


　それがＦＡＸ送付になったのだろうか……。やったことは許せないし、陰険だとも思う……が。それだけ江森を欲しいのだろう。


（俺だったら……どうするんだろ）


　江森が他の男と付き合っていて……どうしても欲しかったら。でもＦＡＸを送るなんてできないと思う。


（だって五月が困るから……）


　だが水迫はそうまでしても欲しいのだ。江森のことが。


　どう結論づけたらいいのか判らなくなって柴田は食べ続ける。黙って食べている柴田を江森は優しく見た。


「浩司さん、もう心配しないで、大丈夫だから」


「あ、うん」


　そう、もう心配いらない……江森と一緒にさえいられれば。


　柴田は不安を覆い隠し、笑顔を作って見せる。


（愛してるって証拠……それは信頼することだもの）




ＥＮＤ　　










フルボディナイト











　防衛庁の跡地に高層ビルが建ち、六本木にまたしても新たな観光スポットができた。少し離れたところにあるマンションとＴＶ局も入っているオフィスの複合施設とともに、東京の最先端を行く街とのイメージを六本木に与えている。


　もちろん昔から六本木を根城にする人々もいて、再開発されたおしゃれなビルの裏側には、まだまだ怪しい場所が残っている。


　その中の一つになぜか柴田と江森は土曜日の夜遅く、あと少しで日付が変わるという時間に来ていた。


「きゃーっ、ここ、絶対、アサヒナちゃんと来たかったのよー」


　奇声を上げているのは新宿二丁目はゲイスナック「キノコの里」のオーナー、通称キノコママだ。１９０㎝をゆうに超える巨体、スキンヘッドに顎髭、なぜか迷彩服を着込み、黒革のハーフブーツを履いている。ここではないいかなる場所においてもかなり人目を引く姿だが、この店では完璧に周囲にとけ込んでいる。なんとなれば……。


「それにしても、変わったお店ねえ、でもコスプレ好きのあたしにはたまんないわあ」


　辺りを見回して感動のため息をつくのは、カリスマメークアップアーティストの花村恵だ。こちらは真っ白な毛皮のハーフコートにＮＹトレンドのカラージーンズを合わせている。小柄でほっそりとし、細い眼のしょうゆ顔で歌舞伎役者と言われれば通りそうだ。


「信じらんないけど、まあ、キノコママにはぴったりだよな。俺もこんな店があるなんて、初めて知ったよ」


　二枚目俳優で名を売る朝比奈繁樹は、ホストが愛用するようなシルクの黒いスーツに白いマフラーを首に巻いている。肩までの茶髪をうるさそうにかき上げると、丸いテーブルの向かい側で固まっている柴田浩司に「ねえ、先生」と話しかけた。


「いや……俺も初めてで……ていうか、コンセプトパブってどういう意味なんだ？」


　柴田はちらちらとあたりに目をやる。


　広い店内はコンクリートの打ち放しで、壁面にはバズーカ砲やらロケット弾やらが飾られている。高い天井からはＦ１戦闘機の模型が下がっている。大きなモニターに映されているのは、イージス艦を舞台にした日本製のアクション映画だ。


　丸いテーブルが幾つも置かれ、客はほとんど男性である。どころか、店のスタッフも。


　おしゃれスポットから徒歩数分、昔からのいかがわしい一帯にあるとりわけいかがわしいビルの地下一階に一同は集っていた。


　店の名前は「コンセプトパブ三沢基地」。


「お兄さん、お飲物は？」


　ドスの効いた声が降ってくる。柴田が見上げると、迷彩服にランニング一枚のマッチョが立っていた。三白眼で鼻の下にはチョビ髭を蓄え、真っ白な歯を見せてにたりと笑う。しなしなと腰を振り、これみよがしに股間を柴田のほうへ突き出した。


　隣に座っていた江森は慌ててウェイターの前で柴田の肩を抱き寄せる。


「とりあえずビールね」


「はーい」


「あ、あたしにはワインリストを見せてちょうだい」


　キノコママの申し出にウェイターは「いいわよ」と答え、巨大な腰を振り振り還っていく。江森はほーっと溜め息をついた。


　初めに入ったときは、変わったインテリアだと思ったが、考えてみればキノコママが行きたいなどと言うのだから、当然あっち系に違いない。


（まったく、ただでさえ朝比奈やらキノコママやら危ない奴に近づけたくないのに……これじゃあサファリパークでライオンバスから降りた状況じゃないか……）


　これも柴田のせいだ。あんまり人がいい、というかトロいから……。


　柴田のほうは驚いてはいるものの、単に「ミリタリーオタク」の集う店と認識している。


　メニューに顔を突っ込み、「へえ、横須賀海軍カレー、だってさ」などと言っていた。


「ママの趣味に付き合うなんてうんざりだ。こんな汗くさいとこ、俺には似合わないよ」


　さすがに朝比奈も不満顔だ。なんとなく共感を感じて、思わず江森は「六本木ですからね」と応じてしまった。


　キノコママが甲高い声で「あらあ、あたしの好きなとこ、って柴田先生が言ってくださったのよぉ」と文句を言う。


「ボク的には結構面白いっすー」


　お気楽な声を出すのは渡辺公平で、柴田を挟んで花村の隣に座っている。


　以前、中原という少年を捜すためにキノコママと花村恵の力を借りたことがあり、そのお礼を、と柴田は皆を招待することになったのだ。もちろん二丁目に案内してくれた朝比奈ももれなくついてくるわけで、江森は渡辺をボディガード（というか、弾よけ？）として連れてくることにしたのだった。


「柴田先生、ねえ、面白いっすよね。へえ、『省昇格特別記念ピザ』だって、どんなんだろ？　ママ、これを頼みましょうよー」


「あんた、ピザが好きなのねえ。そういや、あたしの作った『精力増強オ−マイガッピザ』もばくばく食べてたもんね」


「な、なんすか、その『おーまいが』って？」


「うふふ、読んで字の通りよん、もう立ちすぎてオーマイガッ」


　江森は果して戦力になるのかと渡辺を連れてきたことを後悔し始めた。


　やがてウェイターが戻ってきて、皆の前に小瓶を置いた。あの伝説のビール「ＴＯＧＯ」だった。ラベルにはもちろん日露戦争でバルチック艦隊を敗った東郷平八郎の肖像が印刷されている。


「え、グラスは？」と江森が尋ねると、「いやあねえ、男はラッパ飲みでしょ？」と片目を瞑る。そしてキノコママにワインリストを手渡した。


「柴田先生、ワイン、お好きなんでしょう？　あたし、奮発して奢っちゃうわよぉ」


　キノコママはテーブルにワインリストを広げ、ぱらぱらと捲る。


「ココのお奨めはねえ、ミディアムボディだったらこっちよ。で、フルボディはこっちのページ」


「そのなんとかボディってなんすか？」


　渡辺が興味を示して鼻を突っ込む。


「うふふ、あそこのことに決まってるじゃないの。サイズは中くらいか、ぎっちぎちがいいかってことよ」


　花村がケラケラ笑いながら渡辺に応じる。


「ひえっ、そうなんすか？」


「おバカさんねえ、冗談よぉ」


　下ネタが続き、柴田はアイデンティティの自己融解が始まって頭の中がぐるぐる回り出した。男であるから、猥談が好きなのは理解ができる。だが中学校の頃から性嗜好が普通と違うと感じていた柴田には、同級生と猥談を楽しんだ経験がない。ゲイと自覚してからはそもそもそういった話題からは遠ざかるようにしていた。


（うう……）


　ゲイの男が集って猥談をするシチュエイションに喜びを感じるよりは違和感のほうが強い。頭を抱えそうになったが、とりあえず真面目に「コク、とか深み、とかいう意味だ」と渡辺に答えた。


「へーっ、さすが、柴田先生、なんでも知ってんすねー」


「まあ、初心者はミディアムからのほうが、カラダにはいいんじゃない？　慣らさないと最初からいきなりは無理だしぃ、うっふふー」


　花村はまたハイテンションで下ネタを続ける。柴田は聞こえないふりをしてキノコママに「じゃあ、このマコンルージュ」と言った。


「あらあ、いいセレクション。じゃあ、これをまず二本ね」


　注文を待っていたウェイターは「おうけたまわりー」と意味深に声をのばす。また腰を振り振り帰っていった。


（うう……）


　柴田は目の前のＴＯＧＯビールをひっつかむと口に当てる。ごくごくと飲んでテーブルに戻すと、いくつかの視線が集まっているのを感じた。


「センセの喉って、いいよなあ」と朝比奈。


「あそこで俺のを呑んでもらいたいなあ。あ、一回はあるんだっけ、でも俺、覚えてないんだよな、くそっ」


「のど仏が動くところがエロいわよぉ。着せるなら立ち襟の半袖白衣はＮＧだわ、やっぱ、手術着ね。鎖骨も見れるし」


　これは花村恵だ。


「あたしって、ムサイ系好きなんだけど、こーゆーノーブルさにも惹かれるのよね。上官受けかしらあ。隊長殿、参ります、なんちゃってぇ」


「いやー、勉強になるっすね、どこにでも萌えはあるっていうか……」


　自分から言い出したのだから、と柴田はあきらめて視線をあたりへと向けた。


　すると、隣のテーブルの男と眼があった。腰掛けてはいるが、背が高そうだ。ビールを持っている腕も、組んでいる足もひょろりと長い。短く刈った髪、細い眉に細い眼、とんがった顎の小顔でなかなかの二枚目だ。男は眼を逸らそうともせずにこちらを見続ける。見たことのない顔だが、もしかしたら忘れているだけなのかも、と柴田は首を傾げた。


　柴田の視線をたどって花村が「あらあ」と声を上げた。


「いやだあ、マモルちゃん、あなたもここの常連なのぉ？　まあ、元々自衛官だったんですもんねぇ」


　は？　と全員が花村がマモルと呼んだ男を見た。


「んまあ、いいわあ、ヘイタイさんだったのね」


　キノコママのシャウトに花村が「いやあねえ」と突っ込む。


「あのねえ、自衛隊は軍隊じゃないから、ヘイタイじゃないわよぉ」


「あら、似たようなもんでしょ？　周辺諸国はそう思ってるわ」


　男は頭を掻いた。


「いや、こんなところで国防の根本問題ですか。残念ながら、どっちにしろ自分は自衛隊の中の警察に所属してたんで、いわば警官なんですけどね」


　花村とキノコママが同時に「素敵い」と叫んだ。


「こっちに合流しなさいよぉ」


　男は席を立つと近づき、最敬礼した。


「不肖国東（くにさき）衛（まもる）であります、お見知り置きを」


「花村さん、誰だよ、こいつ？　知り合い？」


　朝比奈が花村に尋ねる。


「マモルちゃんよ、ほら、『ＧＵＹＳ』ってお店、行ったじゃない？　あそこのビルの上で、探偵やってるのよ。あたし、変装用グッズとか見せてもらって、燃えたわあ」


　またしても変な奴が、と江森は慌てて柴田の肩に手をかける。


「ＧＵＹＳ」、それはゲイの集う場所なのだが、ある意味、このパブよりかなりとんでもない店だった。後腐れのないひとときの快楽を求めるところで、そこで中原少年を柴田たちは発見したのだ。


　国東は花村と朝比奈の間に椅子を引きずってくる。


「あんたも『ＧＵＹＳ』」の常連ってわけか？」


　朝比奈の問いに国東は「いいえ」と答える。


「まあ、あんな店なんで、もしもの時にはって、臨検の約束もしてるんですよ。ある意味、抑止力ですかねー。専守防衛って言うか……」


「じゃあ、あんたはゲイじゃないのか？」


「うーん、なんて言うか、まあ、必要とあらばってとこですかね。我が国の国防と同じですね。安全保障条約のもとでは後方支援もやむなし、ってわけで」


　それなら敵ではないのだ、と朝比奈は位置づける。


「まあ、一緒にやろうぜ」と鷹揚にビールを勧める。


「ではゴチになります」


　やがてワインボトルと渡辺の注文したピザが運ばれてくる。


「かんぱーい、柴田浩司先生のご健勝とご活躍を祈ってー」


　キノコママが声を張り上げる。


「その……大きな声を……」


　こんな場所で名前を呼ばれるのは避けたい、と柴田は慌ててキノコママに手を伸ばした。ジャケットの袖口がワイングラスに触れる。


「あっ」と慌ててグラスを掴んだが、ほんのわずか、シャツの袖が濡れてしまった。


「うわあ、早く落とさないと」


　江森がスーツのポケットからハンカチーフを取り出した。


「染みになっちゃうわよぉ、はやくトイレで落としてきたほうがいいわよぉ」


　まめまめしくおしぼりで拭きながらもちゃっかりと花村は柴田の手を触りまくる。


「う、うん」






　洗面所はごく普通の仕様で、柴田はほっとした。江森と変わったデザインのビルにあるビヤホールへ行ったことがあり、そこの洗面所はなぜかすべてが斜めについていたのだ。


　財布を尻のポケットに入れ、柴田はジャケットを脱いで洗面台の隅に置いた。シャツの袖を流水に晒すと、なんとかピンクの染みは薄くなる。


（よかった……）


　壁面に取付けられたハンドドライヤーに手を突っ込もうと身体の向きを変えたとき、ジャケットが滑り落ちてしまった。


「うわっ」


　屈んで手を伸ばすと、別の手がジャケットを掴んだ。


「どうぞ」


「あ、すみません」


　外へ出ていく黒いズボンを視野の端で見送って、柴田は上体を起こす。ゆっくりとシャツを乾かすと、席へ戻った。


　すでにワインのボトルが五本も林立している。


「もうこんなに飲んだのか」


　呆れて江森の顔を見ると、「みんなすっごく飲むんだよ」と答える。


「もう、ざる！」


　柴田が見回すと、確かにみんなしらっとした顔でチューリップ型のグラスを手にがぶ飲みしている。


　やれやれ、と腰を下ろそうと椅子を後ろに引いた瞬間。


　大きな掌が肩を鷲掴みにした。


「え？」と後ろを見ると、薄汚れたステンカラーのコートを着た男が立っていた。角刈りで太い眉、凄味のある三白眼、鼻柱は折れ、一見するとヤクザだ。


　柴田の困惑を感じ取って江森も振り向き、眼を丸くした。


（うっそ、ヤッチャンだよー）


　それもなにか理不尽な言いがかりを付けてきた、というシチュエイションだ。


　柴田を守らねば、と立ち上がり、男を正面から見据える。それでもいきなり「ヤクザですか」と言うことは控え、「なにか御用ですか」と話しかけた。


「用、ねえ」


　低い威圧するような声が響く。


　すると国東が立ち上がって「へえ、小村井（おむらい）さん、久しぶり。一緒に飲みたいんですかね」と話しかけた。


「……国東、なんでお前がここにいるんだよ」


「いやー、仲間と飲んでるだけですけどね」


　江森は「お知り合いですか」と国東に尋ねる。国東の知り合いならヤクザではなさそうだ、とちょっとほっとする。


「いや、仲良しではないかなあ、ねえ、小村井刑事？」


「ええっ、刑事ー？」


　刑事と判明した男はぐっと渋い顔になった。


「ああ、六本木署生活安全課の刑事さんだよ。この顔はとてもそう見えないけど」


　とりあえずヤクザが因縁を付けた、ということではないのだ。自分の肩を掴んでいる男を柴田は見上げ、安心する。


（まあ、刑事だってお酒ぐらい飲みに来るか。国東って人の言う通り、刑事には見えないけど……）


　だが小村井刑事は変わらず厳しい眼で柴田を見ている。視線を貼付けたまま、「国東、本当にお前はこいつの知り合いなのか」と尋ねた。


　国東は緊張した面持ちになり、一歩近づく。


「ええ。それが何か？」


「どうしたんです？」


　国東と小村井を代わりばんこに見ていた渡辺もつられて立ち上がる。


　男四人がほぼ柴田を真ん中に立っている状態になり、妙な緊張感が走った。


　小村井は柴田の肩に手を置いたまま、「誰の知り合いかは知らんが、ちょっと来てもらおう」と唸る。国東が反応した。


「任意同行ですか？　容疑は？」


「ええーっ、容疑ってそれ、どういうこと？」


　柴田が驚く間もなく江森が大声を上げて手を伸ばす。するとまた国東が秒殺で反応した。さっと江森の手をはね除ける。厳しい声で「君、もしこの小村井の身体に一本でも指が触れたら最後、公務執行妨害の現行犯で逮捕されるんだ、気を付けなさい」と言った。


「なっ、なんなんだよっ」


　今度は朝比奈が唸り声を上げて突進する。


「けーじだかなんだか知らないけど、楽しく飲んでる一般市民になにをいちゃもん付けようッてんだよっ」


　体当たりしようとする朝比奈を国東が身体でブロックする。


「いいか、誰かが厄介を起こすのを、この性格の悪ーい刑事は手ぐすね引いて待っているんだ、気を付けろ」


「性格の悪いたあ言ってくれるじゃねーか、ええ？　侮辱罪、ってのもあるんだぜ？」


　小村井はやはり刑事と言うよりはよほどヤクザに近い、と肩を掴まれたまま柴田は思った。


　国東はゆっくりと小村井に向き直る。


「あんた、ホモフォビアだから、この店でわざともめ事を起こそうってのか」


　国東の言葉にパブの中は騒然とした雰囲気になった。


「なんだよ、あいつ！」


「最低ねーっ」


　ウェイターたちが出てきて、一カ所に固まると口々に小村井を罵った。


「あんな綺麗な子が悪いことするはずないでしょうに」


「そうよ、自分の顔を鏡でみろってのよ、ねーえ」


「バーカ、ホモフォビアは世界の敵よ」


　迷彩服の男たちは揃って親指をぐいと下に向け、ブーイングのポーズだ。


「知ってる？　ホモフォビアって実は自分がホモだってことを隠そうとしてなんだって！」


「あんたなんて、たとえ頼まれたって寝てやらなーい」


　小村井の顔が怒りに赤くなった。


「うるせー、ホモなんてこの世から死に絶えろ！　みんなまとめてしょっぴくぞ！」


　非難の雄叫びがどっと上がった。


　慌てて柴田は辺りを見回す。なんだかよく判らないが、原因は自分なのだ。


「ちょっと待ってくれ」


　心臓がバクバクと大きな音を立てていたものの、冷静を装って小村井を見上げた。


「なにがあったんですか、俺が何か？」


　小村井は腕を伸ばすと、いきなり柴田の身体に触れた。そのまま下へと手を移動させ、ポケットに到達する。


「これはなんだ、え？」


「は？」


　人指し指と中指の間には、小さな袋が挟まっていた。


「タレコミがあったんだ、ここのトイレではいやらしい行為が行われている、ってな。そしてお代は白い粉。ぴったしかんかんだ」


「俺は知らないし、俺のものじゃあ、ありま……」


　言いかけた柴田はあっと思い出した。


「さっき、トイレで手を洗っていたときにこのジャケットを落としたんです。で、男の人に拾ってもらって、たぶん、そのとき入れられたんだ。それしか考えられない」


「いい絵を書いてくれるじゃないか」


　小村井は鼻で嗤う。


「じゃあ、その男の人相を言ってみろ」


　下を向いていたので、ズボンが黒かったことしか覚えていないのだ。黙ったままの柴田の腕を小村井は掴んだ。


「さあ、来い」


「俺が見ていましたよ」


　静かな声が上がった。


　全員が声のしたほうを見る。


　少し離れた席に三人連れが座っていた。二人は後ろを向いているので顔が見えない。反対側に座っている体格のいい男が立ち上がった。バーテンダー風の服装にレザーのジャケットを引っ掛けている。浅黒く日焼けしていて彫りが深く、きりっとした細い目に高い鼻柱、異国情緒の漂う顔立ちだ。艶のある黒髪を簡単に撫でつけている。


　なぜか小村井がたじろぐ。


「くっそ、お前かよ……てことは、林の奴も一緒だな」


「彼の少し前に、焦げ茶色のジャケットに黒いズボンの男が出てきました。三十代ですかね、髪は茶色に染めていて、前髪は垂らしていました。目は下がり目で眉は薄く……」


　一端口を閉じ、片手を広げるともう片方の拳でゆっくりと叩く。


「俺の記憶が細部にいたるまで正しいのは判っているでしょう？　もしこれ以上知りたかったら、署まで同行して調書を作りましょうか？　もちろん林先生も一緒に行かれると思いますが」


「ああ、もうたくさんだ。だがな、だからといって、これがこいつのもんじゃないとは言えないだろうが」


　勝ち誇った口調の小村井に今度は江森が「絶対、浩司さんのじゃありません」と反論する。


「あのねえ、この人は身元がちゃんとしてるし、外科医なんです。その粉がなんだか知らないけど、変なクスリを持ってるわけないでしょう？」


「てめえはすっこんでろ」


　ぎろりと小村井が睨んだが、江森は引かずに睨み返した。


　すると国東が「小村井さん、その袋の指紋を調べたらどうです」と自分のハンカチーフを差し出す。


「だいたい手袋もせずに証拠品の押収ですか……失態ですね。彼の指紋がないだけじゃなく、きっと本当の持ち主のもあなたの指紋で消されてるでしょうね。こういった初動捜査のミスが冤罪を招くんですよ」


　ぱちぱちと拍手がする。後ろを向いている男の一人が頭上高く腕を伸ばし、掌を打ち合わせていた。真っ白なスーツを着ていて、こちらもヤクザかと一瞬柴田は緊張する。


「いいところをつくね、その元自衛隊君は。彼の言う通りだ。おもらい君、彼の爪のあかでも煎じて飲まないとね」


「その名前で呼ぶなって言ったろう！」


　小村井は歯噛みをすると柴田から手を離した。


「今日のところは勘弁してやる」


　そのまま袋を自分のコートのポケットに突っ込むと、どしどしと足音も荒く店を出ていった。


　国東は苦笑いをしながら席に戻った。


「とにかく柴田先生、だったかな？　無事無罪放免、ってことでお開きだ」


　柴田は席に座る前、助け船を出してくれた男のほうをうかがった。


　男はすでに腰を下ろし、連れと一緒に静かな表情で酒を飲んでいる。


「あの……」と声を掛けると、「いいんだ」と白スーツが背を向けたまま手を挙げた。小村井を「おもらい」と揶揄した男だ。


「お互い土曜の夜、楽しく過ごせそうでよかったね」


　白スーツの隣にはツィードを着た細身の男が座っている。白スーツの代わりに振り返り、にっこりした。淡い色の髪に眼鏡を掛け、色白の美男子だった。


（なんか、普通っぽい……）


　店は結構とんでもないが、客層は普通のようだ、と柴田は第一印象を訂正することにした。さっきは窮地に陥った柴田のためにウェイターたちも心配してくれたし……。


（助かった……お客さんもお店の人たちもいい人ばっかりだな）


　男たちのほうへ頭を下げると、江森も一緒になって深々と礼をする。


　テーブルに戻ると、キノコママが「さあ、仕切直しよぉ」と声を張り上げた。


「ウェイターさん、ワインを持ってきてちょうだい、もちろんフルボディのをね」


　渡辺はきらきらと目を輝かせる。


「なんか、映画のワンシーンみたいだったすね！」


「つーか、それよりもっとすごかったぜ！　やっぱ、ホンモノってすげー迫力だな！　今度、刑事の役が来たら行かせそうだ、つか、俺的にはやりてー！　今度森マネージャーに頼もうっと」


　朝比奈も興奮して喋りまくる。


「それにしても、どうなっちゃったんです？　なんで許してもらえたんですか？」


　渡辺が代表して国東に質問する。


「もしかしたら、タレコミはヤラセだったのかも知れないね。その手順が狂った、とか。それであっさり引き上げたのかな」


　タレコミ、ヤラセ、なんとなくは解るが柴田は首を捻る。


「柴田先生、そーゆーことは知らないんですね！」


　渡辺は眼を丸くする。


「二時間スペシャルとか火曜サスペンスとかで出て来るじゃないすか」


「俺、ＴＶ、見ないから」


　国東は笑いながら説明する。


「つまりね、柴田先生のジャケットに袋を隠した男は、自分から警察に通報し、つまりたれ込みだ。銃一丁、麻薬何グラム、多ければ多いほど警察の手柄になる。警察の求めに応じての場合は、これが『ヤラセ』というわけだ」


「自分から警察に捕まるんですか？　自首じゃなくて？　しかも警察からの依頼で？」


　柴田の世界観では考えられない。


「なんでそんなことをするんです？」


　驚いて聞き返すと、国東は肩を竦めた。


「マル暴や生活安全課とヤクザには貸借関係というのがあってね。まあ、イッセイやらの情報だったりするんだが、ヤラセはおおむねその清算だ。君の会った男は上から命令されてヤラセをさせられたんじゃないかな。だいたい捕まるのは下っ端だからね」


「じゃあ、なぜ俺のジャケットに……」


「よくあるんだよ、ヤラセの犯人がビビって途中で逃げ出すのは。所詮は意気地のないパシリだったりするしね。で、ちょうど出会った君に押しつけた」


　江森は「うわあ、刑事ドラマですね」と眼を丸くする。


「ホントにあるんだー、ヤラセって！」と渡辺も感激する。


「いやー、勉強になりますねえー、江森先輩」


　しかし花村は「あら、じゃあなんで諦めたのかしら」と疑問を呈する。


「おクスリはあったんでしょう？　ヤラセでもなんでも柴田センセを無理にでもしょっぴけばそれってお手柄になるんじゃないの？」


　柴田が「でも指紋がなければ、俺は犯人じゃないだろう」とさっきの話を出す。


「その通り、奴の失態だよ。だからもしヤラセでなければ、実際に犯人を取り逃がしたので、事件自体を無かったことにして失態を隠したのかもね。で、次回にあのブツをヤラセに使うとかな」


「さあさあ、そこまで。みんな、お店からのおごりよー。厄払いよー」


　ウェイターがパスタの載った大皿をどんと真ん中に置いた。


「アサリとキノコのスパゲッティ、たっぷりのチーズとクリーム仕立てよー」


「やったあ」とキノコママが叫ぶ。


「ここのキノコパスタ、美味しいのよー」


「きゃーっ、あんた、ともぐいじゃないのー」


　花村が大げさ顔をしかめ、イヤイヤをしてみせた。


「メグちゃん、なに言ってんのよー、ありがたいおキノコ様じゃないの」


「ほんとねー、大小様々だけど、みんな、完食しなくちゃ、ばちが当たるわよー」


　どっと笑い声が上がり、江森はやっと肩の力を抜く。テーブルの下から手を回し、柴田の膝に触れた。


「よかった、浩司さん……どうなることかと……」


　ほーっと溜め息をつく。


「ほんと、浩司さんといると冒険人生だなあ……」


「って、俺のせいじゃないよ」


　むっとして柴田は口を尖らせた。すると渡辺は頬を紅潮させて二人の会話に割り込む


「ボク的にはすっごく楽しいっす！　ボク、一生、先生の傍を離れません！」


「渡辺君、それって……」


　江森はやれやれと首を振る。


（どーゆー立ち位置なんだよ……）


　柴田はワインを一口飲むと、国東に「さっきの刑事さん、よく知っているんですか」と尋ねてみた。


「いや、直接にはあんまりね。俺の友人が同じショカツの刑事なんだ。俺が自衛隊の警務官だった当時、そいつは捜査一課にいてね。由岐中（ゆきなか）っていうんだが事件を通じて知り合ったんだ。で、六本木署に配属になってからは、あの小村井と気が合わなくてね、しょっちゅう愚痴を聞かされてるんだよ」


　まあ、と柴田にグラスを掲げて見せた。


「粘着気質の奴だから、本当によかったよ」


「国東さんのおかげです」と江森が頭を下げる。


「いや、あっちのお客さん達のおかげだ」


　肩越しに見ると、三人は静かに談笑しているようだ。


「なんか、いかにも大人って感じだよね、かっこいいー」


　きゃあきゃあというキノコママや花村のはしゃぎ声、そして朝比奈と渡辺の絶え間のないお喋りの中でこっそりと江森は柴田に囁く。


「そうだね、六本木の街に相応しい感じだね」






　ハイテンションを持続するキノコママその他の連中をタクシーに押し込めて見送り、やっとマンションに帰ったのは明け方になっていた。


「一眠りしよう」と二人はベッドに潜り込む。


「ほんっと、いろんなことがあったねえ……」


　枕に頭を載せ、隣の柴田を見つめながら江森はしみじみ言った。


「……だな」


「あーゆーことで、もし浩司さんが捕まっちゃったら僕、どうやって助けたらいいのかなあ。刑事さんに殴りかかるのはＮＧだし」


「まー、もうあんな目には遭わないと思うけど……やっぱ、弁護士さんに連絡するのかな？」


「そっか、確か、小早川先生の知り合いでいたよね、そしたら小早川先生に頼めばいいね」


　ひどく嬉しそうに江森が言うので柴田は「お前な」といささか呆れた。


「そんな事態になって欲しいみてーだぞ。ほらさ、血液型のときみたいに」


　まだ恋人関係になる前、ふと血液型の話が出たことがあった。二人ともＯ型で、江森は思わず「先生が怪我したら、僕の血、あげれますね、よかったー」と言ってしまった。それは柴田の「悪かったな、Ｏ型なのにネクラで」との言葉に反応してのことだったのだが。今回も慌てて柴田に手を伸ばす。


「え、そんなことないですってばー」


「けど、さっきも冒険人生とか、なんか楽しそうだったぞ？」


「うーん、それはちょっと楽しかったかなあ、だって普通刑事さんとかにそんな会わないもの。てゆーか、普通にしてたらキノコママや花村さんや、朝比奈にも会う機会はないかな。浩司さんの交友関係って、なかなか普通じゃないよ」


　笑いながら江森は柴田の上に覆い被さった。


「でも一番普通じゃないのは浩司さんだよ」


「俺は普通！　ただホモなだけ！」


「違うよ、こんないいカラダ、普通じゃないよ」


　うなじに舌を這わせると、柴田の身体がビクビク震えるのを江森は感じる。パジャマの前を開け、手を差し入れた。すでにぽっちりと勃ち上がっている小さな蕾を指で摘む。くりくりと回すと、柴田は大きく身体を反らす。


「ほら、もう勃ってる。きっと下もじゃない？」


　自分の腰を柴田の股間にぴったりと押しつける。硬くなっているのを感じ「やっぱり」と嬉しそうに言った。


「も、もう、駄目だって、疲れてるんだからっ」


「ココは疲れてないみたいだよ」


　江森は腰を動かして硬くなったものを刺激する。やがて柴田は喘ぎ始めた。


「もう……五月……」


　熱く柔らかい部分に自分を埋め込むと、江森は耳元で囁いた。


「浩司さんのカラダって、フルボディだよ、うん。トロトロで美味しくてもう酔っぱらっちゃうー。それだけじゃなくどこもかしこもいいしさ」


　なに言っているんだ、と応じる余裕は柴田にはなかった。






　六本木交差点でホアンと真木は林の白いリンカーンコンチネンタルを見送った。長い腕が車の窓から出てしばらくひらひらとしていたがそれも引っ込む。車は東京タワーの方向へと消えていった。


　二人は霞町のほうへゆっくりと歩き出した。


「よかったね、ホアン、今夜は」


　眼鏡をかけ直すと、真木は隣の背の高い青年を見上げる。


「なにがだ？」


「たまたま診療所を休んで、あそこにいったことがだよ。人助けができたろう？」


「ああ、あのことか。小村井はいやな奴だな、相変わらず」


　ホアンはちっと舌打ちする。


「警察は一所懸命治安を守っているのだから、そんなことを言ってはいけないよ」


　真木がたしなめると、ホアンは素直にうなずいた。


「……まあな。俺の故郷だって、まるで内戦みたいにテロが起ってたこともあるんだし。この国はぬるいけど、まあ、警察もぬるいからお互い様だな」


　相変わらずのきつい日本批判に真木は苦笑しながらも腕を自分から絡ませる。


　自分に時間がある限り、この青年と歩いて行こう。


　明るくなる空を見ながらそう思った。
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「ねえ、浩司さん、お医者さんはいっぱい覚えること、あるよねえ？　どうやって覚えたの？」


　江森はリビングのソファに腰を掛け、資料の束を膝に置いて、新しい薬品名を必死で覚えているところだった。江森の勤める冨士製薬はこのたびドイツのホフマン製薬とめでたく合併し、それはそれでいいことなのだが、自社の製品がほぼ三倍に増えた。さらに新薬の発売を間近に控えている。製薬会社の営業マンとしては、すらすらと自社製品名が口から出るようでないとまずいのだ。


　はす向かいのアームチェアで柴田は解剖の本を開いていた。明日の手術の下調べで、いつも必ずやる作業だ。何度も執刀した手術で、頭の中に術野の構造は確実に入っているが、手術中には一瞬の迷いも許されないのだ。江森の問いかけに、本をいったん閉じると顔を上げた。


「ほら、解剖の名前とか、薬の名前とか。お医者さんは学名も和名も、それに時にはドイツ語や英語の名前も知っているじゃない。なんか、コツがあるんだったら教えて欲しいなあ」


「こつ、ねえ……うーん、繰り返し覚えるしかないと思うけど」


「やっぱ、そうなんだー」


　江森はちょっと落胆して資料をテーブルに戻した。かれこれ二時間近く必死になって覚えようとしているのだが、まだ半分程度しか覚えられない。


「まだこんなにあるんだよー。僕って頭、悪いのかなあ？　駄目人間かも」


　悲しそうな顔の江森に、柴田はフォローに回る。


「つーか、お前、黙ってみてるだけだろ？　やっぱ、声に出すと覚えるのは速いと思うぞ？」


「そうだね！　でも浩司さんの邪魔になるから、あっちの部屋でやろうかな」


　江森はテーブルの上の資料を掻き集めた。


「それにしても似たような名前、多いよね。それもなかなか覚えられない理由の一つだよ」


「まーな、クスリの名前は特に似てるよな。長い名前じゃ覚えてもらえないし、変な響きのも駄目だから、どうしても似てくるかもな」


「そうだね、ナースに『なんとかを取ってくれ』なんて言うときに舌、噛んじゃうようじゃ駄目だもんね。だから開発部の人もときどき社内で名前を募集すること、あるんだよ」


　ええっ、と柴田は驚いて江森を見る。


「そんなこと、あるんだ、知らなかった。じゃ、お前も考えて応募したりすることあるのか？」


　もちろん、と江森はうなずく。


「採用されると金一封、出たりするし。けど今まで採用されたことないんだ。けっこういい名前、考えてるんだけどなあ」


　ふと柴田は興味を覚え、身を乗り出して訊いてみる。


「どんなの、考えたんだ？」


　江森は自信満々で答える。


「あのね、この前考えたのは『スグナオール』っていうんだ。よくなくない？　採用、どうしてされなかったのかなあ？」


　呆れ顔になって柴田はまた背もたれに身体をもたせた。


「お前……そんなの駄目だよ。それじゃどんな病気に効くか判らないじゃないか。ある程度、適用される病気と関連があったほうが覚えてもらえやすいんだぞ？　たとえば……」


「たとえば？」


　例を挙げようと柴田は首を傾げる。


「たとえば、心臓のことをドイツ語ではヘルツって言う。『よりよい』はベッサーだ。それで、心臓のクスリでヘルベッサーってのがあるけど、いかにも心臓がよくなるって感じだろう？それから英語の例だと、高脂血症のクスリでリポダウンってのがある。脂肪がリポ、だろ？」


「なーるほど、脂肪をダウンさせるんだ！　すっごーい、浩司さんて、ホント、あったまいいね！　僕のスグナオールはだじゃれだもんね」


「ま……まーな」


　だじゃれ以下だ、と思ったが言わず、柴田は江森の資料を一部手にするとじっくりと見た。


「似た名前は間違いがおきやすいからって、最近はメーカーも工夫してるみたいだよ。クスリの化学構造と関連させたりとか」


「それがまた混乱の原因なんだよ」


　江森は苦笑いをした。


「ほら、アレルギーを起こす人が多いってピリン系薬剤には注意書きがついているでしょう？　なのにアスピリンにはピリンが入ってないじゃない。名前にピリンってついてるからつい間違えちゃうよ」


「そうなんだよな。同じピリン系でスルピリン、てのはあるからな」


　柴田も同意する。


「有名なのでは、ステロイドの薬品名と、筋弛緩薬の薬品名で似てるのがあるんだ。確か、医療事故もあったはずだよ。事故まで行かなくてもいわゆる『ヒヤリハット』は多いと思うな」


「ヒヤリハット？　新しく聞くなー、サッカーのハットトリックみたいの？」


「つーか、日本語そのまんまで、ひやっとしたり、はっとしたりするって意味だ」


　江森はぷっと噴き出した。


「うわ、なんかオヤジギャグみたいだ。僕のスグナオールよりひどいや」


　柴田も苦笑いする。


「俺もなー、どーゆーネーミングのセンスかって思う。だって『ヒヤリハット』って軽いじゃないか。なんか、ほんのちょっとしたこと、みたいにさ。ほんとは『医療事故のニアミス』だろ？　そう言ったほうがいいと思う」


　江森はその言葉に大きな眼を見開いた。


「うーん、浩司さんって、ほんと、真面目だねー」


　真面目だから一所懸命、解剖の名前も覚えたのに違いない。


（浩司さんを見習って僕も真面目にやろう！）


　決意を新たにすっくとソファから立ち上がると宣言する。


「明日からにするよ、もう遅いし」


　柴田は少しばかり呆れたが、確かに腕時計を見るといつのまにかもう深夜も二時過ぎだ。


「ま……まーな」


　しかしベッドに入ると江森は天井を見上げながら口に中で何かを唱え出す。


「なんだよ？」


「ううん、ちょっとだけでも覚えておこうと思って」


　それより、と江森は身体を起こして柴田を覗き込んだ。


「浩司さんも声に出して勉強したの？」


「まーな、特にボンクイん時は大変だったなあ」


「ぼんくい？　なに、それ？」


　はてな、と首を傾げる江森に「あ、解剖学の口頭試問のことだ」と説明する。


「俺らの解剖の教授ってさあ、結構な変わりもんで……」


　Ｊ医大の解剖学教授は名物教授だった。出来ない学生にも愛情を注ぐ人間味のある性格であるが、普段の試験は難しく、誰も知らないような小さな骨やら難しい名前の神経やらを問題に出した。再試・再々試験は当たり前で、


「だからボーンクイズ、略してボンクイだ」


「なーるほど」


「覚えるのは和名とラテン語の学名と両方だからすっごく量が多かった。けど、結構面白い名前のがあって、飽きなかったなー」


　へえ、と江森は興味を持つ。


「どんなの？」


「うーん、例えばさあ、かんぬき、とか、ろうと、とか」


　ええっ、と思わず江森は自分の胸元を見下ろした。


「そんな名前のとこが、身体にはあるの？」


「あ、それから翼状突起、なんてのもあってさ。笑えるだろ？」


「はあ？　よくじょうとっきぃ？　なんかいやらしいな！　いったいなんなの、それ？　まさか男のアレじゃないよねー？」


　江森は眼を丸くする。


「アホか、お前。違うよ、頭蓋骨の一部で、すっごく重要なとこなんだけど、ラテン語ではprocessus pterygoideus。翼のような形の突起、って意味なんだ」


　なんだー、と江森はがっかりする。


「男のアレだったらバッチリ覚えられたのにな。ぴったりの名前じゃない？」


「ま……まーなー」


「じゃあ、アレの学名は？」


　お前な、と柴田は呆れて江森を見た。


「どーしてそっちへ行くんだよ」


「ええ？　普通知りたいよ？」


「その……まんまpenisだよ」


　江森は眼を丸くする。


「へー、あれって学名だったのかー！　知らなかった！　なんか、すっごくいやらしいことを意味する言葉から来てるのかと思ってた！　よくじょうとっきのほうがぴったりくるよ！」


「まーな。俺も翼状突起、って聞いたときはけっこうアレに相応しい名前だ、なんて思ったけどな」


　それにしても、と江森は嬉しくなる。


「浩司さんもまともな若い男だったんだねー。いろいろやらしー妄想とかしてたんだ！　もう真面目一方で、勉強のことしか考えてない青春だったのかと思ってたよ」


　むっとして柴田は枕から江森を睨んだ。


「お前な……俺は普通の男だよ。普通にやらしーことだって考えてたさ。その、ホモってとこは普通じゃないけど」


「そこは普通じゃなくってよかった。だって浩司さんがホモじゃなかったら、こんなこと、出来ないものね」


　するすると江森の手が伸びる。敏感な部分を探り当て、すぐに動きを開始した。先端を捏ねられて柴田は思わず喘ぎを漏らす。手慣れた愛撫にはどうしてもかなわない。


「あっ、あ……んんっ」


「いい声、その声聞くとすぐ感じちゃうよ、僕。ほら、もうこんなだよ？」


　覆い被さるとしっかり江森は空いている片手で自分のものを取りだした。


　硬くなったものを柴田の下腹に押しつけると、くすくす笑いながら囁く。


「考えるだけじゃなく、やらしーこと、実行しよう？」


　まったくもう、と思ったが柴田はそのまま江森の首にしがみつく。


「明日からちゃんと勉強するんならいいぞ」


「するする、一所懸命やるよ！　だから僕の欲情突起、入れさせて？」


　言うだろうと思った、と柴田は苦笑しながら江森に身体を委ねていった。
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